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序章　軍師の邂逅







　リジア宗しゆう旨し国家、ゼタ関を前に擂すり鉢ばち状の底に追おい詰つめられたグラウスタンディア軍。

　小雨季の降りしきる雨は、擂鉢状の地形の底を湖のように満たしていく。

　安全域まで兵たちを移動させたが依い然ぜんとして状じよう況きようは芳かんばしくない。

　何しろ、グラウスタンディア軍を取り囲むように、10万以上のリジア兵たちが周辺に陣じんを敷しいているからに他ほかならない。

　クロムは小さく息を吐つくと、この軍を指揮する暫ざん定てい特務師団長ラング・クランツと長い話し合いをしていた。それはグラウスタンディアが生き残る為ための手段についてである。

　クロムは最後まで語り終えると、小さく息を吐つき、

「――他に道はありません」

　とラングの目を見る。その内容にラングは一寸たりとも動かずに、ただ眉み間けんの皺しわを深めるだけだった。

　クロムの打だ診しんした意見を審しん議ぎするようにラングは沈ちん黙もくを続けた。

　そして暫しばし目を瞑つぶったまま黙もつ考こうしていたラングが、徐おもむろに顔を上げると睨にらみ付つけるようにクロムを見返す。

「おいクロム。おまえの言う通りにしたとしてだ……失敗の可能性はどれくらいある？」

　その問いかけにクロムは無言で返した。言っても栓せんのない事だったからだ。失敗の可能性は幾いくらでもある。だが今何もせずにいれば、ただ全ぜん滅めつを待つだけだ。

　それはラングもわかっているのだろう。だから彼かれは深く溜ため息いきを吐つくと、その目をクロムに移す。

「やれるんだな」

「やってみます。少なくとも、相手を引ひき揚あげさせることは出来るかもしれません」

　暫しばしの沈黙を雨音が掻かき消けしてゆく。

　纏まとわりつくような湿しつ度どの幕ばく舎しやの中は、ランプの明かりだけがチロチロと揺ゆれていた。

　どれ程ほどそうしていたか、漸ようやくラングは決意したように立ち上がる。

「わかった。グラウスタンディア軍の命運。おまえに預ける。その代わりガジェルを連れて行け。護衛としては十分だろう」

「十分すぎますね。ラングさんの軍の戦力が減っちゃうんじゃないですか？」

　するとラングはフンと鼻で笑って返す。

「バカ言うんじゃねえ。こっちは専業の軍人だ。個の力で戦をするんじゃねえ。団結して戦うのが基本だ。ああいうひと昔前の一個の勇ゆうで戦局が変わるような戦いをするつもりはねえよ」

　尤もつともな意見にクロムは笑って返す。

「そうですね。ではお言葉に甘あまえて、ガジェルを連れて行かせてもらいます」

　そう言ってクロムは礼をすると、そのまま踵きびすを返した。

「おい、クロム」

　ラングに呼び止められ、視線だけ彼の方に向ける。

「――帰って来いよ」

　その言葉にクロムは掌てのひらでわかったと合図を返し、再び歩き出した。

　自みずからの幕ばく舎しやに戻もどると、すぐに自分の荷物を纏まとめ出立の準備を整える。待っていたリュリュは幾いく分ぶん不安そうな顔でクロムを出で迎むかえた。

「クロム……危険な事をするつもりだな」

　同じ魂たましいを共有する者として、半身としての彼かの女じよはクロムの覚かく悟ごを敏びん感かんに感じ取っていた。

「この方法しか、今この状況を打開出来る手段はない」

「だとすればクロム以外の人間にさせろ。クロムが身を危険に晒さらす必要はない」

「いや、これは僕ぼくでなければならない」

「何な故ぜ？」

「この違い和わ感かんに気付いているのは、たぶん僕だけだ。その僕自身が、この違和感に明確な答えを出していない。そしてその違和感こそが、この閉へい塞そく的な状況を打開できる手立てなんだ」

　それはグラウスタンディア軍を取り巻くリジア軍の不ふ審しんな行動。

　グラウスタンディア軍を押おし込め、目的を達していると言えば聞こえがいい。

　だがおかしいのだ。この作戦は根本的な所で、リジアの目的とずれている。

（この策には根本的な綻ほころびがある……）

　ではリジアの目的の何とずれているのか――そこが見えない。

　そう言ったあやふやさの中に、クロムは一いち縷るの光明を見み出いだそうとしているのだった。

　黙もつ考こうするクロムに、リュリュは呟つぶやくように言った。

「違和感の正体がクロムの予想通りなら、勝ち目はあるという事か？」

「そうだね。ちょっとだけ……ほんのちょっとだけ、負けないで済すむ可能性がある」

　リュリュは不満そうに、足先に目を落とす。

「でも………やっぱり……危険だ」

　それだけ言うと、彼女はプイッと背を向けて部屋の隅すみにいる山犬のモモに顔を突つっ伏ぷしてしまう。まるでふて腐くされているかのような仕草にクロムは笑えみを漏もらした。彼女が心配するのも無理はないかもしれない。

　敵の軍を率ひきいているのはリジア十二貴族きっての頭脳を持つベルゲン・アディク。

　彼の思おも惑わくがどうしても見えなかった。

　だが彼は何かあってこの布ふ陣じんを敷しいた。確かに一元的に見れば、グラウスタンディア軍を封ふうじ込め全滅させるという目的には即そくしている。

　だがそれでも違和感は残る。

　その正体が掴つかめないまでも、とにかく今やるべき事を全すべてしておかねばならない。

　まず後発で合流しようとしているファウラへ、連れん絡らくを取る事だ。彼女は現在、エリオとリズを連れてこちらに合流をしようとしている。だがいざ来てみれば、グラウスタンディア軍と合流できるどころかその周りをリジア軍に囲まれていた。だからファウラはこちらに使いを寄よ越こした。それが彼女の飼っている大おお鷲わしのティコである。

　ティコに括くくり付けられた手紙には、こちらの安あん否ぴを心配する文言が書きつけてあった。

　クロムは大鷲のティコに、この先、ファウラにして貰もらうべき事を書付け、彼女の下に返した。ファウラには後発でやって来るユースティナ皇女の軍に合流してもらう。それが一番得策だろう。無理にここで、ラング軍と合流しようとするのは危険だ。その上でユースティナには、今後の進軍の為ための策を書き記しるしておいた。もし自分が帰って来ることができなかった時の為ためである。

　そうした一連の作業を終えると、幕ばく舎しやに何者かが入って来る気配を感じて顔を上げる。

　視線の先には心配気な顔をしたフィフニス・マカオンが衣服から雨を滴したたらせて立っていた。

「……ラング師団長から話は聞きました」

　その言葉にクロムは何も返せず沈黙した。

「敵てき陣じんに一人で行くというのは本当ですか？」

「一人は正確じゃない。リュリュも一いつ緒しよに行く。それに護衛にガジェルも随ずい伴はんする」

　そう言うと隣となりのリュリュがこくりと頷うなずいた。しかしフィフニスは愚ぐ図ずる子供のように首を横に振ふった。

「ダメです。そんな事をしたら、クロムは勿もち論ろん、リュリュちゃんだって危険に晒さらすじゃないですか！」

　フィフニスの必死の嘆たん願がん。今にも彼女は泣きだしてしまいそうな顔で言う。

　しかしクロムはあくまで冷静な口調を彼女に向けた。
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「君が初めて山に来た時、言った筈はずだ」

　一いつ瞬しゆん、フィフニスはハッとするように息を呑のんだ。

　それは自分が山を下りる時に彼女に出した条件。

　クロムはそれを再び口にする。

「どんなことがあってもリュリュと離はなれるわけには行かない――と」

「でも……！」

「離れる事が出来ないんだ」

　静かに、だが重い響ひびきを持ったクロムの言葉にフィフニスは息を呑のんだ。

「………どうして、なのですか？」

　今が彼女に話すべき時なのだろうか？　クロムは僅わずかに悩なやんだ。

　こんな話をして彼女が取り合ってくれるだろうか。然しかるべき時――この世界と、そしてこの世界における戦争を統すべる神々の存在が顕けん著ちよに現れた時にこそ話すべきだと、そう考えていた。だが、彼女は決してそれを待ってくれるとは思えない。

　だとすれば―――。

「フィフニス。君に一つだけ、明かしておく事がある」

「……はい」

　フィフニスは小さく息を呑のんだ。

「僕は君が山にやって来る一年程ほど前に、人としての理ことわりを外れる事になった」

「それは……クロムが人ではない……という事ですか？」

　その問いにクロムは首を横に振る。

「半分を人として、半分をウツロとして、リュリュと魂を分ける事になった」

「では、リュリュちゃんは……」

「彼女は……妹によく似ているが、僕の血を分けた妹ではない。血を分けた妹は僕が７歳さいの時に既すでに死んでいる」

　この事実は今、フィフニスに語った以外、他言した事がなかった。

　あのユースティナにさえ、家族が死んだ、という事しか話していない。妹の存在そのものを誰だれかに語ったのはこれが初めてだった。

　リュリュはモモの背に顔を埋うずめたまま動こうとはしない。聞いているのかどうかもわからなかった。

「僕とリュリュは、一つの魂を共有し合って存在している。だから遠く離れてしまえば、魂が形を保たもつ事そのものが出来なくなる」

「そんな……」

「形を保てなくなった魂は、器うつわの中に納まる事が出来ず、最終的に崩ほう壊かいする……それはつまり、人間でいうところの死に相当する」

　俄にわかには信じられない、という顔だった。そんな事、急に話されても当然そうだろう。

「僕が山から下りたのはユースティナ様の理想を形にする為ため。だが、その為には、このネイレシアという大陸全土を覆おおう、神々の理ことわりを覆くつがえさないといけない」

「神々の理を覆すって……それはどういう事なんですか？」

「僕らが本当に戦うべき相手の事さ……だがそれは信しん仰こうに対たいする反はん旗きだ」

「クロムは、神と戦おうというのですか？　この大陸の宗教に挑いどむって言うんですか？」

　しかしクロムはその質問に首を振る。

「宗教は文化であると思っている。本来的に人の生活の中にあるべきもので、心を保たもつ為ための器官のような存在だと思っている」

「心が……ですか？　でも心は……身体とは別の物のような気がします」

「心も身体さ。言葉や学問が出来る人間は、物事を筋立てて考える事が出来る。しかし筋立てて考えていた事が思うように行かない事がある。それが自然だ」

「自然って……大きな話ですね」

「別に大きな話じゃない。天候や海流、動植物の増減や……それに戦争だって自然の為なす事だ」

「戦争は人の為なすことです」

「人も自然だ」

「人も……？」

「そう。人すら思い通りにならない物の一つだ。現にこうして止めようとするフィフニスと、その逆の僕がいる」

　フィフニスはその事実に押し黙だまってしまった。

「だがこの自然の営いとなみの中に、自然ではないモノが混じっている。それがこの大陸に降りた神々だ」

「どうして神々を敵にしなければならないんです！」

「自然の理ことわりとは違ちがうモノだからだよ」

　そこまで言ってクロムは少し言葉に詰つまり、髪かみをくしゃっとさせた。

「さて、どう話したものかな。少し長い話になってしまうかもしれない。でも、無事に戻れたら、その時にはフィフニスにも話すよ」

　すると彼女はしょぼんと俯うつむいてしまう。

「戻ってこれるんですか？」

「さあて、こればかりは神のみぞ知る……ってところかな。まあ、その神様に、僕らは随ずい分ぶん嫌きらわれているのは確かな事実なんだけどね」

「どういうことですか？」

「それも含ふくめて、帰って来てからだ。そろそろ行かなければ」

　そう言ってクロムは立ち上がると、腰こしに山やま刀がたなを差す。

　フィフニスは居い心ごこ地ちが悪そうに、目線を泳がせていた。どうしていいのかわからないのだろう。

　彼女は騎き士しとしてはやさしすぎる。戦乱の世に於おいては、フィフニスのような性格は命取りであると言っても過言ではない。

　だがそんな彼女の人格が、今この軍を牽けん引いんしている。それは嘗かつての歴史の中に垣かい間ま見みえる名将たちと大きく違う点であり、そしてこの時代だからこそ成なり得えた事だ。そしてそれを真ま似ねる事が出来る者はそういないだろうし、今後も出てくるとは思えない。

　だからこそ彼女の人生を、そして未来をここで閉ざしたくない、そう思いを新たにした。

　それはクロムにとっては自じ己こ犠ぎ牲せいのような気持とは違っていた事は確かである。

（さて、どうしてかな？）

　考えてみたが、浮うかんできたのは嘗かつてクロムが師カウフマンに連れられて、訪おとずれた皇都シオニアでの思い出くらいだった。幼く言葉も拙つたなかったフィフニス。その彼女がこうして軍を率ひきい、祖父にも劣おとらぬ統とう率そつ力りよくを発揮している。その事がどこか誇ほこらしく感じた。

　それはまるで父ふ性せいのような感情なのだろうか、とも思うのであった。

「そう言えば、フィフニスはもう成人してるんだっけ？」

　突とつ然ぜん変わった話に、彼女はハッとしながら、

「は、はい。もう大人です」

　と口早に答える彼女にクロムは目を細めた。

「じゃあ、交こう渉しようから戻ってきたら、ゆっくり酒でも呑のもう。実は『成人した娘むすめと酒を酌くみ交かわす父親の気持ち』って、気になってたんだ」

「わ。私、クロムの娘ですか!?」

「それくらい歳が離れてなかったっけ？」

　キョトンとしてクロムが聞き返すと、フィフニスは火が付いたように、

「そんなに離れてません！　兄きよう妹だいくらいのものです！」

「そうだったか………」

　たしかに年ねん齢れい差さはそんな物だった。でも感覚としては、父と娘くらい離れている印象だ。

　すると彼女はプッと頬ほおを膨ふくらましながら、視線をこちらに向ける。

「それに……私そんなにお酒、強くないですよ」

「僕もだ。一いつ杯ぱいで十分酔よえる。どちらも安上がりでいい」

　すると彼女は少しモジモジとして足元を見つめた。

「そ、そうですね。じゃあ、きっと……」

「ああ」

　あんなに小さかったフィフニスと一緒に酒を酌くみ交かわす事が出来るなど、クロムは想像していなかった。それが楽しみであり、嬉うれしくもあった。想像もしていなかった未来に、今自分がいる事に。

「じゃあ、フィフニス、行ってくる」

　そう言って立ち上がり、リュリュを伴ともなって幕ばく舎しやの外に足を向ける。

　その時、背中にドンと何かがぶつかると、そのまま後ろから抱だきしめられた。

「戻って来てくださいね！　絶対ですから！」

　背に顔を埋うずめるフィフニスにクロムはやさしく返した。

「ああ、きっと帰って来るよ」

　そう口にすると、固かたく抱きしめたフィフニスの手がゆっくりとほどけた。




　幕ばく舎しやの外は未いまだザンザンと大おお粒つぶの雨が降りしきっている。

「おう。行くのか？」

「ああ」

　待っていたガジェルと合流し、共ともに出立した。

「ガジェル、君の記き憶おく力りよくを信しん頼らいしたいんだが、頼たよっていいかい？」

　すると彼は首を傾かしげて、

「いいけど、忘れる時は忘れる」

　事実彼が言う通りガジェルは興味のある事は須すべからく覚えているが、興味のない事は覚えるどころか聞いてすらいない。

「今回、生き残れるかどうかは君に懸かかっている。だから覚えておいてほしい」

「ん～、そうかあ。じゃあ、まあ、頑がん張ばってみる」

　不安にさせてくれる事を言うガジェルに、それでも彼に頼らざるを得ないクロムはこれからの段取りを口にしていった。ガジェルは話すたびに「ふん、ふん」と相あい槌づちを打ったが、本当に覚えてくれているか、なんとも頼りない。

「頼たのむよ」

「うん、まあ、頼たのまれた……えっと、クロムが死んだら……えっと……」

　彼は復唱しながら、只管ひたすらに眉間に深く皺しわを刻きざむ。

　雨は未いまだ降ふり止やむことがない。

　靄もやの立ち込める森は視界は酷ひどく悪く、リジア陣じん営えいの様子を視し認にんすることすらできない。

　一円を取り囲んでいるリジアの軍勢のどこに行くべきか？　どこに行けば、この軍を率ひきいるリジア十二貴族に会う事が出来るのか。そう考えながら、クロムは北を目指した。

　リュリュはそんなクロムの行動に首を傾かしげる。

「どうしてそっち側に行くんだ？」

「確実性が欲ほしいだけさ」

「確実性？」

「そう。リジアの軍勢の今回の策は不自然な点がある。その正体を見ておきたい。その為ためには北側が最適と睨にらんでいる」

　リュリュはまた首を傾げながら口を窄すぼめた。どうしてなのかわからない、と言った表情だ。

　ここでゆっくり説明している暇ひまもない。なので早々にクロムは目的の、北側に位置する陣営に向かい、歩みを進めた。

　モモの背に乗り急こう配ばいな上り坂を駆かける。

　その後をガジェルを乗せた馬が追つい走そうした。

　途と中ちゆう、リジアの斥せつ候こうなのか見張りなのか、矢を放ちこちらを牽けん制せいする動きがあった。だがこの土ど砂しや降ぶりの雨の中で狙ねらいが定まらなかったのか、矢はクロムを外して地面に刺ささるばかり。更さらにガジェルが威い嚇かくするように大剣を振り回まわして敵を牽けん制せいした。

　そうして漸ようやく森林を抜ぬけると、視線の上にリジア軍が敷く陣営が見えてきた。

　多くの兵が警けい戒かいするように行き交かっている。

「リュリュ、抜けるか？」

「うん」

「ガジェル、ついて来れるね？」

「任せろ」

　言うと同時にリュリュはモモの首を撫なでる。それが合図であるかのように、モモは高く跳ちよう躍やく。リジア兵たちが目を剥むく真上を悠ゆう々ゆうと飛んだ。

　そして風のように駆け抜けるとリジア軍の幕ばく舎しやが並ぶ陣営の入り口へと到とう達たつする。

　そこは既すでに敵の中ちゆう枢すうに潜もぐり込んだと言っても過言ではなかった。

　警けい笛てきが鳴なり響き、続々と兵たちが飛び出してくると、モモに乗ったクロムとリュリュの周りに集まって来る。咄とつ嗟さにガジェルが馬上から大剣を振り翳かざし、敵兵をいつでも斬きりかかれる体制になる。クロムはそれを手で制せいした。

「ガジェル、剣をしまうんだ」

「いいの？」

「ああ、構わない」

　話しているとそこへ兵の一人がこちらを牽けん制せいするように声を上げた。

「動くな！」

　方々、槍やりと弓を構えた兵たちが警戒の色を滲にじませる。

　完全にクロムを中心に取り囲まれていた。

「だが……」

　――取り囲まれればこちらの意図通り。

　敵は誤ご射しやの危険から弓は放はなてない。的まとであるクロムを外せば、矢は対面の仲間に当たるからだ。

　槍そう兵へいもまた、迂う闊かつに飛び出せば、仮にクロムをし止める事が出来ても、仲間同士で傷つけあってしまう可能性がある。当然、慎しん重ちような動きをする。その状態さえ作れば、相手を説得できる。

「我われ、グラウスタンディア皇国軍師、クロム・ジャレット！　火か急きゆうの要件にて、御おん国こく指揮官将に目通り願いたい！　抵てい抗こうの意思はない！」

　それを示しめすようにクロムは両手を上げてモモから降りる。リュリュもまたそれに続き、ガジェルも馬を降りた。

　そしてリュリュが軽くモモの腹を撫なでてやる。すると、モモは鼻息を一つ漏もらしてリュリュに対して心配そうな目を向けた。そんなモモにリュリュは頷うなずき返す。

「行って」

　するとモモは、リジア兵たちを飛とび越こえ、森の中に消えて行った。残ったのはクロムとリュリュ、そしてガジェルだけである。

　リジア兵たちは訝いぶかしがるように、顔を見合わせながら警戒を解とかず、クロムとリュリュ、ガジェルを捕とらえると後ろ手に縄なわを打った。

　三人はそのまま、兵たちに連行されて行く。

　するとガジェルは納なつ得とくいかない顔で問いかけてくる。

「なあ、俺おれ、護衛しなくていいの？」

「そうだね。今はまだその時じゃないかな。ただこれから先、もしかしたらひと暴れして貰もらうかもしれない」

「そうなん？」

「ああ。君がうまく暴れてくれれば、まあ、とりあえずみんなのところへ帰れるかな」

「ははあ、逃にげるってことか」

「そういう事。でもできれば逃げずに済む道を取りたい」

「逃げずに済すむ道って？」

　そう問いかけてくるガジェルの質問は、聞こえないふりをして受け流す。周りに聞かれていい話ではない。クロムが口を噤つぐんだのでガジェルもそれ以上、問おうとはしなかった。

　リジア軍の陣じん営えい内ないは、想像以上の人の数でごった返していた。当初、クロムが試算していた数を大おお幅はばに超こえている。

（やはり何かあるようだ……）

　そう考えながら、何食わぬ顔で連行されて行く。

　そのまま三人は木で組まれた牢ろうに放ほうり込まれた。

「クロム、これでよかったのか？」

　どこか心配げなリュリュにクロムは頷うなずき返す。

「ああ。少なくとも、相手がベルゲンである限り、尋じん問もんはある筈はずだ」

「なかったら？」

「グラウスタンディア軍は全滅」

　あっけらかんと言ってクロムは檻おりに背を預けた。外はザンザンと雨が降りしきっている。

　ぼんやりと雨音に耳を傾かたむけながら、クロムはユースティナの事を考えた。

　きっと彼女はもうゾラから出しゆつ陣じんした頃ころだろうか。彼女の軍が無事ラング軍と合流できれば、この戦局も変わるに違いない。だが、それにはあまりに時間がなさすぎる。

　どれ程ほどそうして黙もつ考こうしていただろうか。外から雨水を跳はねる靴くつ音おとが聞こえて、クロムは我に返った。そして幕舎の入り口に目を向けると、天幕を開き、中に入って来る者がいた。

　ベルゲン・アディク――リジア十二貴族指し揮き官かん将しようの男である。

「よう、皇国の軍師様」

　隣のガジェルが変わらぬ面おも持もちで、しかしすぐに動ける臨戦態勢をとる。後ろ手に縛しばられているとはいえ、檻おりから顔を覗かせて噛かみつくような気き迫はくを漲みなぎらせる。

「いきり立つな狂戦士。取って食おうって訳じゃない」

　嫌いやみな笑みを浮かべると、ベルゲンはクロムの檻おりの近くに椅い子すを置き、ドカッと腰を掛ける。

「ずぅいぶん、酔すい狂きようなマネすんじゃない？」

「そう思いますか？」

「思うさ。わざわざ捕らえられるために、敵陣にやってくるなんてよぉ！　それとも？　まさか、自分の命と引き換かえに兵たちは救って下さいってかぁ？」

　そう言って腹を抱かかえて笑うベルゲン。だがクロムは静かな面おも持もちで彼の笑いの潮しおが引くのを待つ。そして徐おもむろに口を開いた。

「……ちょっと気になる事がありまして」

　その言葉にベルゲンは眉まゆを顰ひそめる。

「はぁぁ??」

「それを聞きたくてやってまいりました」

「それだけの為ために？　気になる事を確かめに？　………くくく――――ばぁぁかだあねえ！　救いようのないばぁか！　軍師が戦う事を放ほう棄きして質しつ疑ぎ応おう答とうにやって来るなんて聞いた事ねええや！」

　わざと煽あおっているであろうベルゲンに、クロムはあくまで冷静に対応する。

「ですがこの疑問は大変重要です」

「なぁぁぜえ？　そもそも、おまえに問われて俺が答えるという保証がどこにある？」

「答えざるを得えない可能性がある―――そう思ったから単身やってまいりました」

　するとベルゲンはまたも腹を抱えて笑いだす。

「やっぱ救いようがねえな！　どうしてこんな奴やつの為ためにリジアは今まで負けたんだ？」

　こちらをバカにするように話す彼の口調は以前と何ら変わりない。だがクロムにとって、それは想定の範はん囲い。これが彼の戦法。こちらのペースを崩くずし、自みずからの優位に持ち込む。

　だからクロムもベルゲンの言葉には耳を貸さず、一方的に話を続ける。

「疑問は二つ………」

　これに相手が反応すればこちらの勝ちだ。

「一つ、何な故ぜ優位な土地であるゼタ関で、被ひ害がいゼロにもできそうなあなたが、態わざ々わざ要よう塞さいから出てきてこんな陣を敷しいているのか？　戦略なら他にもいくらでもあった筈はずです。しかもこの囲い込むような陣じん形けいに持ち込むのは、そういった優位な順から行くと、かなり下位に属ぞくする策。こちらを封じ込めるまでは出来ても、その後、決死の反はん抗こうを食くらうかもしれない事を考えれば、到とう底てい選せん択たく肢しに入らない筈はずです」

　瞬しゆん間かん、ベルゲンの笑いが止まった。

「もう一つ、何な故ぜ……」

「なーぜ………10万以上の兵を引き連れてきたのか――だろ？」

　そう言って眇すがめ見るベルゲンの顔には、既すでにこちらを煽あおるような色はなかった。

　クロムと同じように冷静で、真しん剣けんな眼まな差ざし。

　こちらの腹の内を見定めるかのように、用心深く僅わずかの隙すきもなく見つめる。

　だからクロムは静かに言葉を続けた。

「そこから導き出だされる答えは、一つしかありません。しかし、それが貴方あなたにとってどのような利益を齎もたらすのか……それが見えません」

　沈黙が垂たれ込こめた。

　ベルゲンの目はクロムの思おも惑わくを読み取るように、ただジッと注そそがれる。それは獲え物ものを狙う獣けもののように鋭するどく、そして慎重な眼まな差ざし。

「我々が求めるのはリジア王家の存続――ただそれだけだ」

　ベルゲンはもう笑っていなかった。その言葉が彼の本当の目的である事は間ま違ちがいない。

　もしそうだとすると――クロムの脳内であらゆる可能性が閃ひらめき、そして、

「――――――そうか……」

　漸ようやく、ベルゲンのせんとする事を察した。

「だが、それは……まさか……」

　思わず言葉に詰つまった。そんなクロムに、ベルゲンは口くちの端はを上げて笑みを漏もらす。

「そのまさかさ」

　言うと同時に、ベルゲンはまたあの悪あく辣らつな笑みを浮かべた。

　クロムは確かく認にんするように彼に問い返す。

「――貴方あなたは、リジアを滅ほろぼすつもりか？」

「いいや。リジアを救うつもりだよ」

「それは、つまり……グラウスタンディアまで使って王家を救う……という事ですか？」

「へぇ……わかったのか」

　だとすればこの男はとんでもない事を考えている事になる。そんな国家の救い方が嘗かつてあっただろうか？　いや、ともすれば可能。今のリジア内に於おける状況を鑑かんがみれば、それを為なす事は出来る。だが、それでいいのか、という疑問も浮かんでくる。

「出来るんですか？」

　するとベルゲンは再び、あの挑ちよう発はつするような笑みを浮かべる。

「出来るかじゃねえよ。やるしかねえんだよ、今のリジアには！」

　思おもい違ちがいをしていた。この男は、本当にリジアを救う気なのだ。それも途と轍てつもないリスクを背せ負おって。

「なぁ、軍師さんよ。おまえさん、中々賢かしこいぜ。だがよ、それが裏うら目めに出ちまったな。これを知られて、俺がおまえをそのままにしておくと思うかい？」

「……しないでしょうね、当然」

　機密事じ項こうなどというレベルの物ではない。彼の思惑が外に漏もれ出せば、即そく座ざに粛しゆく清せいされる。いやそれで済すめばまだいい。

　だが、もし彼の思惑が本物であるのなら、クロムにも一いち縷るの望みがある。

「だとすれば、条件があります」

「ほう――この状況で俺に何を願い出るつもりだ？」

「あなた方の、即そく時じ撤てつ退たいです」

　そう言い切ったクロムに、ベルゲンは一瞬ポカンとし、そして高らかに笑った。

「はーっはっはっ！　おまえ、もしかしてここに来て俺と交渉しようってのか!?」

「そのつもりです」

　その途と端たんにベルゲンは腰の曲刀を引き抜き、クロムを袈け裟さ懸がけに斬りつける。

「くっ……ああ！」

　その切っ先が、クロムの肩から胸を裂さき、血が溢あふれだす。

「バカか？　てめぇの話を聞くとでも思ってんのか？　生かしてなんておけねえだろ。こっちの思惑がバレたとあっちゃあよ」

　冷れい徹てつなベルゲンの眼まな差ざしが見下ろしている。脇わきからクロムを呼ぶリュリュの声が聞こえた。必死でクロムはわきに力を入れ、両手で傷口を押さえると止血を試こころみる。だが同時に激痛が走り、奥おく歯ばを噛かみしめた。

　そんなクロムの頭上からベルゲンの冷たい声が降り注そそぐ。

「致ち命めい傷しようだ。そのまま血を流しておまえは死ぬ」

　もがくようにクロムは口を動かした。だがもう声にならない。意識が遠のき始めた。

　これはいつか感じた感覚だ。そう、今日まで生きてきた中で何回も訪おとずれた死へと足をつっこむ感覚。ずるずるとそこに引きずり込まれて行く感覚。いつもあと一歩のところで踏ふん張ばってきた。だが、今は指一つ動かす事が出来ない。言葉が声にならない。

　もう既すでに、自分には何もできない。そして魂を同じくするリュリュもまた、何もできない状態だろう。

　ガジェルの声が聞こえた。しかしそれもあまりに遠く、何を言っているのか聞きとる事はできない程ほどだった。

　外は土砂降りの雨が続いていた。







[image: ]







第一章　暗い海







「……本当に……引き上げ始めた」

　雨と霧きりの向こうで、リジア軍が陣営を引ひき払はらっているのが、フィフニスの目にもはっきりと映った。とても信じられる光景ではなかった。

　クロムの宣せん言げん通り、翌日、リジア軍は撤てつ退たいを始めたのだから。

　雨の煙けぶる中、リジア軍は次し第だいにその数を減らしていく。そうして三日と待たずに、完全にグラウスタンディアを取り巻いていた陣営は姿を消したのだ。

「いったいどこへ……」

　そう思いながらも、未だクロムが戻ってくることはなかった。

　ラング暫ざん定てい特務師団長の命令で出された斥せつ候こうが、周辺を偵てい察さつに回る。報告ではもうリジア兵は、ゼタ関の中にしかいない様子だ。そのゼタ関の中にいる兵たちも、主戦力であったベルゲン軍が消えた事に、狼ろう狽ばいしている様子が外からも窺うかがえたそうだ。

「攻せめるならば今しかないな」

　ラングの言葉は尤もつともだった。だがまだクロムが帰ってきていない。その事が顔に出ていたのか、ラングは鼻先でかるく息を吐ついてこう言った。

「クロムの言った通り、もし戻もどらないようであれば、そのま進軍を開始する」

「ですが、いいのでしょうか？」

「いいかどうかなんてのはわからねえ。奴は生きて帰る算段をして出ていった。そう考えるしかねえだろう」

　たしかにそうなのだ。だが、あの時のクロムは何かを覚かく悟ごした顔をしていた。自みずからの死の可能性を考えていたのは間違いない。あの段階でそれしか、手段はなかったのだから。

「行くぞ。ゼタ関を落とす」

「はい！」

　迷っている暇いとまなどなかった。既すでに侵しん攻こうの予定は大幅に遅おくれている。海上で戦うクラヴィス軍が奮ふん闘とうしている事は確かなのだ。

　こちらが一刻も早く、アラティアを落とさねば、彼かれらの決死の戦いを無む駄だにする事になる。

　今は進むしかないのだ。

　そう胸に言い聞かせ、フィフニスはラングと共に進軍を開始した。




　そんなフィフニスたちの陸路から遠く離れた南周航路。

　アラティア港から西へ進んだ黒海イライア諸島――リジア海軍船団。

　その甲かん板ぱんには捕らえられたグラウスタンディア兵が並べられていた。

　先日のグラウスタンディア軍クラヴィス将軍との戦せん闘とうで、破は壊かいした船から海に投げ出された兵たちだ。生きている者、全員を救出したロスタム将軍は彼らに相応の食しよく糧りようや水を分わけ与あたえた。てっきり捕ほ虜りよとして殺されるのだと思っていたグラウスタンディア兵たちは、ただただ呆ぼう然ぜんと目を丸くするばかりであった。

　そんなロスタムの下に、上官であるセドゥール将軍がやって来ると豪ごう快かいに笑った。

「よくやったロスタム。こいつらは使えるぞ！」

　いきなりそう言ってきたセドゥール将軍にロスタムは怪け訝げんな顔をした。

「どういう事でしょう？」

「どうもこうもない。こいつらをクラヴィスに見える様ように船に括くくり付つけて航行するのだ。仲間の姿を見れば奴らの士気は削そがれ、簡単に攻こう撃げきしてくることは出来まい」

　鼻息高らかにそう言ったセドゥールに、ロスタムは声を荒あらげた。

「そんな事をする為ために彼らを救ったのではありません！」

　食らいつくような勢いのロスタムに、セドゥールは鼻を摘つままれたような顔で眉まゆを顰ひそめる。

「なんだ？　ではどうしようというのだ？」

「補給船を空あけ、それに彼らを乗船させ、返します」

　一瞬、セドゥールは何を言っているのかわからないとばかりに口をポカンと開けた。

「おいロスタム。そんな事をして何の意味がある？　敵に塩でも送るつもりか？」

「そうではありません！　だが、少なくとも、彼らを船に括くくり付けて敵の士気を削そぐなど、そんな卑ひ怯きような戦法だけは断じて反対です」

「貴き様さま、バカも休み休み言え！　利用もしないのに、なぜ助けた！」

　その言葉にロスタムは奥歯を噛かみ、沈ちん黙もくした。

　それをいいことにセドゥールは言葉を重ねる。

「貴様の正せい義ぎ漢かん気取りに付き合うつもりはない！　これは決定だ！　逆らうことは許さん」

　言うと共に彼はそのまま自船に引き上げていってしまった。そんな姿を見送りながらも、ロスタムは強く握にぎりしめた拳こぶしを開こうとはしなかった。

　とそこへロスタム旗き下かの兵たちがやって来る。

「将軍、どういたしますか？」

　それは先ほどのセドゥールの言った決定に他ほかならない。

「補給船を一隻せき空けろ」

「で、では………」

「こいつらは全員送り返す。航行期間に必要な食料と水もしっかり積つんでおけ」

　それは明確な命令無視であった。軍法会議に掛けられるべき案件。

　だがそれでもロスタムはセドゥールの命令には従したがえなかった。

　彼の言うような卑怯な戦法をとるなど、自分には決して出来ない。

（なにより……）

　ロスタムの脳のう裏りを駆かけたのは、他でもなくクラヴィスの事であった。第一次リジア戦せん役えきに於おける自みずからの敗北。そして――。

　胸中に蘇よみがえった光景に、ロスタムは一度頭かぶりを振ふると、すぐに行動を開始した。

　ロスタムは、この事を一いつ切さいセドゥールには報告せずに隠おん密みつ裏りに進めていった。補給船に彼らを乗船させると、夜や陰いんに紛まぎれて彼らが逃げられる算段を整えた。

　現在航路は、南周航路から北周航路へと移うつされて進軍している。イライア諸島を迂う回かいし、北へと進路を進めている。この海域に入ると小雨季のこの時季は、夜になると深い霧きりに包まれる事がある。それに乗じて彼らを逃がそうと画かく策さくしたのだ。

　ロスタムのその決定に、旗き下かの士官たちは一切反対しなかった。いや、反対出来る者など一人もいなかっただろう。第一次リジア戦役を共にした彼らに、そんな事を言う人間はいない。だからこそ、ロスタムはこの計画を実行に移した。

　セドゥールの知らぬ間に全すべての準備を整え、そして霧の出た夜、彼らの船に出航を命じた。海かい峡きようの幅はばが広い北周海路は無む茶ちやな操縦をせずに海図通りに進めば、船一隻が座ざ礁しようする事はない。こちらのように大船団なら接せつ触しよくの危険性もあるが、一隻が霧に紛れる事は可能だろう。

　そうしてグラウスタンディア兵たちを送り出そうとすると、その中の士官の男が、ロスタムに疑問を投げかけた。

「何な故ぜ、我々にそこまでしてくれるのでありますか？」

　その疑問は至し極ごく当然でもあった。

「おまえはいつからクラヴィスの下に？」

「自分は第一次リジア戦せん役えき後、海軍創設の為ために編入されました」

「そうか、では知らんのも仕方がないか」

　ロスタムはそう言って苦笑いを漏もらした。

「もし礼を言うのなら、無事に帰った後にクラヴィスに言う事だ」

「クラヴィス将軍に？」

　彼はまだ不思議そうな顔をしていたが、長話をするつもりなどないロスタムは彼らを急せかせるように出航させた。

　明かりをともさぬ補給船は静かに北周海路の霧の中に消えて行った。

　ふとロスタムは空を見上げる。曇どん天てんの夜は当然星など見えない。闇やみの底に沈しずんでしまったような暗い夜だった。こんな夜は、あの日の事を思い出す。

　第一次リジア戦役の頃の事だ。

　フルクロ港奪だつ還かん作戦に出兵させられていたロスタムは、海上防衛が貧弱なグラウスタンディア軍に対し、上陸作戦を敢かん行こうしようとしていた。海軍を持たないグラウスタンディア軍の海戦は全く以もつて幼よう稚ちで、リジア軍は海上に於おける戦闘の殆ほとんどを制していたと言ってもいい。

　ただ嫌いやな噂うわさは聞いていた。

　過去幾いく度どかあった皇都シオニア上陸作戦に於おいて、上陸前にこっぴどくリジア海軍が負けたというものだ。

　グラウスタンディアの皇都シオニアには、海からの上陸を阻そ害がいする為ために作られた海かい浜ひん地区が、リジア軍の進軍を大きく阻はばんでいた。しかしそれを差し引けば、グラウスタンディア軍の海戦知識の乏とぼしさ故ゆえに、リジア側の海軍の優勢は覆くつがえらない。

　それでもリジア海軍は、グラウスタンディア皇都を落とす事が出来ずにいたのだ。

　ロスタムはその作戦には参加していなかった。だからリジア海軍の中にも貧弱な隊があるのだな、と思っただけだった。だがそれが自分の思い違いであったことを、このフルクロ港奪還作戦で思い知らされた。

　グラウスタンディア船団は決して精せい強きようとは言えない動きをしている。その事に気をよくして、突とつ貫かんしたロスタムの率ひきいる軍は、いつの間にか敵の只ただ中なかに放り込まれていたのだから。一体いつの間に――そう思った。だがグラウスタンディア軍は貧弱な戦力ながら、的確にリジア海軍を分断していったのである。

　これはグラウスタンディア兵の精強さが勝まさったのではない、そう思った。

　これを指揮している人間が並なみ外はずれた海戦の知識と判断、そして統とう率そつをしている。

　その事に気が付いた時には遅おそかった。もう自分の船は炎ほのおを上げ、ゆっくり沈み始めていたのだから。

　ロスタムを始めとした船団は見る間に海の底に引きずり込まれ、夜の暗い海面へと投げ出されたのだった。

　夜の海は恐おそろしい。

　どこもかしこも暗く、海水は身体の温度を奪うばって行く。一体今自分がどこにいるのかもわからなくなる。その底知れぬ不安に、長く夜の海を漂ただようと気が振ふれてしまう兵も少なくはない。特にこんな星も見えない夜は余計に……。

　この当時、師団長であったロスタムでさえ、その不安に慄おののいていた。

　只ただ々ただ、死ぬのを待つしかなかった。それでも必死で生を掴つかもうとしている。今もまだ生きようという本能が、必死にもがき続けていた。

　どれくらいの間そうして海を漂ただよっていたのだろうか。

　ふとロスタムの視界に星のような光が見えた。人を導みちびく北極星のような光。

（いや……あれは……）

　それは星ではない。赤く燃もえる松明たいまつの明かり。ゆらゆらと揺ゆれる赤い光が、次第にこちらに近づいてくる。

　篝かがり火びが近づくにつれ、それが一つ、二つと増えていく。幾いく隻せきもの船が横並びに航行しているのだ。

「お～い！　生きている者はいるか～！」

　それは人の声。その声に反応するようにロスタムは声を上げようとした。だが凍こごえた身体は吃きつ音おんしか発する事が出来ない。必死になって音を立てようと水面をバシャバシャと叩たたいてみるが、それも虚むなしい程ほどに小さい。絶望的な気持ちになった。助かるかもしれない、と僅わずかでも思ったからこそ、余計に辛つらかった。こんな離はなれた場所にいる自分に気付いてなどもらう事は出来ない。

　だがその時、篝かがり火びの数がどんどん増えていく事に気が付いた。

　燃え盛る篝火。それは先頭を行く船に先導されるように横一列に並び、ゆっくりと、しかし着実にこちらに近づいてくる。一人でも見み逃のがさぬように、横一列に並んで海上を滑すべって来る。

　この光がロスタムにとってどれ程ほど心強かった事か。その光に、どれ程ほど心が救われただろうか。今にも沈んでしまいそうな身体を動かし、ロスタムはその船の光を見続けた。

　しかる後のちに、ロスタムを含ふくめた隊の１９００人以上が救出されていた。

　船上に上げられ、水をふき取り新たな着き替がえを用意され、そして温かい飲み物が配られた。そうして漸ようやく意識がはっきりして、ここがグラウスタンディア軍の船上である事に気が付いた。それは焦あせりや危機感よりも先にパニックが襲おそってきた。

　そんな自分を必死に落ち着かせ、これからどうなるのかを考えた。捕虜となった以上、引き渡わたしの為ための交こう渉しよう材料にされる可能性がある。または拷ごう問もんの末すえに機密情報を吐はくことを強要されるかもしれない。それらリジアに対する損害を考えれば、この場で自決する事こそが士官である自らの務つとめであろう。そうでなければ、国に途と轍てつもない損害を出す事になる。

　そう考えていたロスタムの下に、グラウスタンディアの軍服を着た男が近づいてくる。

「この師団を率ひきいていたのはあなたですか？」

　今にも泣きそうな顔で問いかけてきた男――それがクラヴィス・ペイトンであった。

　敗将である自分は恥はじを忍しのんで、彼の問いを肯こう定ていした。

「我々が撃げき沈ちんした船は12隻となっておりますが、そこに乗っておられた兵は全てで何人ですか？」

「……12隻ならば２４００人だろう」

　そう答える。すると彼――クラヴィスは驚おどろいたことに目の前でボロボロと涙なみだを零こぼした。あまりの事にロスタムがギョッとすると、彼は深々と頭を下げた。

「申し訳ありません。全ての兵を救う事は出来なかったようです」

　その言葉に、ロスタムは唖あ然ぜんとした。そして腹の中に怒いかりが込み上げてくる。

「これは戦争だ！　死んで当たり前の事！　敵に同情されるいわれはない！」

　しかしクラヴィスは首を横に振る。

「いいえ、我々は正々堂々と戦いました。そしてその結果が出た。その時点で戦いは終わってます。結果が出た以上、憎にくしみ合う必要などない」

　ロスタムには彼の言っている事の意味が解わからなかった。

　敵なのだ。殺さねばならない筈はずだ。よもや助けるなど、兵力や資金を疲ひ弊へいさせるだけではないか。助けられなかった敵兵に涙を流すなど以もつての外ほかである。

　だがそんなクラヴィスは自らの涙を拭ふくと、こう言った。

「あなた方は立派に戦い、そして我々もそれに恥はじぬように応おうじました。だから僕ぼくはあなた方を尊敬し、助けたのです」

　彼はそう言うとそのままロスタムの前を去って行った。

　呆ほうけたように口をポカンと開けたままロスタムはその後姿を見送る。バカにされているのだとは全く思わなかった。出された着替えにも、温かい食事にも涙が出そうな程ほどの気持ちになった。事実、兵たちの殆ほとんどは無事に生きて助けられた事に、そして温かい衣食に落らく涙るいしていた。ロスタムとて気持ちは同じだった。こうして生きていられた事が、こんなにも嬉うれしいのかと改あらためて実感した。

　なによりクラヴィスという人間の考え方に感かん化かされている自分がいる事に改めて気が付いた。彼の言う通り、お互たがいが力を出し切って戦った事に嘘うそ偽いつわりはなく、そこに貴き賤せんはない。

　ひと月の間、ロスタムたちは捕虜ではあったが、それは捕虜とは程ほど遠とおい扱あつかいであった。

　縄を打たれる事もなければ、地ち下か牢ろうに押おし込められる事もない。

　求められたのはグラウスタンディア兵と共に肩かたを並べての、船の上での仕事だった。クラヴィス旗き下かの兵たちは敵兵であるリジア人に対し高圧的な態度をとる事もなく、同じ武人として接せつしてきた。

　仕事を終えれば同じテーブルを囲み、同じ飯を食い、酒を酌くみ交かわした。

　時折、自分がリジア海軍であったことを忘れてしまいそうになる瞬間すらあった。

　これはいったいどういうことなのだろう。

　そんな思いがロスタムの胸中にあった。理解を超こえた事に、どうとらえていいのか判わからなかったのだ。

　そんなある日の事である。ロスタムはこの船団を仕切るクラヴィスの執しつ務む室しつへと呼び出された。何事かと思い彼の下へ行くと、クラヴィスは潤うるんだ目を向ける。

「やっと準備が出来ました」

　開口一番、クラヴィスの発した言葉の意味が解らずロスタムは瞬まばたいた。

　するとクラヴィスは構わずに話を続けた。

「あなた方をリジアにお返しします。輸送船の準備が出来ましたので、そちらに乗船していただき、ゾラ港まで牽けん引いんします」

　漸ようやくこの段になってロスタムは、そうか自分はリジア兵なのだ、と思い出した程ほどだった。

　すぐさまリジア士官の顔を取とり戻すと、敵将に対し反論をした。

「なりません！」

　誠実な敵将のクラヴィスに対し、自みずからも誠実であろうと思ったのだ。

「クラヴィス殿どの、貴方あなたは戦に勝った勝将。我々の命を簒さん奪だつする権利を持っている。なのにここまでの厚こう遇ぐうを受けて、更さらに敵地まで送り返すなどあまりに……」

「あまりに？」

「あまりに待たい遇ぐうが過すぎる」

「しかしあなた方は堂々と戦った。誰だれに恥じることない戦いをした。その人間を大切に扱う事におかしなことは何一つありません」

「しかし……」

「僕は元々は――騎き士しではありません」

「………」

「それ故ゆえ、騎き士し道どうというものを知ったのは軍に入ってからです」

　騎士道――それはグラウスタンディア軍人の根底にある戦う者の哲てつ学がく。

　リジア軍学にも似にた思想がある事をロスタムは知っている。だがそれは今や風化してしまっていると言っていい。末まつ端たんで生きる者たちには倫りん理り観かんを養やしなうリジア軍学のような考えを持つ余よ裕ゆうがない事が一いち因いんだろう。余裕のない者たちが、食いあぐねて軍に入り兵となるのだ。だからリジア軍学とは建たて前まえであり、理想であるだけで、決して実じつ践せんされるような物ではなかった。

　ではグラウスタンディア騎士道とは一体何なのか？

　そう思ったロスタムに、クラヴィスは砕くだけたような苦笑いをしてみせる。

「弱者を救い、強大なる悪を挫くじき、そして誠実なる者には誠実を以もつて挑いどむ。グラウスタンディアの騎士道の根本です」

　やはりそれはリジア軍学と通ずるものがあった。

　だがクラヴィスはそう言った後に苦笑いを浮うかべた。

「でも騎士道はあくまで理想です」

「理想？」

「そう在あるべきだという理想論。実際にそれが実じつ践せんされているか、徹てつ底ていされているか、というと疑うたがわしい」

　その答えにロスタムは驚おどろきと共に絶句した。それではリジア軍学と変わらないではないか。なのにどうしてクラヴィスはリジア軍人と根本的に違ちがっているのか。

「騎士道を知るうちに、この理念はとても高貴な考えである事に気が付きました。しかも騎士の門下の出ではない僕にとっては、戦争に於おいて、こんな悠ゆう長ちような考え方はそぐわない、そう思ったくらいです」

「当然です」

「これは平時に於おける、騎士たちの士気を保たもつ為ための教え……それが騎士道なんです」

「なんとなく……わかる気がします」

　ロスタムもリジア軍学を吸収した事はある。だがそれらは机き上じようの空論で、夢見がちな物語だとすら思った。戦いくさを美化したり、あるいは武人に対する憧あこがれなのではないかとも思った。だからそれ以降はリジア軍学を取り入れようとはしてこなかった。

「騎士道というのは、つまり平和で余裕のある時代の為ために作られた物なのだと、僕は思うんです」

「同感です。グラウスタンディア皇国の騎士道を非難するわけではなく、自国のリジア軍学に於おいても、自分は同じことを思いました」

「そうですか。なら話は早いかもしれませんね」

「それは……どういう？」

「こういった戦乱の世であるからこそ、それら理想は大切なのだと思うのです」

　彼の言わんとする事が解らずロスタムは瞬またたいた。するとクラヴィスはまた少し笑ってこう言った。

「戦争の在あり方が、近代ではかなり変わったように感じるのです。過去多くの戦いくさの資料に於おいてもなかった事のように感じるのです」

「どこが違うというのです？」

「過去の戦争は単純に利権を争あらそう事が主眼でした。しかし近代の大国同士の戦争ではそれだけではなくなってきている。戦争をする為ための理由、大たい義ぎの在あり方が変わってきている。此こ度たびのグラウスタンディア、そしてリジアの戦いこそ、その顕けん著ちよな例だとは思いませんか？」

　それはロスタムも感じていた。ぽっかりと開いた巨きよ大だいな穴に呑み込まれるような感覚。ただの戦争ではない、という意識。

「はい。これ程ほどに長期にわたって行われる戦役は嘗かつて起こりえなかった。……いや、長い目で見れば泥どろ沼ぬま化かし長期の戦になった物もあります。しかし、それは断続的に行われてきた戦いくさ。一度も留とどまらず、こんなにも長期にわたって戦い続ける戦争は他にない」

「そうなんです。僕はね……何か大きな……人間の理解を超こえた何かが働いているとしか思えない」

「それは例えば……神である、とでも言うのですか？」

「さあ、そこまではわかりません。ただ、そういう大きな潮ちよう流りゆうがあり、我々はそれに呑のみ込まれそうになっているのでは……いえ、もう呑み込まれているのではとすら思うのです」

　クラヴィスの話は、何か恐ろしい物の深しん淵えんを覗のぞいているような恐きよう怖ふがあった。何者かに操あやつられて、狂きよう気きに満ちた戦をしているような。

「もしそんな潮ちよう流りゆうがあるのだとしたら、我々は如い何かにしてその狂気に呑まれぬように出来るのか？　僕はそれをずっと考えていた」

　そこまで聞いてロスタムは漸ようやくクラヴィスの言わんとする事に気が付きハッとした。

「それがクラヴィス殿の言う、騎士道なのですね」

　その言葉にクラヴィスはにっこり笑い頷うなずき返した。

「左さ様よう。僕は如い何かなる時も、騎士道に恥じぬ戦いをする事を規き範はんに戦いたいのです。堂々と戦い、また同じように戦う者に敬意を払いたいのです。だからあなた方にも正義があり、それに従したがって戦っている。それはやはり尊とうとい事なのだと思うのです。それを貶けなすような行こう為いをすれば、即すなわち自分の正義を貶おとしめるのと同じだと思うのです。もし正義を顧かえりみず、目先の勝利や些さ末まつな利権に目を取られれば、僕たちは恐ろしい物の潮ちよう流りゆうにすぐに呑み込まれてしまうのではないか――そう思うのです」

　敵である相手の事など考えた事などなかった。いや、考える余裕などない。

　自軍を勝利に導くことしか考えていないのだから。

　それは彼の言う、恐ろしい物の潮ちよう流りゆうに呑み込まれている、という事に他ならない。

　自分がクラヴィスに及およばなかった理由がわかったような気がした。

　この男は、常つねに敵であるリジアの事を考えていた。戦術も策も、そしてその人間の人生まで。その全てを受け入れ、そして勝利したのだ。だから最初から、沈めた船の敵を助ける事は決まっていた事なのだろう。

　ロスタムは俯うつむき、己おのれの非力さに打うち震ふるえた。自らの卑ひ小しようさに悔くやし涙が出そうであった。

「どうされました、ロスタム殿？」

　驚いたような顔をするクラヴィスに、ロスタムはどうにか言葉を紡つむぎだす。

「………いえ、己の懐ふところの浅さを痛感していただけ。今、自分の負けた理由をはっきりと認にん識しきしました」

　するとクラヴィスは首を横に振る。

「そんな事はありません。貴方あなたは立派な指揮官だ。もし次に見まみえる時は、敵同士。ですが、お互たがい自みずからに恥じぬように戦いましょう」

「ええ」

　それはロスタムとクラヴィスの間に戦を通して生まれた友情であった。だから次に戦場で見まみえる時、その時は堂々と、自らに恥じぬ戦いをしよう。そう心に誓ちかったのである。




　翌日、セドゥール将軍が顔を真っ赤に上気させてロスタムの船に乗り込んできた。

　ロスタムは、ああバレたのだな、と察した。だが焦あせりはなかった。

「貴き様さま！　あの捕虜たちはどうしたのだ！」

　ロスタムは静かに彼の問いに答えた。

「逃にがしました。彼らは堂々と戦った。戦った人間を辱はずかしめるような事をしてはならない」

　その言葉にセドゥールは激げつ高こうした。

「戦争にそのような戯たわ言ごとはいらん！」

「戯言ではありません。これは敵に対する敬意です」

「甘あまい！　甘い甘い甘い甘い！　敬意だとッ！　そんな物で戦いくさが勝てるのか！」

　ふとクラヴィスの言葉が頭を過よぎり、ロスタムは思った。

　この男は、巨大な潮ちよう流りゆうに呑のまれ自らの正義すら見失っている――。

　だからこそ、ロスタムは彼に反論したのだ。

「勝ち負け以前の問題。武人が持つべき矜きよう持じをセドゥール様が持っていればお分かりになる筈はずですが」

「口先でどう言いい募つのろうと、おまえの仕し出でかした事は、軍を揺ゆるがす行こう為いだ」

「喩たとえそうだったとして、それが何だというのです？　私は何一つ人として恥じることはしていない！」

「黙だまれっ！　貴き様さまの話など聞く耳持たぬ！　こやつを捕とらえい！」

　セドゥールの命令に旗き下かの兵たちは躊躇ためらいながらもロスタムを取り囲む。

　だがロスタムは一いつ切さい臆おくすることなく、静かな面おも持もちで気き迫はくのみを放った。取り囲んだ兵たちは一いつ斉せいに一歩、後ずさる。

「貴様ら！　何が正義であるか自らの頭で考えてみよ！　セドゥール将軍の言う捕虜を使った作戦を貴様らは正義と胸を張って言えるのかっ！」

　全員が奥歯を噛かみしめ苦い物を呑んだような顔をした。

「これはリジア軍学に於おける理想などではない！　自らが誇ほこれる戦をしているかということだ！　貴様らはそのような戦いをして、家族に、友に、愛する者に胸を張れるのかと問うているのだ！」

　ロスタムの訴うつたえかけに、兵たちは明らかに動どう揺ようを示しめした。それを見たセドゥールは額ひたいに血管を浮かべ嚇かく怒どの如ごとく怒りを喚わめき散ちらした。

「黙れと言っている！　この裏切り者めが！」

　セドゥールは腰こしに差した曲きよく刀とうを抜ぬき打ちざまにロスタムを斬きり上げた。

　胸から肩にかけて大量の血が噴ふき出だす。二歩、三歩とよろめくように後退し、ロスタムは船の手て摺すりに身を預ける。

「――セドゥール様、貴方あなたがたとえ私を斬きったとて、貴方の浅ましい考えが消えたわけではありませんぞ」

「まだ言うかロスタム！　死を前にして、未いまだ自らの犯おかした罪を悔くいぬというのか？」

「悔いるですと？　いいえ、私は何一つ間ま違ちがった事などやったとは思っていません」

　不敵に笑うロスタムに、セドゥールの怒りは増した。

　更さらにもう一ひと太た刀ちを浴びせられるかと思ったが、それには及およばなかった。

　ロスタムの身体から力が抜け、その巨きよ体たいがゆっくりと手て摺すりから滑すべったのだ。

　真っ逆さまにロスタムの身体は海へと落ち、水みず飛沫しぶきを上げる。海面をロスタムの傷口が吐はきだした血が染めていく。

　太陽が中天し、日の光が降り注そそいでいる。

　だがロスタムの目には、ただ真っ暗な闇だけが映っていた。

　いつだったか、こんな暗い海の中を漂っていた気がする。だがあの時ほど、凍こごえるような寒さは感じなかった。波に漂ただよいながらふとロスタムは思った。

　――私はあの日、既すでに一度死んでいたのだ。海面に漂い、寒さに凍えて死んだのだ。だが二度目の生をクラヴィスから受けた。あの時、貰もらった生を返した。だとすれば、死する事に後こう悔かいはない。

　そう思った。それは悪くない気持ちだった。

　こうして死んでいく事に、何の後悔もない。返すべき恩を返した、という充じゆう足そく感がロスタムを包つつんでいた。

　もし後悔があるのだとすればただ一つ。

　――決着を付ける事が出来なかったな……クラヴィスよ……。

　それがロスタムの最後の思考だった。後はただ、揺ゆれる水面みなもを見上げながら、深い海の底へ沈んでいく自らを感じているだけであった。




　夜明け前。

　僅わずかに残った17隻せきのクラヴィス軍は霧きりの中を滑すべる大型補給船を発見した。

　それがリジア軍の船である事は明白であったが、遠目役の報告では白旗を上げて航行しているのだという。その一いつ報ぽうを聞きつけたクラヴィスの娘むすめであり師団長でもあるテティルは、すぐにその補給船との接触を命令した。

　そして斥せつ候こう隊がその補給船に近づくと、それが先日撃沈されたグラウスタンディア軍の兵たちが乗る船である事が解った。クラヴィス将軍の代わりを務めるテティルは、その補給船の船員たちと邂かい逅こうすると、驚いたことに食糧や水、さらには薬まで支給されて解放されたのだという。

　テティルはその船員たちにゾラ港への帰き還かん命令を発はつ布ぷした。補給船による戦闘は不可能であるし、何より疲ひ弊へいした彼らを休ませる事を優先したのだ。

　それらが終わると、未いまだ容体の優すぐれないクラヴィスにその事を報告する。意識の戻ったクラヴィスはその報告を耳にして、嬉しそうにこう言った。

「……ロスタムだな。こんな事をしてくれるのは」

「ロスタムとは……リジア海軍のロスタム将軍ですか？」

「ああ、そうだ」

「でも……どうしてここまで手厚く……」

　言いかけたテティルにクラヴィスは小さく笑って目を閉じた。

　傷は思ったより深い。意識が混こん濁だくしているのだろう。

　ただ父は、瞳ひとみを閉じたまま唇くちびるが小さく動いた。

　その口が「ありがとう」と言っている事をテティルはなんとはなしに察さつしたのだった。

　テティルは武装を持たぬ補給船に乗ったグラウスタンディア兵たちの兵へい站たんをすぐに確かく認にんさせた。武器こそなかったが、十分な水と食料が積せき載さいされていた。

　その事実にテティルは祈いのりたいような気持になった。

　中には負傷している兵もいる。まだ戦意がある兵たちは、こちらの船に乗船させ、それ以外の兵はゾラ港へと向かわせた。負傷兵の救きゆう護ごが必要とされていたからだ。

　船を操あやつるのに十分な船員がその日の裡うちに、ゾラに向かい再び出立していった。

　それを見送りながらテティルはこの差さ配はいをしてくれたロスタム将軍に深く感謝したのだった。




　クラヴィス船団がいる北周海路よりはるか西。

　ゾラ港は多くの船団が犇ひしめき出港の合図を待っていた。

　後発隊の出しゆつ陣じんの準備は整い、ユースティナ皇女率ひきいる陸軍の輸送も終しゆう了りよう。

　この大船団を率いるチシャとイルガの部隊は全ての確認を終えると、出しゆつ撃げきの命令を下した。銅ど鑼らの音が掻かき鳴ならされると、順次大型帆はん船せんが出港した。

　そんな海うな原ばらを見つめながら暫ざん定てい特務千人長チシャ・リュシマーは小さく舌打ちをし、顔を歪ゆがめた。その時、

「相変わらず不ふ機き嫌げんそうだな」

　折り悪く、その様子を兄であるイルガに見み咎とがめられてしまった。

　その事に、チシャは眉み間けんにシワを寄せる。

「何か？」

「そうつっけんどんな態度をとるなよ、チシャ」

「イルガには関係のない事だ」

「関係あるさ。これから親おや父じたちに加か勢せいに行くんだ。仲良く行こうぜ」

　あっけらかんとしたイルガの性格はどこか父クラヴィスに似たものを持っていた。どんな戦せん況きようであろうと、隊を率ひきいる長おさは身の不安を出してはならない。そう言う意味では、イルガのこの性格は隊長職に向いている。

　それでもあまりに気楽な様子の彼とチシャは反そりが合わなかった。嫌きらっているという訳ではない。ただ少なくとも、彼と楽しく語かたらう事は出来ないと思っていた。

「どうした？　親おや父じが心配か？」

「ふんっ、あんな泣き虫将軍を心配などするものか」

「へっ、相変わらず減らず口ばかり叩きやがる」

「それはイルガ、おまえの事だ」

「へいへい、左さ様ようですか。んで、船団はどちらを目指す？」

　彼かれの言わんとするのは、北周航路かそれとも南周航路か――という事である。だが長い間、クラヴィスの作戦指揮を見てきたチシャには、彼がどのような戦法を用もちいるかわかっていた。

「クラヴィス将軍であれば南の狭せまい航路で埋まい伏ふくし、敵を討うつ手段を取るだろう」

「いいねぇ。じゃあ、目指すは南か」

「いや――」

　彼の言葉を遮さえぎり、チシャは口くち許もとを結ぶ。

「その作戦は既すでに終わっているだろう」

「おいおい、じゃあ、北へ行くってのか？」

「わからん」

「わからんって……」

「事実だ。南に陣じんを敷しき、埋まい伏ふくして敵を討うつ――そこまではわかっていても、戦せん況きよう次し第だいでは南で粘ねばっている可能性もある。またはリジア側が作戦を変へん更こうし、北への針路を取れば、それに合わせて戦場が北へ移る可能性もある」

　するとイルガは深々と溜ため息いきを吐ついた。

「ま、たしかにそりゃそうだわな」

「未いまだ将軍からの伝でん令れいはこちらに寄よ越こされていない。イライア諸島まではこのまま歩ほを進めても問題はないが、そこから北へ行くか南へ行くかの岐き路ろとなる」

「んだな。とはいえ、もうやられてたりして」

　冗じよう談だんめかしてそう言ったイルガに、チシャは鋭するどい視線を投げつける。

「おいおい、冗談だよ、冗談」

「これは戦争だ。言っていい事と悪い事がある」

「なぁに？　おまえゲン担かつぎとか信じる方なの？」

「バカにしてるのか？　そんなもの信じて何になる。私が言いたいのはおまえの気構えが弛たるんでると……」

「へいへい。承しよう知ち承知。でもな、焦あせろうが、何を言おうが勝敗は決まっちまうもんなんだ。感情に流されたりすんなよ」

　軽口を言いながらイルガはそのまま去っていった。

　チシャは奥おく歯ばを噛かみしめ、その後うしろ姿すがたを眇すがめ見る。

　イルガの言う事は尤もつともだ。この場で自分が力りきもうが、何を口にしようが、今、海の向こうで起こっている事を変えたりは出来ない。たとえ神に祈いのっても、何も変わらないことだってある。

　そんな事は幼少の時に悟さとっていた。兄のイルガや、姉のテティルだってそれは同じだ。あんなに神に祈って家族の無事を祈っても、それは聞き入れてなどもらえなかった。

　祈りが足りなかったから――とは思わなかった。

　一生の中であれ程ほど、深く神に祈った事はなかった。自みずからの全てを差し出してもいいと願った。もし家族を無事に返してくれるのなら自分は何でもすると願った。

　それでも家族は帰ってこなかった。戦火に巻き込まれた死体の山の中に埋うもれ、娘である自分にすら判別のつかない姿に変わり果てていた。

　だからもう神には祈らない。そう決めたのだ。

　顔を上げ決意を新たにチシャは勇いさましく声を上げる。

「進路を東へ！　目指すはイライア海峡だ！」




　同時刻―――。

　ラング・クランツ率ひきいる大隊２万３０００がアラティアの背後を突つく形で進しん撃げきを開始していた。

　最後の関門であったゼタ関はリジア十二貴族ベルゲン・アディクの率ひきいる10万の軍勢の撤てつ退たいにより、完全に兵力不足に陥おちいり、一日足たらずで陥かん落らくに追い込んだ。

　ラング軍はすぐに兵の装備を整えると休む間もなくゼタ関を出しゆつ立たつし、現在に至いたる。

　アラティア港は広こう大だいな平野と海に面した地形を利用した港こう湾わん要よう塞さいであり、リジア海軍司令部を置く要所である。

　その為ため、港の整備に予算の全てが注つぎこまれたアラティアに於おいて、港の背後となる北側からの攻こう撃げきは容よう易いにグラウスタンディア軍の侵しん入にゆうを許した。

　ラングは、軍を分団し二方向からの攻撃を敢かん行こうした。

　ラングが中心となった北西側からの侵入は成功。そこへ伝でん令れいが飛び込んでくる。

「北東、フィフニス隊！　アラティアへの侵しん攻こうを確認！」

　伝令の言葉を聞いてラングは悪あく辣らつな顔を歪ゆがめて笑う。

「さすがは嬢じようちゃんだ……」

　騎き馬ばを中心にしながら、歩兵を見事に使っていると見える。まだ経験が浅いとはいえ、用兵の能力は将軍であった祖父カウフマン・マカオンと同等――いや、それ以上の物を持っているかもしれない。何しろ歴戦のラングと同時刻に攻撃を開始して、まったく後おくれを取っていないのだ。非ひ凡ぼんな才能、と評価せざるを得ない。

　この戦乱の時代に選ばれたように生まれてきたと言ってもいい。

　その時だった。北側に配はいしていた斥せつ候こう隊からまたも伝令が届く。

「お伝えします！　後方、北側より軍勢の侵攻を確認」

「なにっ!?　数は？」

「未いまだ確認中。なれど大隊である事は確かです」

「まさか――援えん軍ぐんかっ!?」

　ラングは歯は噛がみした。このタイミングでの援軍は不味まずい。たとえ優位に立てる背後を突いたとしても、挟はさみ撃うちにされればひとたまりもないのだ。




　アラティア港、北東を攻せめるフィフニス・マカオン率ひきいる大隊もまた、後方からやってきたリジアの援軍に対応を迫せまられていた。

「後方三連隊は守りながら前進！　他全軍は攻撃の手を休めないでください！」

　ここで迂う闊かつに進軍の足を止めれば命取りになる。アラティア陥かん落らくが先か、リジア援軍を追おい払はらうのが先か。迷ったその一いつ瞬しゆんを敵は突いてくる。だからフィフニスは何の躊ちゆう躇ちよもなく、アラティア陥落を優先し、軍を押おし進すすめた。

　後方に対しては守りを固めながら、侵入を許さない。そちらが凌しのいでいる間に、少しでも早くこの戦線の決着を付つけるのだ。すると副隊長のダグラス、そして副隊長補ほ佐さのルービルが馬でフィフニスの横に付ける。

「隊長！　後方リジア援軍の数がかなり多い。こちらを囲い込むつもりだ」

　なるほど。あちらは数でこちらの軍を完全に包囲して封ふうじ込めようという訳だ。

「ダグラスさん。後方西側の支し援えんに行ってもらっていいですか？」

「その言葉を待ってましたよ」

「ルービルさんは東側に支援を」

「あいよ！　任せておきな！」

「数は――」

　するとダグラスは不敵に笑って見せる。

「３００騎き――それで十分。それだけあれば敵を撹かく乱らんできる」

「では、お願いします」

「隊長は一刻も早く陥落を」

「はい！」

　フィフニスが力強い笑え顔がおを見せると、ダグラスもルービルも同じように笑って返した。

　これ程ほどまでに追い詰つめられた状じよう況きようなのに、不安は全くなかった。

　信しん頼らいし得る仲間がいる。

　その思いが、この緊きん迫ぱくした状況下でもフィフニスを勇気づけていた。ともすれば、隊の長おさ自らが混乱へと身を窶やつす事もある。それでも正気を失わず、冷静に判断する事が出来たのは、信頼すべき仲間がいたからに他ほかならない。ここに至いたるまで、幾いく度ども戦火を共に潜くぐった仲間たちだ。

「全軍！　一気に押し込みます！」

　だからこそフィフニスは前進命令を出した。立ち止まる事無く、前へ前へと――。




　この時、西のラングもまたフィフニスと同じくして進軍を中心に前へ前へと進める戦法をとっていた。一刻も早くアラティアを陥落させれば、この援軍も降こう伏ふく、または撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされる――そう考えていたからである。

　だが状況は違っていた。

　一向に援軍は攻撃をしてこようとはしない。ただ包ほう囲い網もうだけを広げ、こちらの退路を断たつように展開するばかりなのだ。

（おかしい……リジアの援軍は何を考えていやがる）

　ラングは激しい戦せん闘とうの最さ中なか、頭の片かた隅すみには常にその事があった。まったくと言っていい程ほど、後方での戦況報告が入ってこない。

　たとえ入って来ても、両軍が牽けん制せいをし合い、激しくぶつかるような事がないというのだ。その動きが如い何かにも不気味であったし、何より敵の思おも惑わくが見えなかった。

　それでも最優先にすべきはアラティア陥落。

　ここを完全に制圧することこそが、グラウスタンディア軍に於おける勝利なのだ。

　アラティアを守る兵たちは、本来的には海軍兵。陸軍兵のように陣じん形けいを組む事もまともに出来ない彼らが、今のところラングたちの敵でない事は間違いない。

　激しい両二隊の快かい進しん撃げきに、開戦から一日でアラティアは陥落を迎むかえた。

　だがこの時を待っていたかのように、援軍として包囲網を固めていたリジアの軍が動いた。行軍と奇き襲しゆうで疲ひ弊へいしたグラウスタンディア兵はこの攻撃に対応が遅おくれてしまった。

　さしものフィフニスもこれには顔色を変えた。

「ラング師団長。これは……」

　ラングは悪あく辣らつな顔をそのままに、鋭するどく敵軍営を眇すがめ見る。

「どうやら俺おれたちは、敵を見み誤あやまっていたのかもしれない」

「見誤っていた？　どういうことですか？」

「俺たちはあのリジア軍を援軍だと思い込んでいた。だがどうやら奴やつらは援えん護ごする為ためにアラティアにやってきたわけじゃないって事さ」

　その言葉にフィフニスはハッとし、そして全すべてを察した。

「まさか、アラティア海軍を囮おとりに使ったという事ですか」

「ああ、そうなる。あの援軍どもは、この時を狡こう猾かつに待っていたんだ」

　短いながらも幾いく度ども戦火の下を潜くぐってきたフィフニスは、それがどういう事であるのかすぐに察する事が出来た。

　リジア軍が取った戦略は、元来アラティアにいた兵たちを生いけ贄にえにする策略であったからに他ならない。グラウスタンディア軍が侵攻し、アラティア軍とぶつける。守りの薄うすい北側からの攻撃にアラティアは陥落するであろう。そこへ更ｓらにリジア軍が攻せめ入いり、再度取り戻そうという計画だったのだ。

　それ故ゆえ、フィフニスやラングの目に『援軍』と映ったこの大隊は、実のところ救きゆう援えんでもなんでもなかったのである。彼らはリジア海軍と戦果を共有するのではなく、独ひとり占じめしようという策に出ていたのだ。

「では、このままでは……」

「ああ、こっちが圧あつ倒とう的てきに不利だ」

　陸路からは攻めるに易やすい砦とりで――それがアラティア。

　ラングたちは、率そつ先せんして袋ふくろ小こう路じに閉じ込められたという事になる。

「全軍に通達しろ！　徹てつ底てい的てきに守りを固め、敵の侵入を許すな！」

　ラングの命令に即そく座ざに兵たちが陣じん地ちに着いた。落とした矢先に、攻め込まれるという事態に、兵たちは大いに狼ろう狽ばいした。何よりも、度たび重かさなる戦闘と行軍による疲ひ労ろうはピークに達し、兵たちの士気は著いちじるしく下がっていた。

「これは持って五日が限界だな……」

　それがラングの読みであった。

　フィフニスにとっても、それが限界であろうと同意せざるを得えなかった。

　敵の軍勢を前に、疲ひ弊へいした兵たちでこの地を守り切るのは五日が限界。そしてどこか一か所が切きり崩くずされれば、一気に軍は瓦が解かいするだろう。それは戦闘経験が少ないフィフニスにも明白な事実であった。

　フィフニスは連日、寝ねる間を惜おしんで兵たちを鼓こ舞ぶし続けた。守りを固める各隊に自みずから赴おもむき、兵たちの士気を高める事に努める。兵たちはフィフニスが現れると、皆みな息を吹ふき返したように血気に燃えたが、しかし持続させるには難しかった。

　なにより、フィフニス自身の疲労が既すでに限界を超こえていたのだ。

（――クロム……どこにいるんですか……）

　一人になると、そんな思いに駆かられる。ゼタ関に於おいてリジア軍との交こう渉しように飛び出していったクロム。彼のおかげで、リジア軍10万が撤退をするという離はなれ業わざをやってのけたものの、彼は未いまだ帰っては来ない。

　殺されているかもしれない――という可能性は考えないようにしていた。

　だが日が経たつに連れて、その可能性は色いろ濃こくなっていく。考えたくなくても、フィフニスの脳のう裏りを過よぎる。その不安を表に出さぬように、踏ふん張ばり、気き張ばっていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、隊長？」

　ダグラスが心配する声にも、フィフニスは曖あい昧まいに答える事しかできなかった。他の兵たちの前ではこんな姿を見せるわけには行かなかったが、副隊長のダグラスと、副隊長補佐であるルービルにはすぐにバレてしまった。だがそれがどれだけ助けになっているかわからない。

「明日が五日目です。ここを乗り切らないと、せっかく落としたアラティアをまた奪だつ還かんされてしまいます」

「だからって隊長がそんなに根こんを詰つめる必要はないですよ」

　するとそれにルービルも続く。

「そうそう。やっぱみんなのフィフニスちゃんは、いつだって元気じゃなきゃ。だから休むのも仕事ですよ」

　茶ちや化かしたようにそう言うルービルの言葉に、フィフニスも幾いくらか気持ちが楽になった。

「でも頑がん張ばりましょう。ここで頑張れなかったら、もう頑張る機会すら失っちゃうんですから！」

　自らに気合を入れ直し声こわ高だかにそう宣言すると、ダグラスもルービルも苦笑いをした。




　そして防衛五日目。

　リジア側も、ここが正念場と踏んでいたのだろうか。彼らの士気が異い様ように高いのが遠くからでもわかるような動きをしていた。彼らは銅ど鑼らを掻かき鳴らし、隊列を組み、丘おかを下りだす。絶対に負けるわけがない――そんな、あちらの持つ空気がこちらにまで伝わって来るようだった。

「行きます！　絶対に守り抜きましょう！」

「「「「おおおおおおおっ!!」」」」

　日の出と共に両軍が激しくぶつかる。グラウスタンディアの守りは固かったが、リジア側の攻め方かたはゆっくりと、だが着実にこちらを突き崩す動きを見せた。

　疲ひ弊へいした兵たちも歯を食いしばり懸けん命めいにリジア軍を押おし返かえす。

　だが一刻（約二時間）と立たぬうちに、グラウスタンディアの軍勢は、だいぶ圧されてしまっていた。

「このままでは、町の中まで侵入されます！　押し返しましょう！」

　フィフニスの言葉に兵たちは奮い立つが、それでも士気が高く数で圧あつ倒とうするリジアに、状況はどんどん絶望的になって行った。ラング率ひきいる隊も共に善戦している。それでも分ぶが悪い。

　そしてついにその時がやってきた。

　決けつ壊かい――軍の隊列の乱れ。その隙すきを突いてリジア軍が一気に雪崩なだれ込む。

　一瞬の出来事だった。だが勝敗を分かつ程ほどの決定的な瞬しゆん間かん。

　見る間に決壊した隊列へとリジア軍が殺さつ到とうし、そこを皮切りに隊が分断されて行く。

「全軍！　隊列を組みなおしてください！　繰くり返します……」

　このままでは、全ぜん滅めつと共にアラティアを手放す事になる。

（なんとか……なんとかしなけりゃ）

　振ふりかぶったフィフニス。その頭上を何かが飛ひ来らいした。一瞬の影かげに、思わずフィフニスは頭上へと目を移す。

　大おお鷲わしが、悠ゆう々ゆうと空を飛んでいた。

　誰だれにも邪じや魔まされぬ空を、一筋に、真まつ直すぐ飛ぶと、大鷲は旋せん回かいし始める。

（―――あれは……）

　知っている。あの大鷲を知っている。あれは確か………。

　そう思った時、丘の向こうから掻かき鳴らされる楽器の音が聞こえてきた。

　丘の上に陣を張るリジア軍の更さらに後方から。そこには規則正しく響ひびく軍ぐん靴かの音。

　それは見る間に丘の上を占せん拠きよすると同時に、その周りを完全に取り囲んだ。

　その先頭には馬上に坐ざし、甲かつ冑ちゆうに身を包んだ少女の姿があった。

「グラウスタンディア皇国、第二皇女ユースティナ・クセルクセス！　参まいるっ！　全軍、突とつ撃げき！」

　涙なみだが零こぼれそうだった。全員がその雄ゆう姿しに目を見張った。

　駆けつけてくれたのだ。ゾラからの援軍が漸ようやく。

　それも率ひきいるのは皇女ユースティナ自みずから。

　兵たちの士気は著いちじるしく高い。怒ど号ごうを発しながら、援軍のグラウスタンディア兵たちは、勝利を確信したリジア兵たちへと一気に襲おそい掛かかる。
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　その数は、10万に届くであろう大軍隊であった。

　おそらくゾラにいた全兵力を投入したのだ。その姿に疲弊しきっていたフィフニス隊、そしてラング隊の兵たちも息を吹き返す。共鳴するように鬨かちどきを上げ、リジア軍を押し返したのだった。




　同時刻――アラティア港より西、イライア諸島、北周海路。

　島しま影かげに潜せん伏ぷくしたグラウスタンディア船団の前にリジア海軍の大船団が現れる。

　グラウスタンディアのクラヴィス率ひきいる軍は、その大軍勢を前に島陰から様子を見守っていた。何しろクラヴィス軍に残された兵力は中型船17隻せき。

　あちらは７００隻近い大型帆はん船せん。とてもではないが勝ち目はない。

　だが勝ち目がなくとも、足止めをせねばならない。それはたとえ全滅を覚かく悟ごしてでもだ。

　しかも先日の戦いで重傷を負ったクラヴィス。必然的に軍の指揮を執とるのは娘のテティル師団長のみとなる。

　テティルはその緊きん張ちようの糸を切らさぬように、頭の中の冷静さを保たもちながら、相手リジアの動きを徹底的に観察した。現状、陣形を組むことが可能なこの北周海路はリジアにとって有利に働く。戦闘もやむなしと判断したリジア海軍は徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを取っているに違ちがいない。

　対してこちらは中型船のみで、しかも損傷している船すらある。兵たちの中には、怪け我がを負った者も少なくない。

　この状況下では足止めといえど、どこまで出来るかわかった物ではない。

「焦あせってはだめ……ぜったいに……」

　自みずからにそう言い聞かせ、テティルは海図に目を落とし戦法を考える。

　この状況下で出来る事を、必死でひねり出す。だがそれらの答えは、たいして効果も上げずに全滅する事しか見えてこなかった。その度に奥歯を噛みしめるしかなかった。

　自分の無力さに、ただただ悔しい気持ちを滲にじませた。

「なんとか……なんとかしなけりゃ……」

　焦あせりがテティルを追い詰める。それが自分の思考を狭せばめている事は解わかっている。このまま手を拱こまねいていれば、何もせずにゾラ港が落とされてしまう。

　その時だった。テティルの船内の執しつ務む室しつのドアが開いて、思わず顔を上げた。

「困っているようだね」

　そこには昏こん睡すい状態が続いていた父の姿があった。

「……父様」

　目を潤うるませたクラヴィスは杖つえに両りよう脇わきを支えられながら、ゆっくりとした足取りで入って来る。そして海図に示された状況を見て息を吐ついた。

「これは絶体絶命だね」

「父様！」

　まだ身体が覚おぼ束つかないクラヴィスを支ささえながらテティルは彼を椅い子すに座すわらせる。

「いけません、そんな容体でベッドを離れるなんて。無理をすれば……」

「無理をしなけりゃ、横になっている間に、海の藻も屑くずさ。やるべき時は今だろう」

　返す言葉もなくテティルは唇を噛んだ。

　そんなクラヴィスは海図をしげしげと見つめると、自軍の駒こまを動かした。

「出撃――しかないのだろうね」

「しかし……」

　テティルは最もつとも言い辛づらい言葉を呑のんだ。言わずとも知れた事であったからだ。するとクラヴィスは目を潤うるませながらニッコリと笑った。

「なぁに、我々の目的は敵軍の足止めなんだ。相手の船を沈しずめる必要はない」

「牽けん制せい……という事ですか？」

「そうなるね。敵リジア軍の目役にとっての索さく敵てき範はん囲いギリギリに展開し、相手を臨戦態勢にさせる。臨戦態勢になった軍隊の進軍速度は遅おそくなる。それを利用して、出来る限り彼らの侵攻を遅らせるんだ」

「しかしそれでも、どれ程ほどの時間が稼かせげるか……」

「わかっている。だが今ある兵力で出来る事は、それしかない。ならばそれをするしかない……だろう？」

　さも簡単な答えであるかのように彼は笑えみを浮うかべながらそう言った。

　そう、今出来る事はそれしかないのだ。それをこねくり回し悪戯いたずらに時間だけを浪ろう費ひしていては、最悪の結果になる。

　単純な答えに、当たり前のように判断を下す事。

　この簡単な事が、経験の少ないテティルには出来なかった。だが歴戦のクラヴィスはそれを平然とした顔で為なす。

　内心の思いはどんな物なのかテティルには察する事も出来ない。だが、相手に察する事をさせるような度量ではない事は明白であった。

　それが不世出の将軍クラヴィス・ペイトンなのだ。

「さあ、その作戦をする前に、一つ大おお掛がかりな仕し掛かけをしよう」

「なんですか、大おお掛がかりな仕掛けって？」

「相手にこちらが本気であると思ってもらわねばならないからね」

　そう言ってクラヴィスは笑みを浮かべ、目を潤うるませた。




　セドゥール将軍の率ひきいる船団約７００隻は霧きりの中を只管ひたすらに進み続ける。海図と方位磁じ針しん、そして計算式を駆く使しする事で、視界の悪いこの海域を躊ちゆう躇ちよする事無く進み続ける。

「さて、グラウスタンディアはどう出てくるかな……」

　不敵に笑みを浮かべるセドゥール。現在、報告ではクラヴィスが率ひきいる軍勢は、その戦力の殆ほとんどを失っている。そんな戦力で、こちらに太た刀ち打うちをしてくるとは思えない。

　もしやって来るとすれば牽けん制せいであろう。こちらの足止めをする事で、ゾラ港への到とう着ちやくを出来る限り遅らせようとしてくるに違いない。

「ふん、見みえ透すいた事だ。どれ程ほどの事もない。奴らの牽制など所しよ詮せんはこけおどし。実際に攻撃してくるような戦力などないのだ」

　端はなからセドゥールはクラヴィス軍を相手にするつもりはなかった。最も早はや奴やつらは敵ではないのだ。相手をする時間など勿もつ体たいない。

　そう考えていた。

　そうして北周海路を進んでいくと、目役から報告が入る。

「前方に中型船発見！　現状一隻！」

「来たか」

　ほくそ笑みながらセドゥールは、その存在を無視しろと命令を発した。

　あちらの牽制など無視して当然なのだ。ここで戦う態度を示せば、それこそ進軍速度に遅れが出る事になる。リジア船団はその圧倒的物量を持って、一隻のグラウスタンディア中型船に向かい歩を進める。中型船は戦う様子も見せずに、回頭すると一定の距きよ離りを保たもちながらリジア船団を牽制し続けた。

　当然のことながら船上のリジア兵はその逃にげごしな中型船を見て、皆笑い声を上げた。

　まったく牽制になっていなかったからだ。

　こちらの威い圧あつに逃げ惑まどう哀あわれな船にしか見えない。その姿が面おも白しろくて、皆腹を抱かかえたのだ。

　だがその時である。

　リジア船団の船の幾いく隻せきかが激しく横に揺ゆれた。セドゥールは目を白黒させ、情況の確認をした。

「何事だっ！」

　ありえない、前方の船団から投石などの攻撃を受けた形けい跡せきはない。

　では右う舷げん左さ舷げんからの攻撃か？　いやそれもあり得る筈はずがない。進行方向に対する警けい戒かいは怠おこたっていない筈はずだ。

「進行方向……まさか!?」

　咄とつ嗟さにセドゥールは後方へ目を移す。しかし後方などありえないではないか。後方には無数のリジアの大型船がいるのだ。それを掻かい潜くぐってこちらに攻撃しているというのか？

「報告します！　敵グラウスタンディア船団は―――」

「どこにいる!?」

「真横に着けています！」

「ま――真横だとぉおお!?」

　咄とつ嗟さにセドゥールは船の手て摺すりから目を落とした。そんなセドゥールの目の下を高速でグラウスタンディア軍の中型船が滑すべっていく。

「どこから湧わいて現れた!?　そんな事が出来るのは……まさかっ！」

　得心した。やつらはこの深い霧の中で、最後方からリジア船団に合流したのだ。

　そして、大だい胆たんにもグラウスタンディア軍の中型船は、船と船の間を縫ぬってこの最前までやってきたのである。

「何な故ぜ今まで見つけられなかった！　真横におったのだぞ！」

「霧きりが深く、敵は帆ほを外していた為ため、発見が遅れました」

　たしかにこちらは大型帆船。対してあちらは中型船。帆を外して航行されれば、霧の中に没ぼつし完全に視界から消える。霧さえなければ誰もが気付くことなのに、それを利用された。

「何の為ための目役耳役だ！」

「索さく敵てきを行っていた者たちは、遠方に意識を向けており、近くの船は仲間の物だと勘かん違ちがいした様子で……」

「ええい、構わん！　全軍迎げい撃げき態勢を取れ！　敵グラウスタンディア軍の船を沈めるのだ！」

　セドゥールの命令に兵たちが即座に動き出し、攻撃の銅ど鑼らが掻かき鳴らされた。

　だがその最中、セドゥールの船もまた激しく横に揺れる。

　先日と同じく衝角ラムによる攻撃か、と思ったが衝しよう撃げきの種類が違う。何より、船と船の間を縫ぬうように航行しているグラウスタンディア船団は衝角ラムを使った攻撃が出来る角度に位置していない。

「敵は何で攻撃をしてきている!?」

「報告します。敵は投石器を用いている様子！」

「そういうことか」

　小型の投石器で、こちらの船の横腹に岩石をブチ当てているのだ。

「被ひ害がい状じよう況きようを報告しろ！　航行不可能になっている船を洗い出せ！」

　するとすぐさま、伝令が走り被害状況が報告された。

「航行に支障がでる船は今のところ出ておりません。当船に於おいても、軽けい微びの損傷に留とどまっております」

　たしかに中型船に乗せられる投石器で放たれる岩石では、よくて船腹に小さな穴を開ける程てい度どであろう。それくらいの損傷ならすぐに修復をする事が出来る。なによりなまじっかの損傷で沈ちん没ぼつする程ほど、大型帆船は柔やわではない。

「小こ賢ざかしい真ま似ねをしおってからに……」

　そう言ったセドゥールの船の真横をまたもグラウスタンディアの中型船が滑すべっていく。まだこちらの迎撃態勢は整ってはいない。すぐに準備を整えられる弓兵が僅わずかばかりの迎撃を為なすものの、大した効力を上げてもいない。

　そんなグラウスタンディアの中型船は僅わずかに速度を落とすと、セドゥール将軍の船と歩調を合わせるように横に着けた。そしてその中型船から、あの男が姿を現す。

「やぁ、セドゥール将軍。挨あい拶さつに伺うかがったよ」

　確か報告ではロスタムの矢を受けて重傷を負っている筈はずだ。

　だが彼は健けん勝しような様子で堂々と二本の足で立ち、涙を浮かべた顔でこちらに笑顔を向けた。

「クラヴィス！　貴様、まだ生きていたのか？」

「ああ、おかげさまで」

　そう言うとクラヴィスは手信号を送る。即座に中型船は速度を上げ、セドゥールの船を追い越していった。そして彼らの17隻の船団は、深い霧の海へとあっという間に消えて行ったのである。




　テティルや兵たちの手を借りながら、どうにかクラヴィスは椅子に腰こしを掛ける。

　先ほどまで自分の身体を支えていた、木板から漸ようやく身体が解放される。

「うぐぅうう、うぐぅううう、痛かったぁ………」

　身体の痛みにクラヴィスは大人おとな気げなく涙をボロボロと零こぼした。

　到とう底てい一人で立っている事もできない傷を負ったクラヴィスは、鎧よろいの中に木板を仕込み、それを甲かん板ぱんに打ち付ける事で、相手に自立しているように見せつけたのだ。

　既すでに瀕ひん死しでいると思っていたであろうリジア軍は、快かい活かつな様子で自立するクラヴィスを見て驚きよう愕がくに目を剥むいていた。殺したと思っていた将が生きている事、さらにはその将が健勝であるというのは相手の士気を大きく削そぐ。

　だがその事の為ために、クラヴィスは長時間、無理な体勢で身体を固定させていた。更さらにあそこで咄とつ嗟さに弓兵が矢を放っていれば、身動きの取れない彼は死んでいたかも知れない。

　それでも勝算はあった。相手を前に自分の姿を晒さらす行こう為いは、相手の士気を下げる効果と共に、度ど肝ぎもを抜ぬくには十分である。

　椅子からクラヴィスをベッドに寝かせたテティルは心配そうに目を落とす。

「これで、相手はこちらを警戒してくれますかね？」

　そんなテティルに、クラヴィスはコクリと頷うなずく。

「こちらが少数でも、攻めに転じる覚悟がある、という意志は伝わったと思うよ」

「ではこれで敵の進軍速度は……」

「いや……」

　クラヴィスは目を伏ふせながらテティルの言葉を切った。状況は思ったよりもよくない。リジアのセドゥール将軍は狡こう猾かつな男だ。相あい見まみえるのは今回が初めてだが、一いち目もくの裡うちにあの男の為人ひととなりはわかったような気がした。

　計算高く、敵に対して容よう赦しやのない姿勢。あの男はこちらの算段も考こう慮りよに入れているだろう。

　それでもいくつかの可能性を加か味みした上での進軍を決定させるはずだ。

　つまり迎撃の態勢を最低限整えながらも、進軍速度も著いちじるしく落とさぬ、そう言った折せつ衷ちゆう案あんの按あん配ばいをうまくとる事が予測される。

「思った以上に強敵だな」

　そう思いながらクラヴィスはあの船団の中でロスタムが乗っていると思おぼしき船を確かく認にんできなかった事を思い出した。７００隻はある船団だ。見つけられなくてもおかしなことではない。それでも、空気が違っていたように思う。ロスタムがいれば、もう少し進軍は慎しん重ちような筈はずだ。今はセドゥール一人の意思で、あの船団が動いている、そういう空気があった。

　それは数多くの戦場を渡わたってきた将軍であるクラヴィスの嗅きゆう覚かくでもあった。

　なにかが内部で起こっている。その可能性を感じながらも、確信めいたものはない。

　だからそれは策を講ずる段に於おいては、念頭から外すことにした。

　するとテティルはそんな父を慮おもんぱかりながらも、次にすべき事を口にした。

「将軍。それでは我々は予定通りの牽制をするだけでは足りない――そういう事ですね」

「ああ、そうなる」

「今回の奇襲では被ひ害がいを与あたえる事よりも、相手にグラウスタンディアが攻撃を為なすという印象を植え付ける為ために行われました。おそらくそれに関しては成功の筈はず……ただ……」

「相手も一枚上。だとすれば、こちらも打って出る必要があるね」

「しかしこの17隻でいったいどこまで……」

「出来るさ。相手の戦法をしっかりと見み定さだめ、そしてその裏を突く。裏を突くことは簡単だ。難しいのは見定める事。だから焦あせってはいけない」

「――はい」

　力強く頷うなずき返したテティルに、クラヴィスは笑みを返した。

　すぐにクラヴィスの船室に気象学者ヨシュア・フォッグ、そして地質学者ロブ・フォッグが招集され、四者による作戦会議が為なされた。気象学者のヨシュアは不安を顔に浮かべた。

「この現在の霧ですが、近日中には晴れる可能性があります」

「ふむ、なるほど。つまりこの霧を利用した奇襲は、根本的に使えないと考えるべきだね」

「はい」

　すると今度は地質学者のロブも兄と似にた表情で声を上げた。

「地形的にここから先、海路がどんどん広くなります。敵の船団にとっては使える陣形が、増える事になります」

「なるほど……霧が晴れて、陣形に対する自由度も高くなり、いよいよリジア軍に有利に働くという訳か」

　正確すぎるクラヴィスの指し摘てきに、全員が気まずそうに口を噤つぐんだ。




　17隻の中型船を率ひきいるクラヴィス軍は、リジア船団に対し、遠方から牽けん制せいをする策に打って出た。対するリジア軍は先日のクラヴィスの侵入を許した事を猛もう省せいしたのか、こちらを無視する事はなくなった。

　常に臨戦態勢を整えたリジア海軍の進軍速度は、僅わずかに落ちている。

　だがそれはつまり、リジア海軍からの攻撃を受けるという事になる。

　迎げい撃げきを中心とした護衛船を布ふ陣じんに敷しき、周りを守らせる。だが中心を行く兵たちの進軍速度は、それ程ほど変えるような事はしない。

　護衛船を牽けん引いんしながら進軍速度を落とさずに、前進を続けている。こう出られるとクラヴィスたちも当然、こちらから仕掛け辛づらくなる。しかも気象学者ヨシュアの提言通り、霧は次し第だいに晴れ、北周海路の見通しはよくなっていった。

　そうなるとグラウスタンディアの軍勢が如い何かに脆ぜい弱じやくであるのかを露ろ呈ていさせる事になる。

　たった17隻の中型船しかない事が敵軍にバレれば即座にあちらは進軍の足を強める。

　そうなったら、ゾラ港はあっという間にリジア軍の手に奪うばい返されてしまう。

　それだけは避さけたかった。守りのゾラと呼ばれ、船せん舶ぱくの中ちゆう継けい基地でもある巨きよ大だいな港町。

　これをグラウスタンディアが持っているのと持っていないのとでは、根本的に話が変わって来る。だからこそ、なんとしても守らねばならなかった。

「この状況は如何いかんともし難がたいな」

　そう呟つぶやいたクラヴィスにテティルも奥おく歯ばを噛かみしめた。

「父様、これ以上の足止めは……」

「言うなテティル。我々はそれを言ってはならん」

「――しかし」

「我々は任務遂すい行こうの為ために全ぜん霊れいを捧ささげねばならん。ここに戦略的撤てつ退たいはない。戦略的撤退を行えば即すなわち、要所であるゾラを失うのと同義になる」

　テティルは首しゆ肯こうして、再び目に力を宿した。

「そうですね。ゾラを奪われる事はグラウスタンディアの命運を分けてしまう」

「そうだ。守り切らねばならん。ユースティナ様の軍勢がアラティアを先に落としてくれる、それ迄まで、我々は持ちこたえるのだ」

「わかりました」

　そう答え、テティルは残った船員達を鼓こ舞ぶし、敵リジア船団足止めの為ために頭を捻ひねった。

　敵の足を止める事。それが最大の目的なのだ。倒たおすことは最初から目的に入っていない。

　ラング暫ざん定てい特務師団長を筆頭としたユースティナ皇女の陸軍がアラティアを落とす、そこまで何とか、この場で持ちこたえればよいのだ。

「だとすれば、何をすべきか？」

　自みずからに問いかけ、そして出た答えは残ざん酷こくなものだった。

　それは全滅を覚悟での突とつ貫かん攻こう撃げき。

　兵へい站たんが尽つき、矢も投石もない。あるのはそれぞれが腰に差している帯たい剣けんくらいの物。

　食料も後数日持てばよい状態だ。事実補給船が幾いく隻せきもリジアに潰つぶされてしまっている。

　それ故ゆえに、最も早はや、突とつ貫かんして相手の船に乗り込み切り結ぶ、という方法しかなかったのである。しかし、それは戦術とは言えない。死を覚悟で突とつ貫かんする事は作戦ではない。ましてやそれを兵たちに強要する事など出来る筈はずがない。

　何な故ぜなら、兵とは生きる為ために戦場へ行くのだから。

　そんな策しか思おもい浮かばなかったテティルは頭を抱えた。若くして師団長の位を拝はい命めいしておきながらこの体ていたらく。どれ程ほど才気が溢あふれ、周りからも認められていても、窮きゆう地ちに於おいてそれを打開できないのなら、それは役立たずと変わらない。

「……ダメ……ここで死を覚悟するのは――それは父様の作りたかった海軍じゃない」

　そう自分の中に言い聞かせ、そしてある回答を導き出だす。

「夜や襲しゆうをかけます！」

　その言葉に兵たちは覚悟を固めた顔をし息を呑のんだ。

　リジア船団の足止めをする為ためにこちらから攻こう撃げきをするのなら、昼の戦闘ではあまりに無む謀ぼうすぎる。だとすれば夜や陰いんに紛まぎれ、敵を強きよう襲しゆうするしかない。そこで少なからず被害を出すことが出来れば、リジア船団の足を数日止める事も可能だ。

　即座に地質学者のロブ・フォッグを招集する。

「わかりました。斥せつ候こうに対し敵の陣形を探さぐらせましょう。こちらは火を灯ともさずに敵船団に近づけるように計算式を使って布陣を敷きます」

　つまり暗中を計器と海図だけで渡るという事である。

　敵船団にいる耳役が聞きつける事も考こう慮りよに入れ、静かに進まねばならない。

　夕刻を待ち斥せつ候こう隊による敵てき陣じんの偵てい察さつが行われた。敵船団は円形に一団となり、外を武装船団が取り囲んでいる。当然、将軍格の人間は内側にいる事が考えられる。

　将軍格の人間を討うち取とる事が出来れば、敵の戦意や行動などをかなり制限できるが、現在のグラウスタンディアの状じよう況きようを鑑かんがみればそこまで贅ぜい沢たくは言えない。少しでも周りにいる船団に被害を与え足止めをする事を主眼に置くべきだろう。

　ベッドに横たわる父クラヴィスにその事を報告しに行くと、彼かれはその作戦に同意してくれた。そこへ気象学者のヨシュアからの報告が入って来る。

「天候、曇くもり。この状況は明後日まで変わりません」

　天は我らに味方している。この隠おん密みつ行動にうってつけの状況だ。この機を逃のがしてはならない。テティルはすぐさま軍議を開き、今作戦を綿めん密みつに話していった。

「敵船に対して出来る限り被害を与える事。敵からの反はん撃げき、追つい撃げきを避ける為ため、距離を取りながら投石器による攻撃を敢かん行こうする」

　この為ために近きん隣りんの島々からこの数日内に、幾いくつもの投石用の岩を切り出し、各船舶に積せき載さいを行った。この時、皇国の軍師から渡された計算式にあるように、岩を切り出す。

　一定の重さに統一する事で、飛ひ距きよ離りを算出できるらしい。これを考え出したのは、まだ年とし端はもいかぬ子供だと聞いた時は驚おどろきと共に訝いぶかしがる気持ちもあった。これを文官であるヨシュアとロブたちが計算し、適切な弾だん道どう計算をしてくれた。

　そして随ずい時じ、斥せつ候こう隊からの報告も入って来ている。敵の船団は夜を迎えて、錨いかりを降ろし停てい泊はくしているらしい。動きはないと見ていい。

　時を待ち、深夜を迎むかえた。

「全軍、リジア船団に対し夜襲をかける！　配置に着け！」

　こうしてテティルの指揮の下、リジア船団に対する夜襲が敢行された。明かりを一いつ切さい点ともさずに滑すべる海はこの上ない恐きよう怖ふを感じる。たとえ明かりがあっても恐おそろしい行動なのだ。仮に星が見えていたのなら状況は違っていただろう。しかし小雨季の空は、そんな星々を覆おおい隠かくしている。

　今はロブの指示した通りに動くしかない。

　夜陰の中を17隻の中型船は静かに進んでいく。前方に篝かがり火びの炎ほのおがポツポツと見え始めた。斥候隊の報告通り、夕方から変わらぬ位置に停泊しているようだ。

　敵船団と距離を空け、定位置で船を止めると、投石の準備に入る。そして準備が整うと一いつ斉せいに投石を開始した。

　17隻の船上から次々に放たれる投石は、篝火に向けて放たれた。そして更に次の投石を装そう填てんしていく。

　だがこの時、テティルは嫌いやな予感に襲われた。

「……おかしい」

　それは気のせいではない。打ち込んだ投石に対して揺れていない篝かがり火びが散見したのだ。

　投石した方向から考えても、確実に当たっているであろう船舶の火が揺ゆれない。

　それはつまり、船舶に投石が当たっていないという事。それが一つ二つであるのなら、違い和わ感かんはなかった。単純に的まとを外した――そう考えられる。

　だが当たっていない船舶の数が多すぎた。しかも明かりの揺ゆれ方もおかしい。

　てんでバラバラに揺れている。船舶の大きさから逆算すると、この揺れ方はおかしい。

　だとすれば考えられる事は一つ。

「囮おとりか!?」

　思った時には既すでに遅かった。グラウスタンディアの耳役がテティルの下に駆けつける。

「ご報告します！　背はい後ごより船団の滑すべる音が！」

「背後を取られたか！」

　気が付くと闇やみの中に巨大な船の影が高々と見て取れた。

　自分たちの船を取り巻くリジア船団。あちらは最初から、こちらが夜襲をかけてくる事を予測していたのだ。その為ために、態わざ々わざ停泊している姿を見せ、そして深夜になる前に、篝かがり火びを乗せた筏いかだのような物を設置したのだろう。

　自分たちが撃うち込んだ投石は、そんなただの筏いかだの上の篝かがり火びだったのである。

　気が付くと、既すでに自分たちの周りにはリジア船団が取り囲んでいた。

　覚悟を固めるべき時が来てしまった。あちらが、一枚上手であった。

　その事にテティルは歯は噛がみをした。そんなテティルの頭上から、高らかと声が響き渡る。

「ついに追おい詰つめたぞ、グラウスタンディア軍！　クラヴィスはまだ健勝か？」

　そこには嘲ちよう笑しようを交えたような音色があった。リジア海軍セドゥール将軍であろう。

　そんな歯噛みをするテティルの後ろから、その時大だい音おん声じようが放たれる。

「クラヴィス・ペイトン！　ここに健在である！」

　重傷を負っていた筈はずの父がそこにいた。堂々たる立ち姿は、誰の目に見ても先ほどまで死の境を彷徨さまよっていたように見えなかった。

　するとセドゥールからの返答が帰って来る。

「やはり死んではおらんかったか……だがそれもここまで！」

「それはどうかのう！」

「なに？　負まけ惜おしみか？　クラヴィスよ」

「負け惜しみ？　さて、どうだろうか」

　惚とぼけたような調子で言うクラヴィス。まるでこの危機的状況すら、まだ覆くつがえるかのような余よ裕ゆうに、兵たちの中に立ち込めた絶望が浄じよう化かされるように消えて行く。

　ああ、この人には敵かなわない――テティルは深くそう思った。

　これこそが将軍だ。全すべての兵を率いる事が出来る人間。たとえ死を前にしても、兵を絶望させず、最後のその瞬間まで戦う事が出来る者。クラヴィス・ペイトンというグラウスタンディアきっての武将に、テティルはただ震ふるえた。

　この人について行けば、大だい丈じよう夫ぶだと、心の底から思った。

「ふん！　強がりもそこまで行けば十分だ！　貴様もロスタムのように海の藻も屑くずになるがいい！」

　その言葉にクラヴィスの顔が曇った。

「ロスタムが……どういうことだ！」

　するとセドゥールは笑いを噛み殺ころしながら、答える。

「奴やつは軍紀違い反はんを犯おかした。敵グラウスタンディア軍の兵を隠おん密みつ裏りに逃がしおったのだ。裁さばかれて当然の事を仕出かした。だからこの剣けんで制裁をくわえたのだ！」

　そう言ってセドゥールは腰から曲刀を抜き放ち天高く掲かかげて見せた。

　その姿にクラヴィスの顔が怒いかりに曇り、悲しみに潤うるんだのをテティルは見た。

　話に聞いた事がある。第一次リジア戦せん役えきの折、父はロスタムの船団と戦い、そして海に投げ出された兵を救ったのだと。敵同士でありながらも、尊敬すべき相手であると言っていた事。そしてロスタム将軍は、嘗かつての恩を返すべく、グラウスタンディア兵たちを解放し、十分な水と食料を分わけ与えてくれた事。

　その事を知ったセドゥールはロスタムを斬きり殺したというのである。

　戦時であるとはいえ、それは義に生きた男たちの生き様をあざ笑うかのような行こう為い。その事に、クラヴィスの背中は怒りに燃えているのだ。テティルはそう思った。

　しかしセドゥールはそんな事を我関せずとでも言うように高らかに声を上げて笑う。

「あのバカと同じように死んで行け！　クラヴィス！」

　言うと同時にセドゥールの手が、攻撃せよ、と振り下おろされる。

　その瞬間、ゴォゥン、ゴォゥンッと激しい音を立てて船が揺れた。

「え!?」

　だがおかしい。テティルは目を見張った。激しく船体を揺らしたのはグラウスタンディア軍の船ではないからだ。

　激しく左右に揺れたのは目の前でこちらを睥へい睨げいするリジア軍の大型帆はん船せん。

　そのあまりの激しさに、船から放ほうり出された兵すらいる。

　咄とつ嗟さに焦あせりに似た声こわ色いろでセドゥールが大声を放った。

「なんだ！　何が起こった！」

　それはテティルにもわからなかった。だがそんなテティルの横に立ったクラヴィスがニッコリと笑みを浮かべる。

「どうやら、間にあったようだ」

「何が……」

　言いかけて漸ようやくテティルも気が付いた。

「まさか、ゾラからの船団が……？」

　その問いにクラヴィスはコクリと頷うなずいたのだった。




　ゾラから出港したチシャ、イルガの率ひきいる船団は途と中ちゆう、クラヴィス軍にいた兵たちを乗せた補給船と遭そう遇ぐうしていた。そこで現在のクラヴィスたちの残存している兵力を把は握あくし、即そく座ざに全速で北周海路へと赴おもむいた。

　常つねに斥せつ候こう隊を放ち、クラヴィス軍、そしてリジア船団の状況を探らせた。

　そして先日、リジア船団を牽けん制せいするクラヴィス軍を発見するに至る。

　即座に邂かい逅こうしようと船を向けたその矢先、リジア船団に不ふ穏おんな動きが見られた。それは、夜や陰いんの中で囮おとりの筏いかだに火を灯し、消灯させて船を動かしたからである。

　これに気が付いたチシャはすぐにイルガと共に、戦せん闘とうの為ための陣じん形けいを取り、リジア船団の動きを見計らった。結果、敵船団はクラヴィス軍を包囲する作戦を取っていた事が解ったのである。

　敵の戦略がわかるや否いなや、チシャは即座に攻撃命令を発布。イルガの船団もまたそれに続き投石による攻撃を開始したのである。

　敵リジア船団は、クラヴィス軍包囲に気を取られていた為ため、チシャ、イルガの船団を発見するも完全に後手に回ってしまった。

　イルガ船団の投石攻撃で、損害を被こうむった船は即座に対応できず右往左往した。

「行くぞ！　敵船に衝角ラムを当てろ！」

　チシャの号令に、船は全速で侵しん攻こうし、船の先に付いた衝角ラムを当て敵船のどてっぱらに穴を開ける。イルガの投石による援えん護ごがある為ために、リジア船団は自由に動くことが叶かなわない。

　即座にチシャは次なる命令を発する。

「敵船団に飛び移れ！　敵船を奪だつ取しゆするのだ！」

　各船団からチシャの命令で船員達たちがリジア船団に飛び移る。短い期間ではあったが、命令に即座に対応できる調ちよう練れんを積つんだ兵たちは、船から船へと次々に飛び移り、敵の船舶を奪うばい取って行った。

　この状況に、後手に回ったリジア軍も、即座に臨戦態勢を整え迎え撃とうと試こころみた。

　だがクラヴィス軍の船に対する攻撃のみを想定していたリジア軍は対応が遅おくれてしまう。

　即座にセドゥールは撤退命令を発し、密集した陣形を取りながらグラウスタンディア船団を押おしのけて戦闘海域を脱だつしたのだった。

　このグラウスタンディア軍の攻撃により、リジア軍は大型帆船の80隻せきを失い、多くの兵が海に沈んだのだった。




　チシャはクラヴィス、そしてテティルの船団と合流するとすぐに補給を行い、そして軍医を伴ともないクラヴィスの下へと走った。クラヴィスは最後まで兵たちを鼓こ舞ぶする為ために船上に立ち続け、満まん身しん創そう痍いの体ていをなしていた。

　軍医に見せると、敵から受けた矢傷により血を多く流しており、傷口は化か膿のうしていた。その為ため、熱を帯びており、とても普ふ通つうの人間では立ってなどいられない状態だったのである。

　すぐにチシャは然しかるべき対応をしながら、それらを終えるとクラヴィスの下を訪おとずれる。

　彼は戦闘後、昏睡状態に陥おちいり静かに息を立てていた。

　付つき添そっていた姉テティルは、チシャの顔を見ると寂さびしそうに笑って見せた。

「チシャ……今は少し安定しているそうよ」

「……そう」

「貴方あなたたちが駆かけつけてくれたおかげね。ありがとう」

　彼かの女じよの素す直なおな感謝の言葉に、チシャは少し目を逸そらして頬ほおを掻かいた。それでもクラヴィスがこの状態である事には変わりはない。

　チシャにはわかっていた。

　クラヴィスやテティルが死を覚悟で今こん作戦に挑いどんでいる事を。状況を鑑かんがみれば、とても無謀な作戦である。だがゾラ港を防衛する為ためには出しゆつ撃げきするしかない。選せん択たくの余地など残されてはいなかった。それでも、この戦いでクラヴィスが死ぬ事をチシャは承しよう服ふくできないでいた。

　それは、なんとしてもクラヴィスが戦場に留とどまろうとすることがわかっていたからだ。

　後発隊が来る事を加味すれば撤退する事もできる。しかしそれをすれば、敵をよりゾラ港に近づける事になる。そうなれば後発隊が出港したとしても、敵は無理やりゾラまで侵攻し、落とそうとするかもしれない。そこまで考え、全ぜん滅めつしてもその場に留まり敵を引ひきつけようとする。

　事実クラヴィスは負傷兵を抱え、兵へい站たんが尽つきて尚なお、戦場に留とどまった。そういった彼の思考をチシャはよくわかっている。だからこそ、それが嫌だった。

「死んで何の意味がある」

　呟つぶやくようにチシャはクラヴィスに語り掛けた。その声は小さすぎて、隣となりにいたテティルにも届いてはいなかった。

　現在、イルガ千人長が中心となり、撤退したリジア軍の状況を探っている。

　戦略的撤退をしただけだ。だとすれば、すぐにその足をゾラ港に向けるだろう。しかもグラウスタンディアの後発隊が到着した事で、リジア軍は焦あせるに違ちがいない。

　その事を懸け念ねんしてかテティルも口を開いた。

「どっちに出るかしら」

　同じことを考えていたか、とチシャは思った。

「おそらくは決戦に出るでしょう」

「そうかしら？」

「間ま違ちがいありません。リジアに残された選せん択たく肢しは、グラウスタンディア船団を回かい避ひしゾラを目指すか、またはこの場でグラウスタンディア船団を蹴け散ちらして進むか」

「つまりリジア軍は、こちらの戦力を把は握あくしていると？」

「そうです。リジアはユースティナ皇女旗下の軍もアラティアを目指しており、そして海軍戦力も出し切ったゾラにはもう兵力と言える者は殆ほとんどないと、わかっているでしょう」

「ならば、ここが決戦の場であると踏ふんでくる……」

「はい。それでも日数を掛けようとはしない筈はず。だとすれば短期決戦をこの場でし、そして我々を蹴散らしてゾラを手に入れる道を選ぶはず」

「そうね……あちらにとっては我々の追撃を逃れる事の方がリスクが高いものね」

「テティル師団長。貴方あなたは我々が率いてきた船団の指揮を執とっていただきます。現段階に於おいて、リジア軍との大規模な戦闘の指揮を執とれる人間はあなたしかいない」

　彼女はそれを耳にして僅わずかに俯うつむく。

「既すでに決戦の準備は進んでいます」

「でも……」

「でも、なんです」

「―――いえ、なんでもありません」

　そう言うとチシャはクラヴィスの船室を後にした。

　余計な事は言うまい。そう思ったのだ。弱音を口にすれば、その言葉に自らが囚とらわれる。それは人を従したがえる職務にとっては致ち命めい的てきな事。

　それだけは避さけねばならない。自分の心の弱さで、周りを巻き込んではならない。だから口くち許もとを固く結び、視線を上げた。強くあらねばならない。そう自分に言い聞かせたのだった。




　夢を見た。

　幼いチシャが顔を煤すすだらけにして大声で泣いている。クラヴィスはそんなチシャを抱だきあげて必死であやす。

「そらそら、そんなに泣くと山犬がとりに来るぞ」

　それでも幼いチシャは泣なき止やもうとしない。親を失い孤こ児じとなったチシャはたまに昔の事を思い出しては大泣きした。その度たび、クラヴィスは必死になってあやす。

　歳としの離はなれた姉のテティルの方がこういう子供の対応はうまい。それでも、父となった自分がそうしてやりたいという気持ちがあった。元より無ぶ骨こつさの代名詞であるような軍人の自分には当然手に余あまる事ではあった。

「どうした、どうした？　何が悲しいのだ？」

　そう問いかけても言葉がまだ拙つたないチシャは涙なみだを流しながら、いやいやと首を横に振ふる。

　そんな彼女を見ているうちに、なんだかクラヴィスまで悲しい気持ちになって来る。そうして彼女につられるように、目が潤うるみだしたかと思うと、最後には一いつ緒しよになって泣きだしてしまった。

　幼いチシャを抱きながら、一いつ介かいの兵を取り仕切る士官であるクラヴィスも泣き声を上げる。

　何事かと、家の中にいる子供たちが集まって来て目を丸くしていた。

　それでも、チシャが泣き止むまで一緒に泣いていた。

　随ずい分ぶんと遠い昔の事だ。




　リジア大船団との決戦の日がやってきた。

　チシャの率ひきいる船団は右う翼よくへ展開し、対となる左さ翼よくへイルガの船団が展開する。

　そして中央をテティル師団長の率いる主戦力が少し後方から追走する。

　敵リジア船団の進行を完全に妨さまたげる陣形を取り、迎え撃つ態勢を整えた。だがこれに対するリジア船団も、数を減らしたとは言え、未いまだ残存兵力は多く、決して予断を許さない状況。

　グラウスタンディア船団はチシャとイルガが率いた海戦型大型帆船４００隻を陣じんに配して海うな原ばらを行く。

　イライア海かい峡きよう、北周海路の決戦である。

　この段に於おいて、細こま々ごまとした策を弄ろうする事は不要となる。ごく単純な兵力と兵力のぶつかり合いしか決戦手段は残されていない。決する為ための差とは、即すなわち軍を率いる人間の統とう率そつ力りよく。

　本来的な戦の在あり方になるのである。

　刻ときは中天、天候は曇り。東方より一いつ塊かいとなり臨戦態勢を整えたリジア軍とぶつかる。

　右う翼よく左さ翼よくに展開したチシャとイルガの船団は、このひと塊かたまりとなったリジア軍の勢力を分断させる事。

　指揮を執とるチシャは縦たて一列になり、リジア軍の船団を分断すべく、突とつ貫かんを掛けた。

　当然、敵の反撃も凄すさまじく、近づくチシャの船団に対して、投石器による攻撃が迎えた。これをチシャの軍勢は細かに蛇だ行こうする事で回避。多少の損傷を受けた船舶もあったが、戦闘、航行に支障が出る程ほどの被害を受ける事はなかった。

　更さらに距きよ離りが近づくと今度は弓きゆう撃げきによる矢の雨が襲おそう。

「最大防衛！　反撃はするな！」

　兵たちはリジア船団から放たれる矢を、只管ひたすらに盾たてで受けるのみ。一いつ切さいの反撃をさせなかった。そのおかげもあって、ここでも死傷する兵は出ていない。

（まだだ。まだ耐たえろ。ギリギリまで耐え忍しのぶんだ）

　そう言い聞かせ。チシャは近づくリジア船団を眇すがめ見る。するとリジア船団も近づきすぎたグラウスタンディア軍に対し、弓撃の手を止め、次の戦闘準備に掛かる。

　接せつ触しよくの際に飛び移り、両軍が斬り合あう形になるのだ。こちらもそれを見み定さだめると、すぐに兵たちに準備を促うながす。

「全軍、決戦の装備を！」

　それまで盾を構えていた兵たちは一いつ斉せいに帯たい剣けんを抜き放ち、敵との決戦の為ため、船上にて陣形を組む。

　そして船はリジア船団を分断すべく、敵船団の中へと狭せまい隙すき間まを縫ぬうように滑すべり込んだ。

「グラウスタンディアが来たぞ！　飛び移れ！」

　リジア軍から放たれる命令の大音声。

「左方、絶対防ぼう御ぎよ！　船に移らせるな！　右方、リジア船団への攻撃を開始！」

　左側から飛び移って来るリジア兵に対して徹てつ底てい防戦を展開し、右側の引ひき剥はがす為ための船団に対しては攻撃を始めた。

　対するリジア側は、挟はさみ撃ちの形になる為ため、圧あつ倒とう的てきに有利と踏んで次々にチシャの船団に飛び移ろうとしてくる。

　船上は修しゆ羅ら場ばと化した。縄なわを使って飛び移って来るリジア兵を弓きゆう兵へいが射落とし、槍そう兵へいが突つき落おとした。飛び移ってしまったリジア兵は、即座に陣形を組んだ五人一組が取り囲んで血だるまにする。

　そして甲板の上で激しい戦闘が為なされる最さ中なか、下方で船を漕こぐ漕ぎ手たちは、その進路を次第に曲げてリジア船団を分断しにかかる。

　グラウスタンディア船団に圧おされる形で、リジア船団の最外部に位置する船団が剥はく離りするように離されて行く。

　この引き離したリジア船団に対し、チシャの軍勢は総そう攻こう撃げきをかけた。

　反対左さ翼よく側がわに於おいてもイルガが率いる船団が同じようにリジアの戦力を削けずろうと奮戦しているだろう。

　両りよう翼よくの戦力を削られたリジア船団の中心は、そのまま進行すればテティルが率いる主戦力と激げき突とつする事になる。

　それまで、何とかチシャの船団はこの引き剥はがしたリジア船団を押さえ込まねばならない。

　チシャ本人も剣を振るい、兵たちを鼓こ舞ぶし、飛び移って来るリジア兵を斬り捨すてては海へと投げ捨てた。

　白はく刃じんを翻ひるがえし、何人斬り捨てたかもわからなくなった頃ころ、遠方から救きゆう援えんを求めるラッパが鳴なり響ひびく。

　それはグラウスタンディア軍、テティル船団から発せられた物だった。




　テティルの船団とリジア軍主戦力は正面からぶつかる。敵リジア側も、ここを決戦の場と踏んだのだろう。その猛もう攻こうたるや凄すさまじい物があった。

　総戦力に於おいてリジア側の方が圧倒的有利ではあったが、テティルは巧たくみに陣形を組くみ換かえ、敵の船団を翻ほん弄ろうした。

　集団にならず、広く展開したテティルの船団は最初に来るであろうと予測された投石器による攻撃の被害を最小限に留とどめ、こちらも迎げい撃げきを開始する。

　弾道計算の為なされた投石で、敵リジア軍への攻撃を為なす。船上からの投石で両軍の距離は常に変化していたが、それを差し引いても弾道計算された投石の命中率は高かった。

　敵リジア軍に確実なダメージを与えながら、こちらの被害を最小に抑おさえ進軍していく。

　更さらに各船団に対し、音楽を使った作戦伝達法によって、細かな指示を与えていく。

　既すでにチシャやイルガがよく調練をしてくれた事もあって、船団の動きは思ったよりも速い。的確に三船ずつが固まり、陣形を作るとリジア船団へと突貫を掛ける。

　リジア船団もこれに対し、すぐに対応をした。元より海軍としての歴史が長いリジア海軍は迅じん速そくにグラウスタンディアの戦法に対し、防衛を中心とした戦闘に打って出る。

　両者の戦いは拮きつ抗こうしていた。

　僅わずか二刻（約四時間）の間に、両軍共に夥おびただしい数の兵が骸むくろへと姿を変えた。海は死者の亡なき骸がらで赤く染まり、血の臭においにつられた鱶ふかが集まっていた。

「ここが正念場です！　敵船団に対し止めを刺さします！」

　テティルの指示で、即座にグラウスタンディア船団は攻撃の手を更さらに強める。

　次々にリジア船団へと飛び移り、敵の船を奪って行く。

　だがその時、異様な事態が起こった。

　リジア船団を取り囲んでいたテティルたちグラウスタンディア船団を、別のリジア船団が更さらに取り囲んだのである。

「なにっ!?」

　敵船団に挟まれ、両舷からリジア兵が飛び込んでくる。

「落とせ！　グラウスタンディアに止とどめを刺せ！」

「リジアの勝利だ！」

　咆ほう哮こうを上げ、敵の軍勢はグラウスタンディア船団に飛び移ると、次々に交戦を始める。

　事態の把握に一いつ瞬しゆんの間があった。

　即座にテティルは二つの可能性を考える。

　一つは、チシャ、イルガの船団との交戦の末すえ、リジア軍がそれらを撃げき破はしこちらに駆けつけたという事。だが同じタイミングで、両方から来たリジア船団が現れた事を考えると、それではないだろう。

　だとすればもう一つ。

　それはこのリジア船団主戦力の後方の船が迂う回かいし、こちらに回り込んできたという事だ。

　今まで一個の集団で守りを固めているように見せかけて、内側、ないし後方の船を回り込ませたという事だ。

　これはグラウスタンディアにとって危機であると同時に、好機でもあった。

　それはつまり現在のリジア船団の中心の守りはスカスカであるという事である。

　ともすれば将軍セドゥールを討うつに格好の機会。だがそれと同じだけ、両面から攻せめられているという強大なリスクが存在する。

　この状況を回避するなら、即座にこの戦闘域を抜ぬけ、一度態勢を立て直す事。

　だがこちらが態勢を立て直すという事は、同時にリジアも態勢を立て直すことが出来るという事。

　あちらもギリギリのところで勝負に打って出たのだ。

「伸のるか……反そるか……」

　判断の遅れは最悪の事態を招く、どちらにも転ぶ事すらできなくなる。

（ここは……）

　下くだせるのか？　この最も重要な局面の判断を。この自分が。

　テティルは唇くちびるを噛かみしめ、敵船を眇すずめ見る。迷ってはいけない、と言い聞かせる。

　僅わずかの間の中でテティルの脳内が、高速で回転しあらゆる状況を映し出していった。

（……でも……自分は……）

　己おのれの弱さが脳内に蘇よみがえった。大切な所で、あと一歩踏み出せない弱さが顔を覗のぞかせた。

　この作戦の中で犯おかした自分の失敗が頭の中を駆け巡めぐる。それは人としての本能だ。同じ失敗を繰くり返かえさない為ために、過去の失敗がフラッシュバックする。

　だが今はその生存本能がテティルの判断を鈍にぶらせて来る。

（……怖こわい……怖いよ……）

　その時、そんな彼女を後あと押おしするように温和な声が響く。

「進みなさい」

「父様！」

「大だい丈じよう夫ぶ、テティルの判断で間違っていない」

　クラヴィスが目を潤ませながら立っていた。まるでテティルの思いを全てわかっているかのように笑えみを浮うかべる。

「お身体は……？」

「この重要な時に寝ねていられるか。下くだしなさい。その命令を。全軍に」

　湧わき上あがって来る。父の言葉に、心の奥おく底そこから勇気が湧きだしてくる。

　だからテティルは胸を張った。

「はい！」

　強く頷うなずきすぐに兵たちに向き直る。

「全軍、前進！　敵の将軍を討ち取ります！」

「「「「おおおお!!」」」」

　テティルの勇ましい声に兵たちは奮い立つように答えた。そしてこの局面に現れた名将の姿に血を滾たぎらせた。兵たちは、更さらに強く敵船団へと攻撃の手を強める。その間、外から攻撃を仕し掛かけてくるリジア軍に対し、徹底防戦で凌しのいだ。

「テティル！　救援を呼ぶのだ」

「でも父様……救援って……」

「チシャとイルガをこちらによこすんだ。総力戦をする」

「わかりました―――救援のラッパを！」

　即座にラッパの音が高らかと海を駆けた。




　チシャの軍勢は、引き剥はがしたリジア軍との交戦を打ち切り、即座に主戦場へと舵かじを切った。全速力で向かった主戦場となる海は血で赤く染まり、夥おびただしい数の兵の死し骸がいが浮いていた。

「これ程ほどの激戦とは……」

　すぐにチシャは状況を確かく認にんする。

　リジア軍が陣形を変え、グラウスタンディア軍を取り囲んでいたのだ。

　だとすれば、この取り囲むリジア軍を蹴け散ちらせ、という事だろう。

「いいだろうっ！　敵船団に衝角ラムを当てるのだっ！」

　すぐさまチシャの船団は回頭すると、取り囲むリジア船団向けて全速力で突とつ撃げきした。

　衝角ラムによって船腹に穴を開けられたリジア船は大きく傾かたむき、沈しずみ始める。

　航行はこれで出来ないだろう。

　すると他のリジア船団が、弓を構え矢を放ちこちらを牽けん制せいしてくる。

　チシャはそんなリジア船団の真横に船をつけると、次々に兵を送り、リジア兵を骸むくろに変えていく。

　そうして交戦している間に、今度は先さき程ほど引ひき剥がしたリジア船団が駆けつけ、ついに混戦の体ていとなった。両軍ともに入り乱れ、日が落ちても尚なお、その戦いの行方ゆくえは見えなかった。

　両軍疲ひ弊へいし、近きん距きよ離りを保たもちながら、視界の悪い夜となったこの状況では激しい攻撃はなかった。どちらも牽制し合いながら、不利にならぬように態勢を保つ。それはつまり、両軍の船が近きん似じした位置での睨にらみ合いを意味していた。

　そして夜や襲しゆうに備そなえ緊きん迫ぱくした夜を越こえる。

　そして白々と夜が明けると同時に、再び戦いが始まった。

　このまま、どちらかが最後の兵となるまで殺し合いは続くのではないか、そう思えるほどに長く、激しい戦闘だった。兵たちは疲弊している筈はずだったが、場の高こう揚よう感と緊きん張ちよう感とで完全に感覚が麻ま痺ひし、誰だれもが一いつ睡すいもしていないにもかかわらず、揚よう々ようと剣を振り、槍を突き、矢を放った。

　この戦いが何日も続けば、まずい事になる―――そうチシャが思い始めた時の事。

　東の空に長く尾おを引いた一本の煙けむりが上がった。その煙は二本になり、三本になる。

　狼煙のろしだ。

　そしてその狼煙が何を意味するのかもチシャは知っていた。いやチシャだけでなく、この場にいる全ての者が知っていた。

　それはグラウスタンディア軍がアラティア港を陥かん落らくさせた事を意味する狼煙のろしである。

　陥落させたアラティアからの使いが、船上からその報告の狼煙を上げているのだ。

　それ故ゆえに、次の瞬しゆん間かんに上がったのはグラウスタンディア兵たちの轟とどろくような歓かん声せいであった。

　そしてリジア兵はその歓声と狼煙の意味を理解し、武器をその場に捨てるように放った。

　完全降こう伏ふくを表す証しよう左さである。

　これ以上の戦闘には何の意味もない。それを理解したのである。




　クラヴィスは高く棚たな引びく狼煙を見上げながらその場に尻しり餅もちをついた。

　もう既すでに立っている事が出来なかったからである。目の前が真っ白になったような気がした。脇わきにいたテティルが何かを言っているのだが、どうも耳まで遠くなっている。

「父様！　すぐに船室へ！」

　微かすかに聞こえたその言葉を、クラヴィスは手で制せいす。

「いや、このままでいい」

「しかし！」

「見ろ。雲が晴れている。戦いくさに夢中で気がつかなんだ」

　空は小雨季の曇どん天てんが嘘うそのように青く澄すみ渡わたっていた。潮しお風が心ここ地ちよく頬ほほを撫なでる。

　心地よかった。どうにか任務を全まつとうしたという充じゆう足そく感が身体を包つつんでいた。命を張る軍人だけが得る事が出来る戦の終わりの充足感。それはこの場で生き残った兵たちが醸かもし出す、特有の空気が作り出だすものだ。率いた将はその特有の空気を受け、そして満たされる。

　それ故ゆえに、戦場に出る者はまた戦場へと帰っていく。そういうものなのだ。

　遠くから駆ける足音が聞こえた。

（急ぐな急ぐな。転んでしまうぞ）

　そんな言葉が心の中に思おもい浮かんだのは、走り寄って来る二人の幼い頃を思い出していたからだろう。

　その場に横たわるクラヴィスの顔を覗のぞき込むように、イルガとチシャが姿を現した。

「親おや父じ！　親父、大丈夫か？」

　心配するイルガの声に、クラヴィスはどうにか笑い返す。ちゃんと笑えていただろうか、とも思った。もう身体の中に一切の力が入らない。

　そろそろなのだな、と単純にそう思った。

　人の生き死には天命だ。どんな激しい戦地であろうと生き残る人間は生き残る。なんでもない日常生活で、運悪く死ぬ事もある。そう言った命数は容易に人の意思でどうにかできる物ではない。長く戦場を渡ってきたクラヴィスにとって死とはそういう存在だった。

　そんな中、僅わずかに距離を置いて口くち許もとを固く結んだチシャが見下ろしている。

　あれ程ほど泣き虫だったチシャが、今はこうして立派に兵を率いる軍人となった。それは並々ならぬ彼女の努力あってのものだ。そんなチシャの姿が嬉うれしくて、クラヴィスは涙を滲にじませた。チシャだけではない、イルガ、テティル、そして多くの子供たち。皆みなが立派に育ってくれたことが嬉しくて涙が出た。こうして死の床とこに伏ふした今だからこそ、子供たちの成長が嬉しかった。

　僅わずかに意識が揺ゆらぐ。目の前と過去が混在して見えた。幼いチシャが大声を上げて泣いている。クラヴィスはそんな彼女をあやすように笑った。

「そらそら、泣くな泣くな。チシャはいい子だ。なんでそんなに泣く？」

　混こん濁だくした過去の彼女の姿に、思わずそう呟つぶやいていた。

　するとその言葉に応こたえるように、チシャの声が降り注いだ。

「―――将軍。私は……泣いてません……私は……泣いてません」

　そうだ。彼女は強くなったのだ。泣き虫だった彼女は大人になり、決して人に涙を見せぬ、強い軍人となった。

　そう思うクラヴィスの頬ほほに、雨のような滴しずくがポタポタと零こぼれる。

「……泣いてません、将軍。私は……」

「……そうだな。おまえさんは泣いていない……やさしい子だから……」

　ゆっくりと、大きく、息を吐はく。身体の中から何かが少しずつ零こぼれていくのを感じる。

「おまえは……いつも……僕ぼくに心配をかけないように……泣くのを堪こらえていたから……」

　イルガが堪こらえ切れずに咽むせび泣いた。テティルも只ただ々ただ、流れる涙を止めようとはしなかった。

「いつも……泣きそうになると……不ふ機き嫌げんな顔をして……必死で堪こらえて……」

　チシャの息いき遣づかいが聞こえた。しゃくりあげるのを必死で堪えるのが伝わってきた。

「そうしてみんなに……心配をかけないようにしているのを……よく知っている」

　そろそろ時間だ。最後に子供たちの顔が見たかった。だが涙で霞かすんでよく見えない。

　自らの涙を拭ぬぐう力すら残っていない。

「………おとうさん」

　ぽつりと呟つぶやくようなチシャの声。

「おとうさん、やだ、死んじゃやだ！　やだ！」

　それは幼い日と変わらない泣き虫のチシャの泣きじゃくる声だった。抱き起おこされ、彼女の顔がぼやけた視界の向こうに僅わずかに見えた。わんわんと泣くチシャ。

　その向こうでは、自分とよく似た泣き顔の二人。そして自分に似て涙もろくなってしまった兵たち。

　――困った困った……こんな事ではまたバカにされてしまうぞ。

　そう思いながらクラヴィスは泣きながら笑った。




　皇暦２１７年２月――グラウスタンディア海軍将軍クラヴィス・ペイトン、イライア海峡にて戦せん没ぼつ。
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第二章　変遷







　バハマ湖より南、クコノスの谷に集結したジルバ皇率いるグラウスタンディア軍と、その谷を守るべく集結したリジア軍の睨にらみ合いは続いていた。

　バハマ湖という土地は両国どちらにとってもこの戦をする上での要所。

　この場を制する事が出来る国こそが、戦を制すると言っても過言ではなかった。

　そんなジルバ皇が率いる軍の中に、一人の千人長の男がいた。

　男の名をシュルツという。このシュルツ千人長は第一次リジア戦せん役えきの折に幾いくつもの戦果を挙げながら、それを評価される事がなかった人間の一人だ。

　そんな彼かれを周りの人間は気を遣ったが、シュルツは、

「それで構わない」

　といつも口にしていた。それが彼の口くち癖ぐせであるかのように。

　その言葉は彼にとって諦あきらめの気持ちから来るような物ではなかった。

　彼の中にあったのは、ジルバ皇に対する深い忠誠心だったのである。元より武門の出であったものの、決して家いえ柄がらがいいとは言えないシュルツの家系。それ故ゆえに評価はされ辛づらい。

　――でもそれで構わない。

　自分の矜きよう持じは、評価されることではなく、忠義を尽つくす事にある。

　父がいつもそう教えてくれていた。

　それは幼い頃のシュルツの心に、水がしみ込むように吸収され、当たり前の事となっていた。

　だから今の扱あつかいに不満など全く以もつてなかった。

　そんな彼の耳に入ったのは、現在ユースティナ皇女の旗き下かに入ったラング・クランツの噂うわさだった。

　彼とは同期で軍に入隊している。お互たがい評価がされない事を肴さかなに酒を酌くみ交かわした事もあった。だがラングもまた、その事を気に留めている様子はなかった。

　自分とは違う理由で、彼は今の状態で構わないと思っている事はわかった。

　ラングには自分程ほどの忠誠心はない。どちらかと言えば彼は、戦場にいられればそれ以上はどうでもいい、と考える如い何かにも戦いくさ屋やらしい考えだった。

　そんな彼の考えを不快とは思わなかった。同期でもそういう考えの人間がいるのだと、そう思っただけだった。

　彼はアラティア攻めの為ために暫ざん定てい特務師団長という職務に就ついているのだという。周りの噂では、なんだかよくわからない位くらいに就ついたラングに同情の声さえ聞こえてくる。

　だがシュルツにはわかっていた。

（ああ、自分より上に行ったのだな）

　同期であり、どこか似た所があると思い親近感を持っていたシュルツは、その事がちょっと悔くやしい気持ちにもなった。

　自分でもそんな感情になるんだな、と我ながら驚おどろいた程ほどだ。

　でもまあ……。

「それで構わない」

　と結局、その考えに落ち着くのである。

　そんなシュルツ千人長の下へ、一人の男がやってきた。

「ようシュルツ。調子はどうだ？」

　そう声を掛けてきたのはエルヴ千人長である。彼もまた自分と同じ燻くすぶっている男の一人だった。彼は出撃の機会すら与あたえられない事が多い。そう言った意味では自分はまだマシだとシュルツは自らを慰なぐさめていた。

「なんだエルヴ。今回は不運なおまえにもやっとチャンスが巡めぐってきたのかい？」

「いや。今回も後方支し援えんだ。とても戦果にありつけるとは思えねえ」

　その言葉を聞くのがシュルツにとっては救いだった。まだ自分は大丈夫。まだ自分より不運な男がここにいる。それがシュルツの正気を保たもっていたのである。

　だがそんな救い主は、シュルツを窮きゆう地ちへと追おい詰つめた。

「なぁシュルツ。知っているか？」

「なんだい？」

「どうやら、おまえさんも俺おれも嫌きらわれているらしい」

　その言葉にシュルツは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「嫌われている？　誰に？」

　身に覚えのない事にシュルツは少しばかり狼狽うろたえた。人当たりよく、敵を作らないように生きてきたはずの自分がいったい誰から嫌われているのだろう。そう思った。

　するとエルヴはつまらなそうな顔でこう言った。

「他の師団長や将軍たちにさ」

　シュルツは少しばかり苦い顔をする。

「自分は嫌われるような事はしないように気を付けてきたんだけどなあ……」

「そうだろうな。だがな、将軍たちは俺たちを活かつ躍やくできる場から徹てつ底てい的てきに追い出そうとしてるって話さ」

　その事実にシュルツは少しばかり理り不ふ尽じんさを感じた。でもここで不快な思いに身を委ゆだね、内部に諍いさかいを起こす事をジルバ皇は望むだろうか？

　いやそんな事はない。自分がいらぬ諍いさかいを起こしては皇に対する忠義を尽つくせない。それは忠義に悖もとる行こう為いだ。そう思い、湧わき上がってきた苦い感情を、飲み下した。

「くだらないね。好き嫌いで戦争は出来ないのにね」

「ああ、俺も同感だね。軍部内のイジメとはな。全く、ここは腐くさりきっているよ」

「おいおい、そんな悪口を言うもんじゃないよ。皇が聞いたら悲しむじゃないか」

　するとエルヴは一瞬シュルツを見て、そして気まずげに視線を逸そらした。

「………ああ、そうだな」

「そうだよ。いらないケンカは御ご法はつ度とだ。自分たちは皇の為ために忠義を尽つくす。それでいいじゃないか」

　やさしく諭さとすような口調でシュルツが言葉を重ねる度に、エルヴの顔は曇くもっていく。

「どうしたんだい？」

「どうもしねえよ」

　どうもしない、という顔ではない。何かあるという顔だ。

「話したくないって言うならそれで構わないけど、でもあまり外では口にしないでくれよ。そんな事で軍の中に諍いさかいが起こったら、皇が悲しむから……」

「黙だまれよ！」

　突とつ然ぜん断たち切きるように大声を上げたエルヴ。

　その勢いに押おされてシュルツは息を呑のんだ。ただ事ではない。それはエルヴの表情が語っていた。何か途と轍てつもない事を隠かくしている。苛立いらだちを露あらわにし、悔くやしさに歯を食いしばっているエルヴは、我が慢まんが出来ない、とばかりに言葉を放った。

「ジルバ皇、ジルバ皇って、シュルツ！　てめぇはどこまで能天気なんだ！」

「おいおい、そんな皇を貶おとしめるような口は慎つつしむべきだ」

「慎んでられるか！」

「何があったんだエルヴ」

「将軍たちに俺たちの事を悪く言っているのは……ジルバ皇なんだからよ！」

　その言葉にシュルツは絶句した。

　まさか自分たちを貶おとしめた張本人が、国皇であるジルバだったとは到とう底てい信じられるものではない。

「………おい、待ってよ、エルヴ……嘘だろ？　そりゃ何かの悪い冗じよう談だんだろ」

　シュルツにとってそのエルヴの発言を受け入れる事など出来るわけがない。

　自分は目立った戦果はない。政治がうまいわけでもない。

　だが皇に対する忠義は誰よりも厚い自信があった。決して他人に負けない物。それは皇に対する忠義。それは少なからず皇にはわかって貰もらえている、そう思っていたのだ。

「そんな筈はずはないよ……だって、自分は皇から嫌われる事なんて……」

「事実だよ……残念ながらな」

　肩かたを落としたエルヴは諦あきらめた口調でそう言った。

　自分には戦の才も、人を率いる才もない。そんなシュルツが努力し手に入れてきたのは、皇であるジルバからの信しん頼らいだ。

　皇は才能のある者しか評価しないというのか？

　忠義を尽くすだけの者には、貶める事しかしないというのか？

　だからこそ、尚なお更さら信じられなかったのだ。

　最もつとも信頼し、全すべてを捧ささげてきたジルバ皇が、自分を蔑ないがしろにしたという事実に。

「あり得ないよ、エルヴ。そりゃさすがに誤ご謬びゆうだ。皇が自分を見み離はなす筈はずは……」

「俺もそう思った……だから調べたんだよ」

「調べた？　皇を？」

「ああ………俺は今、ダカット皇子の下で、身の回りの事をやらしてもらっている。それで、皇子について、ジルバ皇への謁えつ見けんの席で下座にいる事もある」

「まさか、その時に何か……」

　そこまで問うと、エルヴは顔を歪ゆがめた。

「おまえの事を口だけの下らん男だと言い捨てた。しかも他の将軍たちがいる前で」

　愕がく然ぜんとした。身体からだ中じゆうから力が抜けて以下のような虚きよ脱だつ感が襲ってきた。

　立っている事もできず、その場でよろけた。

「嘘だ……嘘に決まっている」

「嘘じゃねえ……事実、この前の軍議でおまえを前線の一番危険な場所に配置する事を提言していたらしい」

「ま、まさか……死ねって事か!?」

　エルヴは溜ため息いきを吐つき首しゆ肯こうする。

「そういう事みたいだ。ひどい話さ。忠ちゆう節せつを尽つくしたおまえに、いらなくなったから死んで来いって扱いだ。ジルバ皇にとっては、捨て駒ごまの一つとしか考えてなかったようだ」

「信じない！　そんな事、信じられるか！」

　そう、自分の中で唯ゆい一いつ忠義を尽くす相手、それこそがジルバ皇なのだ。他の誰でもなく、自分は皇の為ためにこそある。そうやってここまでやってきた。そんな自分に目をかけてくれた皇が、いらなくなったからと突とつ然ぜん死しを覚悟の前線に送り出すなど考えられなかった。

　長きにわたる戦の中で、どれ程ほど自分が皇の為ために生きてきたかわからない。その気持ちが伝わっていなくても一向に構わなかった。シド将軍やシェルシュ将軍のように結果で応こたえる事の出来ない自分が出来る事は、皇に対する忠節のみ。いついかなる場合に於おいても、皇の為ためにこそこの身を捧ささげる事を第一に考えてきた。

　だからこの命を皇の為ために使うというなら喜んで捨てよう。

　だが無む為いな死、不要な死を享きよう受じゆ出来る程ほど、自分は落ちぶれてはいない。

　なにより、目を掛け続けてくれた皇がそのような事をする筈はずがない。

　そんな信頼の情がシュルツの中にはあった。だから、簡単にエルヴの言葉を信用するつもりなどなかったのだ。

「エルヴ、出て行ってくれないか？　僕にそういう事を吹ふき込もうとしてもダメだ。そんなでまかせ到底信じられはしない」

「……そうかい。まあ、おまえがそう言うなら別にそれでも構わないさ」

　エルヴは少し悲しそうな顔をして幕ばく舎しやを出て行った。

　シュルツはまだ内心の驚きよう愕がくと、胸の動どう悸きを抑おさえられず床しよう几ぎに腰こしを掛け、深く息を吐ついた。

　だが、そのすぐ後に開かれた軍ぐん議ぎに於おいて、自らの配置された場を見たシュルツは、エルヴの言葉が事実であると認めざるを得なくなった。

　自分が配置されたのは、前衛集団の中の筆頭であった。そこは傭よう兵へいなどに任まかされる事が多い死亡率が最も高い場所である。

　軍議に参加していたダカット皇子の言葉が頭から降り注いだ。

「今回の布ふ陣じんには皇からのご意見も拝はい聴ちようした上での決定だ。皆の健闘を祈いのる」

　皇からの意見を？　それはつまり自分のこの配置の事か？　邪じや魔まになった自分を排はい除じよする為ためにこのような仕打ちをしたというのか？

　今まで自分の中にあった忠誠心が瓦が解かいしていくような心地だった。

　軍議の後、自分がどこをどう通って幕ばく舎しやまでたどり着いたのか、よく覚えていない。気が付いたら自分の椅い子すに腰を掛け、天を仰あおいでいた。幕舎の天てん幕まくが風に揺ゆれて呼吸をしているようだった。

　自分は息をしているか？　自分は生きているのか？　自分は何の為ために生きているのか？

　問いかけが頭の中に浮かんでは消えて行った。

　全てをジルバ皇に捧ささげてきた自分への最後の仕打ちがこれかと思うと、寧むしろ笑いが込み上げてきた。胸の中が空っぽになっていた。もうどうにでもなれ、そう思っていた。それは自じ暴ぼう自じ棄きな気持ちに近いと感じた。

　死ぬ事への恐きよう怖ふより、皇に裏切られた事への感情の方が強かった。ただこの感情が怒いかりなのかそれとも憐れん憫びんなのか判断はつかなかった。形の定まらぬ感情が、ただ胸の裡うちにあるだけで、それが何なのか考えようという気持ちも気力も湧わいてこなかった。

　そんな幕舎の中に何者かが入って来る気配を感じた。だが、それをどうこうしようとも思わなかった。

「よう、シュルツ。気分はどうだ？」

　エルヴの声だった。それすらも今は答える気持ちにはなれず天幕を眺ながめていた。

「シュルツ。おまえの配置、あれはやはり噂じゃなかったな」

「……それがどうした」

　言った口の呂ろ律れつが回っていないが気にもならない。

「おまえはどうしたい？」

「どうも」

「どうも？　何もしたくないのか？」

　さて、どうなのだろうか？

「おまえは何かしたい筈はずだ」

　何かしたい？　そうなのだろうか？

「おまえの心の中には一体何がある？」

　何があるのだろう？　あるのはこの形を持たない感情だけだ。

「おまえの中にあるその感情は怒りではないのか？」

　怒りなのだろうか？　これを怒りというのだろうか？

「怒りでなければそれはなんなのだ？　人生の全てを皇への忠節に尽つくしたおまえへの、この仕打ちは何だ？　全てを捧げ、誰よりも努力し、皇の為ために生きてきたおまえが、その皇からこのような仕打ちを食くらって、怒りが湧いてこないというのか？」

　これは怒りなのだろうか？

「おまえは怒りに燃えたいと思っている。だがそれを押し止めている物がある。それは今まで当たり前におまえの中にあったモノ。それは皇への忠義だ」

　そうか、皇への忠義の気持ちがこれを怒りに変えずにすんでいたのか。

「だが、おまえが皇に忠義を尽くす意味はまだあるのか？」

　それは……つまり……。

「おまえを裏切った人間に、忠義を尽くす事に、どれ程ほどの意味があるのだ？」

　ないのか？　意味は？

「おまえはもう、おまえの為ために動いても構わないのだぞ。おまえは無む為いな死を迎むかえる前に、おまえ自身の為ために怒おこってやって構わないのだぞ」

　いいのか？　自分が自分の為ために怒るなどという事が許されるのか？

「誰も止めはしない。おまえが抱いだいてきた忠節が崩くずれた今、おまえはおまえの為ために怒りを露あらわにして誰が責せめられる」

　今まで心の中でもやもやと渦うず巻まいていた感情が次し第だいに形を成なし始めた。どこへも行き場のなかった感情が、ある方向性を見み出いだし、一度転がり出すと歯止めの利きかない燃え盛るような思いに晒さらされた。

　人生の中で、これ程ほどに燃え盛る感情に身を焦こがしたことがあっただろうか？

　ない。断じてない。

　止めどなく溢あふれ出す――それは憤ふん怒ぬだった。

　涙なみだが零こぼれ落おちた。今までのしこりが溢あふれだすように、マグマのように熱い怒りの涙が双そう眸ぼうを濡ぬらした。声を上げたかったが、呼吸もできずにただ涙だけを零こぼした。

　どれ程ほどそうしていただろう。そんなシュルツに、エルヴは囁ささやくように言った。

「協力する。おまえが怒りに身を委ゆだねようというなら」




　クコノスの谷南に陣じん営えいを張ったグラウスタンディア軍の決起会の場にジルバ皇が姿を現したのは、日が中天に達たつする頃ころの事であった。これより、リジアの要所であるバハマ湖を落とさんとする20万のグラウスタンディア兵の士気は高く、熱気を帯びていた。

　扇おうぎ状じように半円を作って整列する兵たち。その中心に立つジルバ皇に、全体が静まり返る。

　決して普ふ段だん目にする事すら叶かなわぬ皇族の姿に、兵たちは目を赤くした。

　皇の後方にはダカット皇子が控ひかえており、その背後を守るように立っていた。

　ダカット皇子付きの千人長であるエルヴに同行する形で、シュルツは皇子の背に立っていた。護衛上の理由から、腰には帯刀が許されている。

　皇までの距きよ離りは、僅わずかに４間（約７ｍ20㎝）――抜き打うちざまに斬きり倒たおすことが出来る。

　エルヴは自分に総そう括かつの場を与えてくれた。自らの中に宿った悪あつ鬼きに魂たましいを与えてくれた。

　自分はその為ために、どうなろうと構わない、そう思えていた。既すでにシュルツの中にあった矜きよう持じも生きる意味も、すべて破は壊かいされ伽藍がらん堂どうとなっていたのだ。

（やろう……裏切り者を）

　恐怖はない。当たり前の事を、当たり前のように為なす。ただそれだけ。それ以外の感情は必要ない、そう思えた。だから心の中は豊かだった。空っぽになった自らの心の中に、やるべき事、やらねばならぬ事があるという充足感。生きるという事は畢ひつ竟きよう、目的を持つという事だ。

　今までのシュルツの目的とは、皇の為ために全てを捧ささげる事。

　その志こころざしを挫くじかれた今、シュルツの胸の中にあるのは、それを下したジルバ皇への怒りであり、その皇へ誅ちゆうを下す事こそ本ほん懐かいであった。

　目の前でジルバ皇は高らかに俳優のような声を上げる。

「我わが皇国の兵たちよ！　愛すべき勇の士たちよ！　皇国は今こそ、宿敵リジアとの最終決戦へと歩み出した！　これは大陸統一への足あし掛がかり！　そして、我が皇国にとって、それは偉い大だいなる飛ひ躍やくへの足掛かりなのである」

　朗ろう々ろうと語られる皇の言葉を、皆食い入るように、そして息をするのも忘れて聞き入っている。決して兵たちの目になど触ふれる事のない皇の姿に、心臓が高鳴っているのだろう事は手に取るようにわかる。

　何な故ぜならシュルツの心臓は冷え冷えとしていたからだ。この場に於おいて、皆の温度から引ひき離はなされるように、孤こ立りつした魂が彷徨さまよっているかのようだった。

　演説は最高潮に達する。

　今を措おいて、他にない。

　全ての集中が皇に注がれるこの一いつ瞬しゆん――シュルツは飛び出した。

「いぁぁぁぁっ」

　そして腰に差した帯たい剣けんを抜ぬき打ちざまに、ジルバ皇を袈け裟さ懸がけに斬る。

「くはぁ！」

　傷口から血が吹き出し地面を濡ぬらした。場は騒そう然ぜんとするどころか水を打ったように静まり返っていた。誰もが今起こった事態を把は握あくしきれなかったのだ。

　一ひと太た刀ちをあびせたシュルツはすぐさま踵きびすを返す。

　エルヴが開けた道を通り、裏の繋つないだ馬に跨またがって逃とう走そうを図はかるのだ。笑いが込み上げそうだった。この場に於おいてシュルツはジルバ皇だけでなく、全ての指揮官たちに復ふく讐しゆうをしたのだという充足感に満たされていた。

　自らの行いが、良い事だとは思わなかった。だからと言って悪い事だとも思わなかった。この自分の行動に意味そのものを求める事が、愚かな事であった。

　だからシュルツは笑っていた。やさしく朗ほがらかな笑え顔がおを浮かべていた。

　あるべき形に今全てが収まったのだと、ただそう思ったに過ぎない。

　そんなシュルツの目には世界はゆっくりと動いているように見えた。飛び出してくる兵たちがシュルツを捕とらえんとする。だが一歩遅おそい。呆ほうけたその間がこちらにとっては、逃にげるのに十分な間を与えたのだ。

　駆かけるダカットを押さえているエルヴと共に、この場を―――。

　が、そんなシュルツは次の瞬間、信じられない光景が飛び込んできた。

「……何な故ぜ……」

　エルヴがダカット皇子を押さえているものだと思っていた。だがそのダカット皇子は自らの前に塞ふさがるように立ち、そして腰にあった剣けんを引き抜いたのだ。

「決起の場で皇に向かい剣を振ふり下おろした慮りよ外がい者が……！」

　彼は闘とう志しを漲みなぎらせ、シュルツに向かう。

　シュルツはその足を止め、同時にただ首を傾かしげた。

　――エルヴはどうしているのだろう。

　視線を向けると後方にはエルヴが控ひかえている。それはまるでダカットと共にシュルツの逃とう亡ぼうを阻そ止しするかのように。

　満たされていた心の底に穴が開いたような気がした。

　その穴からシュルツをシュルツたらしめる自じ我がとも言える感情たちが抜けていくような感覚。どうして、と思いながらも既すでにシュルツはその正体がわかっていた。

　――そうか……そうなのだな。

　その瞬間、大上段に構えたダカットの顔を見る。

「一刀のもとに斬り伏ふせてくれる」

　その顔は――僅わずかに笑っていた。

　確信に変わった。

　全て……全てが仕組まれていたのだ。

　そう、この男によって……そう思うと同時に、シュルツの意識は暗くら闇やみに沈んだ。

　それはダカットの刃やいばがシュルツに止とどめを刺さしたのか、それとも心の底の穴から自我が消え去ったからなのかはわからなかった。

　何な故ぜならシュルツには、もう思考をするという事そのものを放ほう棄きしていたからだった。




　ダカット皇子はシュルツ千人長を一刀のもとに斬り伏せると同時に走り出す。

　父であり皇であるジルバの下にだ。ダカットはジルバ皇を抱き起こすと、周りに憚はばかるように小声で囁ささやいた。

「――神を俺に渡せ」

　その言葉にジルバ皇は一瞬目を見開き、そして笑った。

「……そんな……事だろうと」

　どうやら全てを察したのであろう。この一連の暗殺劇がダカットによって仕組まれたものである事を。だが全てはもう終わった事。ジルバ皇が受けた傷は、致ち命めい傷しようとも言うべき深い傷である。
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「くれてやる……こんな呪のろいの楔くさび……おまえにくれてやるわ」

　そうかすれた声でジルバ皇が言った瞬間、ダカットの身体に衝しよう撃げきが走った。

　頭の中が揺さぶられるような感覚。

　たった一瞬でその意識は遠く、ネイレシア大陸を離れ、いつか見た豊ほう穣じようの土地へと移されていた。

　そこでは嘗かつて見た神々が、鎖くさりに繋がれ蠢うごめいている光景が見える。

　その中の一柱、精せい霊れい神シオンがダカットの下に降り立つ。

『其方そなたが新たなる皇となる者か？』

　その問いにダカットは不敵に笑って答える。

「左さ様よう」

　すると精霊神はダカットを見下ろしながら、静かに語る。

『其方そなたは先代とは違ちがうようだ』

「さて、何が違うというのだ？」

『ジルバは我をただ只管ひたすらに抑え続けた。我の声に耳を貸そうとはしなかった。最後まで抗あらがい、そして国という脈動の果てに戦地へ流された』

　ダカットは内心で成なる程ほどと得とく心しんするものがあった。ジルバ皇の戦への消極性は神への抵てい抗こうであったのかと、考えたのだ。だがそれでも神の意思か、それとも国という化け物に翻ほん弄ろうされたのか、ジルバの時代に戦争は幾いく度ども起こった。

　だがそれでもジルバ皇はその神の意思に逆らったのだろう。

　逆らった結果が、あの第一次リジア戦役という何物も生み出さなかった長ながく無む益えきな戦争だったのだ。そう理解した。

　だからこそダカットは神に向かい宣言する。

「我はジルバと違う。其方そなたら神々の意思通り、この大陸を統一せんとする者！」

　そんなダカットの言葉を精霊神は静かに聞いていた。

「我は大陸の心を一つにし、豊穣の大地を求める者に他ほかならん！　さあ、力を貸すのだ！　神という名の罪よ！　我と共にあれ！」

『善よかろう。為なれば我と共に在あれ。そして大陸の心を一つにして見せよ』

「当然！」

　その言葉を放つと同時に、ダカットの意識はあのクコノスの谷南に敷しいた陣じんに戻もどされた。

　自分の手の中には冷たくなった父がいた。

　精も根も吸い取られ、痩やせ細ほそってしまったかのように見えたのは錯さつ覚かくかもしれない。

　この短時間でそんな事は起こり得ない。当然神の仕し業わざでもない。神という無力な存在を知っているダカットにとって、それは明白な事だった。

　だから今、この手の中にいるグラウスタンディア皇国の前皇だったものが、そう見えたのはダカットの心しん象しように過すぎないのだ。

「父上、どうぞ安らかに」

　そう言ったダカットの顔には笑えみが浮うかんでいた。これで自分は大陸を制せい覇はする鍵かぎを手に入れた。そう思うと笑わずにはいられなかった。だが、それを他の者に見られてはならない。だから顔を俯うつむかせ、そして背を小こ刻きざみに震ふるわせた。

　その姿は、父であり皇であるジルバを失い、悲ひ嘆たんにくれているかのように兵たちには映った。

　どれ程ほどそうしていたか。

　ダカットはそんな父を、抱き上あげ段の最も高い場所にその遺体を恭うやうやしく置いた。

　聴ちよう衆しゆうはその様子をただ固かた唾ずを呑のんで見つめていた。

　そしてゆっくりと向き直り、聴衆に向けてダカットは大だい音おん声じようを発した。

「志こころざし半なかばにして、皇は凶きよう刃じんに倒れた！　勇ましきグラウスタンディアの兵に問う！　ジルバ皇が、このリジアの戦地まで足を運んだの何な故ぜか!?」

　全ての兵はダカットの言葉を聞きき漏もらすまいと息をするのも忘れて耳を傾かたむけた。

「皇の意思は打だ倒とうリジアに有り！　リジアを治おさめ、大陸に平和を齎もたらす事こそ皇の意思であったのは疑いようのない事！　なればその遺志を我々は継つがねばなるまい！」

　その言葉に兵たちが、「おうおう！」と声を上げた。

「我らが皇の不幸なる死は天に定さだめられしもの！　それに抗あらがう事の出来なかった皇の無念たるや、計はかり知れる物ではない！　それに報むくいる事こそ我らの使命！」

　再び兵たちから「おうおう！」と先ほどよりも大きく声が上がる。

「我は誓ちかおうぞ！　ジルバ皇の遺志を継つぎ、その理想を形にする事をっ！」

　兵たちから盛大な拍はく手しゆが上がり場を席せつ巻けんした。轟とどろくように打ち鳴らされる音を全身でダカットは受け止めながら、徐おもむろにジルバ皇の屍しかばねに向き直る。

　その瞬しゆん間かん、場は静まり返った。ダカットの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに兵たちは完全に呑まれていた。

　ダカットは深く頭を下げ、ジルバ皇の屍しかばねに祈りを捧ささげると、場内からすすり泣く声が漏もれる。それを受けながら、ダカットはジルバ皇の冠かんむりを手にするとそれを高々と天に向かって掲かかげた。

「天にまします精霊神シオンよ！　我はこの大陸に安あん寧ねいを齎もたらす者なり！　無益なる戦争を終結に導き、虐しいたげられた民たみを救う者なり！　我が名はダカット！　ダカット・クセルクセス！　グラウスタンディア皇国の新たなる皇―――否いや―――皇こう帝ていなりっ!!」

　宣言すると同時にその王おう冠かんを自らに冠かんする。

　瞬間、場は轟とどろくようにダカットの名を兵たちは叫さけんだ。その声は最後には一つに収束し、ダカット皇帝という声はクコノスの谷まで聞こえたという。

　たった一いつ時ときの間に起こった悲劇を、ダカットは見る間に希望に変えて見せた。その反動は大きく兵たちの士気を上げる事に繋がったのだ。

　そんな新たなる皇―――グラウスタンディア皇帝の周りに、不気味な神の姿が蠢うごめいている事を知る者は、その場に誰だれ一人ひとりとしていなかった。







断章　血染めのシュダール







　スクルタビア連合国西のシュダール邦ほう。

　上陸したラトルグ軍、タタル族右う賢けん王おうシャグリの一団は、順調に街かい道どうに沿って軍を進めていた。

　現在ラトルグ国は右う賢けん王おうシャグリ、ソホウ将軍、リョゲン将軍、ヨトク将軍の四将が軍を率ひきいて、それぞれの場所から上陸を果たしていた。各将軍の向かう先は、シュダール邦首都ラダ。それぞれが街道を上る形で、首都を目指す。

　そんなシャグリにはある目測があった。

　北方騎き馬ば民族である自軍は歩兵を持たない。全てが騎き馬ば兵のみによって編成されているタタル族の進軍速度は、他の歩兵を伴ともなった軍と比くらべて格段に速い。

　当然、最初にシュダール邦の首都ラダに到とう着ちやくするのは、自軍であろうという自負がシャグリにはあった。戦の経験が少ない者たちを中心にしていたものの、現在の所まで快勝が続いている。立て続けの戦せん闘とうに、経験値の少ない兵たちも、確実に力をつけ精強になっているのが実感できた。

（このままだと、ソホウたちが来る前に、俺一人で首都を落とす事も想定せねばな）

　そんな事を道々考えていたシャグリは街道の交わる街へと進軍の手を進めていた。

　この街はヨトク将軍の軍の進軍ルートでもある。当然のことながら、自軍が先に到着したものだと思っていたシャグリは、街を取り囲む城門を見て目を見開いた。

　城門は打ち破られ、そこから見えた街中は、戦闘を終えた後のような静けさを宿していたからだ。

「まさか……ヨトク将軍の軍が先に……？」

　到底信じられる物ではなかった。何しろ、聞いたところではヨトク将軍が率いる蝗こう族ぞくは誰だれも騎馬できる者がいないという話だった。つまり全員が歩兵。

　全員騎馬のこちらと比べても機動力が圧あつ倒とう的てきに低い筈はずなのだ。にも拘かかわらず、シャグリ軍より早くこの街に到とう達たつし、しかも既すでに陥かん落らくさせているという事実。

「どういうことだ……」

　驚愕しながらもシャグリは軍を街へと入れた。だがそこで目に飛び込んできた光景に、再び絶句した。街には人が一人もいなかった。

　いや正しく言うのならば、生きている人間が一人もいなかったのだ。

　あったのは夥おびただしい数の死体の山。老ろう若にやく男なん女によ問わず、全ての人間が殺されていたのである。

「何な故ぜだ……何故、ここまで殺さつ戮りくする必要があるというのだ……」

　戦せん闘とう員いんを殺しているのならわかる。しかし非戦闘員、しかも生まれたばかりの赤子に至いたるまで一人残さず殺すという徹てつ底ていっぷり。見せしめなどではない。ただ奴やつらは殺したのだ。

　しかもその方法があまりに残ざん酷こくであった。

　腹を引き裂さき、その腸はらわたを木に吊つり下さげていた。首という首が柵さくの頂いただきに突つき刺してあった。

　剥はがされた生皮が窓に張りつけてあった。

「……狂くるっている……こんなやり方……狂っている！」

　これはもう、殺す事そのものを楽しんでいるとしか見えなかったのだ。

　武人であるシャグリにとって、この所業は到底許せるような物ではない。これでは戦争ではない。ただの虐ぎやく殺さつだ。戦争のあるべき姿ではない！

　そう思った。

「全軍！　すぐにヨトク軍を追うぞ！」

　その命令は今にもヨトク軍へ攻こう撃げき命令を下しかねないような怒ど気きを孕はらんでいた。

　事実シャグリは怒り狂っていた。戦争とは生かす為ためにこそ死するものなのだ。だがこれは違う。生かす為ためではなく、殺す為だけに武器を振り上げている。そんなものは戦争とは言わない。これは殺人だ。無法というものだ。

　その怒りがシャグリの進軍を速めた。だが進しん撃げきを続けるシャグリの軍は決してヨトクの軍に辿たどり着つくことが出来なかった。シャグリ軍は次々に殺さつ戮りくの跡あとを目まの当あたりにし続ける事しか出来なかったのだ。

（何な故ぜだ……何故ここまで進軍が速い？）

　焦あせりにも似た感情がシャグリの胸中を駆け巡めぐった。ヨトク将軍の何もかもが見えなかったからだ。驚きよう異い的てきな進軍速度。理由なき殺戮。その全てがシャグリの常識を全て覆くつがえすものだったからだ。

　そうして漸ようやくシャグリがヨトク軍に追いついたのは首都ラダへ至いたるが、最後の関門の直前であった。だがその関門前までやって来て、またもシャグリは奥おく歯ばを噛かみ殺ころす事になる。

「……間に合わなかったか」

　そう呟つぶやいたシャグリの眼前には死体の山々があった。

　焼き殺された者の死体はのたうったように地面を這はった跡あとがある。生きながらに火にくべられたのだろう。死者の苦しみが伝わって来るようで胸が閊つかえた。

　この最後の関門の街でも、殺戮の宴うたげが繰くり返かえされたのは明白な事実であった。まだ死者の肉体は殺されて間もない。そう思い、シャグリは街の中を捜そう索さくする。

　するとそこで、ヨトク軍を発見したのである。

　彼かれらは既すでに最後の首都へと進軍する為ための準備を整えていた。

　だがその準備は、シャグリの知るものとはかけ離れていた。

　ヨトクの率いる蝗こう族ぞくたちは、食事をしていたのだ。だがただの食事ではなかった。

　それはこの街の人間を焼き、それを口にしていたのである。市民は生きたまま火の中にくべられ、焼き上がった物を蝗こう族ぞくが毟むしり取とって口に運んでいる。

　シャグリは胃の奥おくから込み上げてくるものを堪こらえたが、部下たちは堪たまらず外を向いて吐はきだしていた。堪たまらずシャグリは蝗族の一人を締しめあげると、

「ヨトク将軍はどこにいる！」

　と怒気を孕はらませた声で迫せまる。すると蝗族の男は「あー」とか「うー」とかと唸うなり声ごえを上げて指をさす。すぐにシャグリはその方向に行くと幕舎があり、その前には豪ごう奢しやな椅子に座すわったヨトク将軍が肉を頬ほお張ばっていた。それが人の肉である事は疑いようもない。

「貴様がヨトクか!?」

「ええ、そうです。なにか？」

　澄すました顔でヨトクはシャグリを不思議そうに見る。

「貴様、自分のしている事がどんな事かわかっているのか!?」

「戦……ですが？」

　さも当たり前のようにヨトクはそう言った。あまりに平然とそう言った彼に、シャグリは言葉を失ってしまう。これは戦ではない。絶対に認められない。その思いが腹の底から沸ふつ々ふつと沸わき上がって来る。

「占せん領りようした街の人間を殺戮し食らう事が貴き様さまの戦なのか！」

「左さ様よう。そうすれば兵へい站たんが少なくて済む」

　その言葉でシャグリは得心すると同時に絶句した。

　つまりヨトクの軍は、兵へい站たんの中でも食しよく糧りようを切り詰つめ、その代わり占せん領りようした街で食糧を略りやく奪だつし足りない分は民を殺して補おぎなっていたのだ。

　しかも蝗こう族ぞくの武器は山刀に近い物を二本腰に下げているのみ。弓は使わない様子だ。この山刀に近い武器は刀身が厚く簡単に折れたり曲がったりすることはないだろう。つまり代用の武器がいらない。それに輪を掛けて、彼らは食糧の運うん搬ぱんも必要としない。

　どうりで進軍が速いわけである。馬を使っていても、シャグリ軍は兵へい站たんを引いている。だから、ほぼ兵へい站たんが零ぜろのヨトク軍に追いつけるわけがない。

（そういう絡から繰くりか）

　シャグリはヨトクの目の前に立ちはだかり睨にらみ据すえる。
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「このような野や蛮ばんな行動は武人として慎つつしんでもらう」

　低く唸うなるように声を放った。しかしヨトクは全く意に介かいす様子もなく、

「断ります」

　と一言でそれを跳はね除のけた。

「なに？」

「シャグリ将軍、これは至って普ふ通つうの戦」

「普通だと？　この惨さん状じようが普通だというのか！」

「あなた方が少々敵に対してやさしすぎるのです。戦に負けた者からはあらゆる物を剥はく奪だつする――それが戦です。だから我々は彼ら負けた者からあらゆる物を奪うばい取る。男からは妻を奪い、母の目の前で子供を焼き殺す。老人の目の前で孫を串くし刺ざしに、最後は絶望した者たちの命を我々が平らげる。それって、戦った者が得られる唯一の権利じゃないですか」

　ヨトクはそう言って朗ほがらかに笑いながら人の肉を口に含ふくんだ。

　この男は人の言ことの葉はを話す鬼おにだとシャグリは思った。そんなヨトクは続けざまに、シャグリにこう言った。

「そうそう……シャグリ将軍。今こん作戦は、先についた将軍の指示に従したがい、攻撃を行う――これがコウソン殿どのから聞いている命令で間ま違ちがいありませんよね？」

　そう問われ、コウソンを挟はさんだ軍議の事を思い出だす。

　彼は、最もつとも早く首都へと進軍した将軍の命令に従うように、と言っていた。だとすれば、後続である現在のシャグリは、ヨトクの傘さん下かで戦をしなければならないと言うこと。つまりこの虐殺を幇ほう助じよしなければならないというのだ。

　それに気が付いたシャグリに、ヨトクはまた朗ほがらかな笑みを浮かべる。

「安心して下さい。どうやらシャグリ将軍はこの戦法がお嫌きらいのようだ。まあ、ラトルグで将軍職をしていても、これに迎げい合ごうしてくれる人は殆ほとんどいませんでしたから。ですから、シャグリ将軍が、私と同じ戦いをする必要はありませんよ。ただ―――」

　そう言ってヨトクが椅子から立ち上がる。その姿は圧倒的にシャグリよりも大きく見えた。まるでそれは立ちはだかる壁かべ。タタル族の雄ゆうと呼ばれた自分が、心の中に畏い怖ふの念を抱いだいている。

「一いつ切さい私の戦いに口を出さないように。いいですね」

　その笑いは威い圧あつ的てきというより、狂きよう気きに満ちていた。




　ヨトクの軍は、この街で捕とらえた人間を縄なわで縛しばるとそれを繋つなぎ行軍の列に加えていた。そして軍が進むたびに、彼らは少しずつ食糧に変えられていく。ヨトク将軍にとっては、この一いつ般ぱん市民の捕ほ虜りよは、歩く食糧なのだ。なにより捕虜である彼らの食糧も同どう胞ほうたちを焼いた物である事に、驚おどろきなどでは言い表せない衝撃を受けた。

　行軍の疲ひ労ろうと空腹を、同胞の血と肉で購あがなう行こう為いに、捕虜にされた民は涙を流し、怒りを瞳ひとみに灯ともした。途と中ちゆう、そのあまりに残ざん虐ぎやくな行為に気の狂ってしまった者から率そつ先せんして肉に変えられていく。その事が、捕虜たちの正気を保たもつ為ための最後の箍たがとなっていた。

　そうして首都ラダへと到着する。

　するとヨトクは投石器の提出をシャグリに命令した。シャグリの軍はタタル駒こまによって引いてきた兵へい站たんの中に投石器がある。それを組み立てている間に、後方からソホウ軍とリョゲン軍が到着した。当然ながら両軍もまたヨトク軍の傘さん下かに入らざるを得えない。

　つまりこれからヨトクがする事を黙だまって見ていなければならないのだ。

「じゃあ、始めましょうか。首都ラダを攻せめ落としましょう」

　静かな面おも持もちでヨトクは首都ラダの前に聳そびえる城じよう壁へきに向かう。

　ラダの城壁は街や皇こう宮ぐうを取り囲むようにその周囲を堅けん牢ろうに取り巻いている。四将軍が勢ぞろいし陣を構える方角に対して最大値の警けい戒かいをしているのは、見なくてもわかる。

　そこに対しヨトクは、他三将軍に待機を命じた。

　一人で戦果を挙あげ、褒ほう美びを独ひとり占じめしようとしているのではない事を、この短い期間ながらシャグリは承しよう知ちしていた。

　彼が――ヨトクがこれからしようとしているのは地じ獄ごくだ。

　その確信があった。そしてそれがシャグリの妄もう想そうでなかった事は、彼の行動が証明する。ヨトク軍は最前列にここまで連れてきた捕虜を配置し前進を始めた。

　シュダール邦ほう特有の装しよう束ぞくの群むれは、遠くから見ているラダの兵たちにも一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。ヨトクは人の壁を使って敵てき陣じんの障しよう壁へきまで近づいて行くのである。これにはさすがのラダの兵も弓を引くことを躊ちゆう躇ちよした。だが、それでも首都陥落を防がねばならないラダ兵は攻撃の命令を下さねばならない。

　その間かん隙げきを見み定さだめたように、ヨトクは捕虜たちに命いのち乞ごいをさせた。この場で、今まで以上に惨むごたらしく殺すと言われた捕虜たちは大声を上げて命乞いの泣き声を上げた。

　二万を超こえる捕虜たちの泣き声は当然、中にいるラダ兵たちに聞こえ渡わたり、どうにか下そうとした攻撃命令を止めるに至いたった。だがヨトクの本領はここではなかった。

　ヨトクはそんな命乞いをする捕虜のうち五百名を見せしめに殺し、串刺しにして城門の前に晒さらした。その後に、千人の眼球を抜き、投石器に乗せるとそれを壁の向こうに放った。

　城壁の内側には眼球の雨が降ふった。更さらに目玉をくり抜いた捕虜の首を落とすと、また投石器に乗せて、城内に投げ入れ続ける。

　この繰り返しが五日に亘わたって続いた。そしてついにラダ兵の一人の気が狂い、城壁から身を投げたのだった。

　一人の気が狂うとそれは伝でん播ぱする。城壁から身を投げる者が続くと同時に、城壁内で仲間同士の諍いさかいから命を奪うような刃にん傷じよう沙ざ汰たが何件も起こった。

　勿もち論ろん、絶対数からいえばラダ軍が瓦が解かいするような数ではない。だが、その狂気に満ちたヨトクの行動に恐怖している者が大半であったのが事実であり、またいつこれらの兵が後を追って気をおかしくするかも時間の問題のような空気が蔓まん延えんしていたのである。

　この状じよう況きようをただ見守る事しかできない事にシャグリは怒りを噛かみしめた。

「これのどこが戦だ！」

　幕ばく舎しやの中で煮にえくり返った感情を吐はきだした。そんなシャグリの頭の上からソホウの声が降ってきた。

「これが奴の投とう獄ごくされた理由だ」

　幕を潜くぐりながら入ってきたソホウもまた苦り切った顔をしてシャグリの前まで来ると、床しよう几ぎに腰こしを掛けた。

「まったく、正せい視しに耐たえない」

　溜ため息いきを吐つくソホウに、シャグリは顔を上げ問いかける。

「ソホウよ。あのヨトクという将軍は、昔からああなのか？」

　するとソホウは少し考える風に黙り、それから徐おもむろに口を開く。

「いつごろからああなのかは知らん。だがラトルグの軍に入った当初から頭一つ抜けて強い男がいると噂うわさされていたのは事実だ」

「それがあの男なのか？」

「左さ様よう。死をも恐おそれず勇ゆう敢かんに敵へと突とつ貫かんして行き、そして確実に戦果を挙あげて帰って来る。そういう事があって、ヨトクは異例な程ほど早く特進していったのは事実だ」

「旗き下かの兵を全ぜん滅めつさせた、という話もあったな？」

　するとソホウは少し言いづらそうに視線を動かす。

「ああ、それはおまえたちタタル族と戦っていた頃だ」

　こちらに気を遣つかっているのだろう。

「気にするな。お互たがいの利権があって戦っていたのだ。それを今、どうこう言うつもりはない」

「ああ、妙みような気を遣わせた。すまない」

　シャグリは気にするなと首を振る。

「それで我々タタルとの戦いの折に何があったというのだ？」

「さあて、どうかな。……ただ北の地は何分、兵へい站たん線せんが途と切ぎれやすい」

「そうだろう。実際我々も、おまえたちの兵へい站たんを切る戦略に出ていたのだ」

「うむ。そういった意味でヨトクの軍への兵へい站たんが完全に切れてしまった事が嘗かつてあったようだ。剣が折れ、食糧が尽つきたヨトク軍が最終的に、敵てき刃じんに倒れた兵の死肉まで食って生き延びた、という話を聞いたのは彼らが帰き還かんしてからだ。完全に食糧がなくなると負傷兵まで食ったらしい」

　ソホウの話をシャグリは頭の中に思おもい浮かべて顔を顰しかめた。凄せい惨さんな状況であっただろう。昨日まで共に戦っていた仲間を食うという所業。とても耐たえられるとは思えない。

「その中でヨトクという男は狂ってしまったのだろうか？」

　問いかけるとソホウは首を捻ひねる。

「いや、そこまではわからん。元々そういった狂気を裡うちに棲すまわせていたのかもしれない。ただその戦いで、ヨトクの狂気が表に出てきた……それだけなのかもしれん」

「戦乱の世に於おいては、そういった種類の人間が出て来てもおかしくはないとは思うが、だが、戦で狂った者は長生きができん」

「それがあの男が元より狂っていたのでは、と疑う所以ゆえんさ」

　ソホウの言葉に僅わずかながらシャグリは得とく心しんした。狂気に呑のまれた者は、引き際ぎわを弁わきまえぬ狂戦士になる。いくら強くとも、そういう人間は決して戦場で生き続ける事はできない。だが、ヨトクは今もこうして生きている。だとすれば、彼は狂気に呑のまれたのではなく、元より持っていた狂気と共存してきただけなのかもしれない。

「成なる程ほどな………それに輪を掛けての、あの蝗こう族ぞくだ。最悪の組み合わせだ」

　それには流石さすがのソホウも溜ため息いきを吐ついた。

「俺おれもそう思う。蝗こう族ぞくは昔から、『無欲の箍たが』という思想で生きている山中に住む民族だ」

「無欲？　とんでもない！　あれは暴欲のバケモノだ」

　思わずシャグリは吐はき捨すてるように言った。するとソホウは酷ひどく真ま面じ目めな顔で付け足す。

「そう、だから『無欲の箍たが』なんだ。人生の全すべてを無欲に過ごす事で、その欲の箍たがが外れた瞬間に狂気に身を落とす。嘗かつてラトルグ国が戦った折にも、あらゆる村や町を食くい尽つくした。ラトルグは蛮ばん族ぞくだと、蝗こう族ぞくの討滅を謀はかろうとしたが、蝗族は兵力差に降こう伏ふくし、いずれラトルグの窮きゆう地ちには、族ぞく滅めつの覚悟で加勢する事を誓った」

「それがこの戦いか……」

「箍たがの外れた奴らは食くい尽つくす。欲望のままに、動くものすべてを食い散らかし、殺戮していく」

　そういう文ぶん化か圏けんである事にはシャグリとて多くを言えるわけではない。

　タタルとラトルグとて文化や価値観の違いは大きい。それを今いま更さらどうこう言える物ではない。それでもあの戦いには反吐へどが出る。あれを戦いくさだと言って憚はばからない事には怒いかりが込み上げる。

　それはソホウもまた同じであったのだろう。苦にがり切った顔で奥歯を噛かみしめている。

「もしコウソンのやつが、それを加味してヨトクに蝗こう族ぞくを付けたのだとしたら、かなり悪質とも言える。奴なら、こうなる事はわかっていた筈はずだからな」

「考えあっての事か……？」

「だと思う」

　どのような考えで、こんな地獄絵図を描えがこうと思ったのだろうか。あの底知れぬ雰ふん囲い気きを纏まとったコウソンという青年にシャグリは薄うすら寒さむい物を感じた。

　まだ彼は若い。兎と角かく国を動かすような年ねん齢れいではない。

　女じよ帝ていレイリンに仕つかえていた一いつ介かいの侍じ従じゆうに過ぎなかったと聞いている。

　だがその裏で行われていた七人の姫ひめの血で血を洗う女帝の座を懸かけた政争の陰かげで、彼が暗あん躍やくしていたという噂も聞く。

　今回の出兵に対して、彼がヨトクと蝗こう族ぞくの使し役えきを提案したのは事実。もしそれらを加味して考えれば、彼は全てを計算してこの戦いを行っている可能性が非常に高い。

　それが一介の将軍にすぎないシャグリにとっては不ふ愉ゆ快かいでもあった。

　戦は戦。政治は政治。そういう考えがシャグリにはあるからだ。戦争が政治的問題の解決手段である事はわかっている。それでも戦場に立つ人間にとっては、政治の事などわかりはしない。政治屋は戦場には立たぬ。それが根本的な意義の在あり方の違いなのだと思っている。

　それでも尚なお、あのヨトクは同じ戦いくさ人びととして相あい容いれない者なのだと実感している。

「まだ、あれは続くのだろうか？」

　そう問いかけると、ソホウはコクリと頷うなずいた。

「最初に到着した将軍の指示に従したがう。それが出しゆつ陣じんの際の取り決めだ。レイリン様が到着するまで、この地獄絵図は続く」

「……そうか」

　そう返事をし、その後二人は無言になった。




「ご気分が優すぐれぬ様子ですが……」

　コウソンの言葉にレイリンは我に返ったように顔を上げた。

　馬車の外に広がる光景にレイリンはただ心を痛めていた。痛まない筈はずはなかった。自分が命じて起こった事態である。

　スクルタビア連合国シュダール邦ほうの街をレイリンを乗せた馬車と、それを護衛する兵の列が延えん々えんと伸のびていた。

　既すでに四将軍が陥落させた街の中に危険はない。

　あるのはうずたかく積つまれた死体。無残に木に吊つるされた死体。生きたまま焼かれた死体。

　うち捨てられ腐ふ乱らんしたかつて人々だった物の山に、目の奥から涙なみだが込み上げそうになった。

　だが決して泣いてはならない。世界に安あん寧ねいを齎もたらすと決めたその時から、もう涙は流してはならぬと誓ったのだ。非道極きわまりない事を為なしても、それでも自分はそれをするのだと決めたのだ。だからこそ、この光景を目に焼き付けねばならない。

　無念の裡うちに死んでいった多くの人々の姿を。彼らの平和と希望を礎いしずえとして、より多くの人間の安あん寧ねいを手に入れるのだと、そう決めたのだ。

「いいえ、問題はありません」

　だから力強くそう発した。自分を律りつし、目的の為ためには如い何かなる事も厭いとわない。もし自分がここで日ひ和よるような事があれば、もっと悲ひ惨さんで、もっと多くの人間が苦しむ事になる。それではこの死んで行った者たちが浮かばれない。

　だから自分が弱気になってはならないのだ。そう決意しコウソンにその目を向ける。

「四将軍は既すでに首都ラダに到着しているという話ですね？」

「左さ様ようにございます。伝令の報告では、予想通りヨトク将軍が最もつとも早く首都に着いたとの事」

「そうですか。では……」

「はい、首都ラダにいる王族を始めとした人間を精神的に追おい詰めている筈はずです」

「そこに、アレを使うのですね」

「はい」

　そう言ってレイリンは馬車の後方に目を移した。

　レイリンの馬車の後ろには布が架かけられた台車が列を為なしている。一つの台車をタタル駒ごま数頭立てで引いてもその足取りは重い。

　新たな戦術の兵器――そうコウソンは口にしていた。

　この武器が戦争を変える。そしてこれを使う事がスクルタビアを落とすのに、最もつとも被ひ害がいを少なくさせる事の出来る唯ゆい一いつの武器。だからこそ、これを使うしかない。

　そうしてレイリンたちの行軍の列はついに、首都ラダにまで伸びた。

　ラダの城壁の前に陣を張った将軍たちの陣じん営えいの最前列にはヨトク将軍が地獄絵図を繰くり広ひろげていた。捕らえた捕虜の命いのち乞ごいを延えん々えんと聞かせ、そしてその目をくり抜ぬき、首を刎はね、胴どう体たいをバラバラにして街の中に投げ込む。とても人のする所業には見えない。

　だがこれでいいのだ。恐きよう怖ふし屈くつ服ぷくさせる。絶対に逆らってはならない相手である事を、骨の髄ずいまで刷り込む事。それが目的なのだ。

　レイリンを前にしたヨトク将軍、シャグリ将軍、ソホウ将軍、リョゲン将軍はそれぞれ傅かしずき深く頭こうべを垂たれた。そんな将軍たちにレイリンは宣言する。

「このシュダール邦を落とす事で他三国をも屈服させます。最後の一ひと押おしを決行します。皆みな心して掛かりなさい」

「「「「はっ！」」」」

　そうして四将軍に対し、コウソンは新兵器の説明に入る。こんな物は今まで扱あつかった事がなかった各将軍は、ただただその説明に目を丸くするばかりであった。

　本当にこれで、このシュダール邦が、ひいては他三国までもが屈くつ服ぷくするのか。

　全員がそんな疑問を感じていた。

　各陣営が取り囲むように首都ラダの城壁を取り囲むと、その兵器を並べ立てる。

『雷らい轟ごう』と名付けられた巨きよ大だいな筒つつ。ここに黒こく炭たんのような粉を装そう填てんし、鉄球を仕込む。そして導火線を使って着火させると、それは轟ごう音おんを立てて鉄球を吐はきだした。

　それは真まっ直すぐに飛び、首都ラダの城壁を打うち壊こわしたのである。

　その威い力りよくにソホウ将軍は只ただ々ただ目を丸くした。

「………なんて威力だ」

　その日一日、雷らい鳴めいのように空気を引き裂さく音がラダの街を包囲し尽つくした。四方八方に包ほう囲い網もうを巡めぐらせた各将軍が、次々にこの首都の城壁を破は壊かいし尽くしていったのである。

　ラダの市民は只ただ々ただ恐怖に怯おびえた。既すでにヨトク将軍の残ざん虐ぎやく極きわまりない所業に追い詰められた精神に、止とどまる事のない雷火の粉の炸さく裂れつする音。そして雷らい轟ごうから放たれる鉄球が城壁を破壊する音に誰もが頭を抱かかえ神に祈いのっていた。

　二日目を迎むかえても砲撃が鳴りやむ事はなかった。首都ラダを取り囲む長大な壁は全て破壊され、後は街の中へと攻せめ込こむだけである。

　だがこの段に於おいて、レイリンは攻撃の手を止めた。

　静まり返った戦場、取り囲む大たい挙きよした兵たち。

　そして暫しばし待ち続けると、ラダの街の中から白旗を上げた数人の使節団が姿を現した。

　その使節団をレイリンは迎え会かい合ごうの席を設ける。

　どんな言葉が出てくるかなど、もう解わかっていた。

「我わがシュダールは、ラトルグ国に対し降伏いたします」

　その言葉をレイリンは鷹おう揚ように頷うなずき、受け入れた。

　そしてまず行われたのは、ヨトクが連れていた捕虜たちの解放である。また、首都ラダの一部を接収し、そこに住んでいた住民に対し立たち退のきを勧かん告こくした。住んでいた民は、先祖から受け継ついだ土地を離はなれる事に難なん色しよくを示しめした。だがこれに対し抵抗する者は、徹てつ底てい的てきに処刑していく方策を取った為ため、彼らの抵抗もすぐに鎮ちん静せい化かしていったのだった。

「これで良かったのですね？　コウソン」

　レイリンの問いかけにコウソンは静かに頷うなずく。

　この無法とも言えるやり方を提案したのはコウソンであった。

「土地を奪われた者、そしてヨトク将軍のした残虐な振舞いを見ていた者たちは、もうこの国に留とどまる事はないでしょう。恐怖し、近きん隣りんの国々へ散って行くはずです」

「そうすれば、このラトルグのした所業が流る布ふされると？」

「左さ様ようにございます。雷らい轟ごうの威力と、抵抗する者に対する無慈悲な行おこないを聞いたスクルタビア三国が、どう出てくるかは明白です」

「抵てい抗こうするかも、とは考えないのですか？」

「出来ないでしょう。雷らい火かの粉と雷らい轟ごう、この二つの新たな兵器を前に、正しい判断が出来る国家体制が整っていれば、どうすべきかなどすぐにわかる事です」

　たしかにコウソンが作らせた砲台は、これまでの戦闘と一線を画かくすものに他ほかならない。

　おそらく戦いくさの形式はこれを機に、圧倒的に変わるだろう。

　そうして事実、この数か月後、スクルタビアの他三国が降伏する事になる。

　だがこれら小国同士が群れる連合国なら、この新兵器の脅おどしが利きくが、大国であるグラウスタンディア皇国、そしてリジア宗しゆう旨し国家であるなら話が変わって来る。

　今現在も戦が続く彼の国のどちらが勝つか。それがこれからの大きな課題となる。

　ラトルグ国が大陸制覇に動いた事で、両国は警戒を強める事は間違いない。戦うとなれば激しい戦闘になるだろう。

　それまでに、この新兵器の量産態勢を整えねばならない。だが量産には人の手が多くかかる事になる。そうなれば最もつとも懸け念ねんされるのは、情報の流出である。

　これが仮にグラウスタンディアやリジアに渡れば、戦せん況きようは一気に見えなくなる。

　早々に終わらすために、これら非道なる手段も厭いとわなかったのだ。それなのに、戦争が長引くことになれば、被害は甚じん大だいな物となる。

　だからこそ――まず行わねばならない事は………。

　これから執とり行われる『神喰の儀』を前にレイリンは緊きん張ちようを漲みなぎらせた。

　シュダール国の王を前に、ラトルグが征服した事を示す為ための儀式。

　これを執とり行う事で、シュダールの神は完全にこの世から姿を消すことになる。

　それはスクルタビアの他の三国にとっても脅威である事は間違いない。

　そして、逃にがした者たちからの噂が真実であると知らしめる為ための儀式でもある。

　国の終わりの焔ほむらを、上げる事にする。

　世界にシュダールが消えた事を示すのだ。

　そう決意し、レイリンはゆっくりと立ちあがった。

　首都ラダの中心に位置する王宮には、レイリンを迎える為ために傅かしづいて待つ王の姿があった。

　頭こうべを垂たれ、他のシュダールの官僚たちと同じように伏ふくするその姿に、シュダールの家臣たちは皆みな涙なみだを禁じ得えなかった。そんな彼らの中心をレイリンは静々と歩みを進める。そして傅かしづく王には一いち瞥べつもくれる事無く、王座に腰を下ろした。

「面おもてを上げよ」

　その言葉にシュダール王のみがゆっくりと顔を上げ、レイリンに顔を向けた。

「これより神喰の儀をせんと欲す」

　レイリンの要求に宮廷内が騒めいた。即そく座ざに脇わきにいたコウソンが声を上げた。

「静まれ！　女帝の前だ！」

　棘とげを刺すような言い様に再び宮廷内は静まり返る。

　それを待って、再び口を開く。

「国くに譲ゆずりは、異国に於おいても常つねにこの儀を以もつて行われる。その慣例を破るつもりは毛頭ない。……否いな、この慣例こそが、ネイレシア大陸における本質。たとえ断ろうとも、結果は変えられん」

　するとシュダール王が、レイリンに目を向け落ち着いた口調で話を始めた。

「我も一国の王故ゆえ、神々の慣例を除のけるつもりは毛頭ございません。謹つつしんでお受けいたします」

「潔いさぎよい事です」

「ただし、どうか、お約束していただきたい」

「申せ」

「シュダールはこれよりラトルグに全面的に下る代わり、これ以上の国内に於おける非道なる虐殺をお止めいただきたい！」

　その言葉は王としての最後の嘆たん願がんであった。この神喰の儀を終えれば、確実に王は処刑される。それを覚悟しているのは、彼の目を見ればすぐにわかる。

　だが彼が案ずるのは、国民たちの安あん寧ねいであった。首都ラダで、そしてそこに至いたる道中で繰り広げられた虐殺の数々を、この王は聞き知っているのであろう。だからこそ、最後に民の安寧のみを嘆たん願がんしたのだ。

　だがレイリンは表情一つ変える事無く冷淡な口調で返した。

「其方そなたの邦くに、並びにスクルタビア連合国四国に対し、遣けん使しを送った筈はず。そこで我の言葉を聞いておらぬのか？」

　その言葉に、王は勿もち論ろん、臣下たちも一いつ斉せいに顔を青くした。

「余よは言った筈はず。無抵抗でラトルグへ下るのならば隷れい属ぞく的てきに扱うが、抵抗をするのであれば国民の最後の一人まで血祭りに上げると」

　そう、どちらを取っても地獄の選せん択たく。戦うしかない道を選ばせた。

　そして戦った結果、圧倒的なラトルグの兵力と、非人道的な戦略、そして新たなる兵器を前に完全なる敗北を喫きつした。

　あとは、もう国民総虐殺しか残ってはいない。その事実を変えるつもりはない、とレイリンは口にしたのだ。

　今、この場で、シュダールの家臣たちが暴れ出してもおかしくない程ほどの緊張に包まれる。

　勿もち論ろん、この場で武器を持たぬ彼らが暴れたとて、四方に配備された将軍たちが即座に骸むくろに変える事はわかり切った事だ。

　そんな中、シュダール王はただジッとレイリンの目の奥を見つめる。その冷たい瞳の奥にある意思を探るように、息もせずに。

　場は汗の滴したたる音すら聞こえそうな静せい寂じやくに包まれた。

　ここでシュダール王が、やれ、と命ずれば家臣たちは喜んで命を捨てたであろう。

　だがそのシュダール王は笑えみを漏もらす。

「ラトルグ女帝レイリン様の御意思、確かく認にんさせていただきました」

　そして深く頭こうべを垂たれた。

「我われに抵抗の意思はございません。どうぞ善よきにお計はからいを」

「その覚悟、潔いさぎよし。賞しよう賛さんに値する」

「ありがたきお言葉」

　そう言うとシュダール王はゆっくりと立ちあがり、家臣たちに向き直る。

「今日まで我に尽つくしてくれた忠臣よ、シュダールの歴史は今こん日にちを以もつて終わりを告つげる」

　王の言葉に家臣たちから咽むせび泣く声が漏もれだした。

「泣くな、勇敢なる我わが忠臣たちよ。シュダールの歴史は終わり、其方そなたらもこの場を以もつて死んだ。これよりはラトルグの臣として生きよ」

　その言葉の意味が捉えられず家臣たちは両の眼まなこより涙を滴したたらせる。

「さあ、これよりは神同士の儀式を行う場。其方そなたらは外に出ていてもらいたい」

　そうしてシュダール王は家臣たちを宮廷の大広間から追い出した。

　大広間はレイリンとシュダール王以外、誰だれ一人ひとりいなくなった。先ほどまで詰つめかけていた兵や家臣たちがいなくなると、途と端たんに広く感じる。

　そしてシュダール王はレイリンの座る玉座から距きよ離りを取ると、ドカッとその場に胡坐あぐらをかいた。

「肩かたが凝ったわい」

　あけっぴろげたその態度にレイリンは僅わずかに目を細める。これが本来の彼の姿なのだろう。王でも神をその身に宿す者でもない、一人の人間としての姿。

　レイリンはそれでも変わらずに口を開く。

「よろしいのですね？」

「ああ、構わん。覚悟はしていた。だが、最後に一つ聞かせてくれ」

「なんでしょう？」

「大陸を本当に制せい覇はするつもりかい？」

「―――はい」

「何な故ぜ、今更？」

「嘗かつて……国の形が小さく、まとまりがなかった時代。その頃ころは神々を取り合うこの大陸の戦は常に大きく動き続けていました」

「ああ、そうだ。だが、国同士がまとまりだし、大国の顔ぶれ――つまりは今の形が形成されたころから、戦の在あり方は変わっちまった」

「そうです。お互いが神を取り合い、大陸を制覇すれば、戦乱の世は終わると信じていたのに、大国同士では今までの様に隣りん国ごくを容易に落とす事が出来なくなってしまった」

「グラウスタンディアとリジアの戦せん役えきがまさにそのいい例だな」

「はい。悪戯いたずらに戦乱を長引かせ、膠こう着ちやく状態が続くという戦争。それが現代の戦なのです。お互いが牽けん制せいし合い、踏み込もうとはしない戦……そしてこの状態が続けば、無む為いに民の平穏が脅おびやかされるだけで、何なに物ものも産むことはない。国同士が疲ひ弊へいし、そのしわ寄せは民へと行きます」

「だから俺たちスクルタビアは戦をしない道を選んだ。神を取り合うという意志に反して連合を組み、他に付け込まれない道を選んだ」

「それではだめなのです！」

　レイリンの強く放たれた言葉が大広間の中に木こ魂だました。

　シュダール王もその勢いに呑のまれたように押おし黙る。

「それでは……いつまでも人は神の傀かい儡らいでしかない……この大陸に閉じ込められ、自ら選択する事もできず、ただ無む為いな戦を繰り返すだけの時代がいつまでも続いてしまう」

「―――それを、変えようというのですな？」

　そう言ったシュダール王の目は、全てを察した叡えい智ちの光を宿やどしていた。

　おそらくはこれからするであろう、レイリンの大陸制覇を最もつとも理解しているかもしれない。同じ神を宿したこの王であるのなら。

　だが、彼はこの場で神を失い、そして国民の前で処刑される。それは決まっている事なのだ。

　これを覆くつがえす事は出来ない。それはラトルグという国が、生なま半はん可かな覚悟で大陸を制覇しようとしているのではない、という意志表示に他ならない。他の国に対し、そして大国であるグラウスタンディア、そしてリジアに対しその意志を示しめす行為なのだ。

「始めましょう。神を終わらせる儀式を」

「左さ様ようでございますな」

　そう言った瞬しゆん間かん、レイリンの背後より長く蜷局とぐろを巻く神が姿を現した。

　そしてシュダール王の背後からも、岩のような身体を持った神の姿が可視化される。それは、この大広間を埋うめ尽つくすような巨大さであった。

　人の世に於おける、この世ならざる者たちの顕けん現げんする瞬間。

　神を宿す事で、人としての箍たがを外れた者たちが集つどう瞬間。

　この儀式は、この大陸に於おいて必要不可避であり、そして国が消えていく事を示すものなのであった。




　零帝二年（皇歴２１７年）二月。

　この日、シュダール邦首都ラダから光の柱が高く天を突ついた。

　巨大なこの光は、遠くグラウスタンディア、そしてリジア宗旨国家に於おいても観測された。

　この現象の正体を知る者は少ない。

　歴史学者、国文学者などは、過去に幾いく度ども観測されたこの光の柱に対する文献を漁あさった。

　国が滅びる時に観測される光の柱。

　神の命が尽つきる時に放たれる、最後の光。

　それがシュダールという邦くにの最後を世界に示していた。

　だが多くの人間はただこの神々しい現象に、手を合わせ祈るばかりであった。

　それは家族の安あん寧ねいであったり、我が子の帰還であったり様々であった。




　　　　※※※※




　頭がぼんやりとする。

　あの光を見ていると、心が泡あわ立だつような気がする。朦もう朧ろうとする意識。

　遠方に立ち上る光の柱を目にした時から、自分が自分でないような感覚を味わっていた。

　神の最後の絶命の光が天を焦こがし、それは夜や半はんとなっても収まる事はない。

　違ちがう、これは感情じゃない。

　これは自分がするべき事、リュリュがすべき事。

　気が付くと、そこは暗くら闇やみの底だった。

　自分ではない者が幾いく人も立っている。

「あなたは誰だれ？」

　自分とよく似にた存在。自分と類似点の多い存在。

　半分を人間として、半分を神として生きる者たち。

　この世界に於おける戦を左右すべき少女たちが只たた佇ずんでいた。

「私はハクレイ。貴方あなたと一いつ緒しよ」

「そう」

　ハクレイと答えた少女はリュリュに向かってニコリと笑って見せた。

　リュリュはただぼんやりと見つめ返す。彼かの女じよが何者であろうとあまり自分には関係のない事だ。そう思ったのだ。

　だが彼女は、そんなリュリュを興味深げに繁しげ々しげと見つめる。

「貴方あなたは珍しいわ。だって食欲がないんだもの？」

「そんな事……ない」

「いいえ。食欲がない。底抜けに世界中を食いちぎる欲求を抱えてない。なんで？」

　その問いかけにリュリュは首を横に振ふった。

「知らない……私は私のまま。欲求も何も、生まれた時のまま変わりはしない」

　だがハクレイはそんなリュリュを逃がさないとでも言うかのように、肩を掴つかみ笑え顔がおを向けてくる。

「そんな筈はずはない。だって私もウツロ。貴方あなたもウツロ。ウツロと生まれたからには、この世界を食いちぎる為ために生まれて来たということ。それをなんで？」

「知らない！　知らない！」

　思わずハクレイの手を振ふり切り、彼女から距離を取って睨にらみ付つける。しかしハクレイは一いつ瞬しゆん鼻はな白じろんだような顔をすると、再び笑みを浮うかべる。

「やっぱ貴方あなた変よ。何な故ぜかしら？　人の魂が悪く影響なんてするのかしら？　ううん。そんな筈はずはない。人の魂は、所しよ詮せん人の魂。誰の半神となっても、それがウツロの欲に関係する筈はずがない」

　リュリュは彼女から、ジリジリと後退りながら注意深く彼女の目の奥おくを覗のぞき込んだ。

「――――え……？」

　そんなハクレイの目の奥には、なんの色もなかった。暗く沈しずんだ深い闇やみが横たわっていた。一瞬、リュリュは彼女の瞳の中にある闇の中に吸い込まれてしまいそうになる。

　咄とつ嗟さに、両手で自みずからを抱だき、どうにか踏ふみとどまる。

　怖こわい――と感じた。

　こんな事は初めてだった。どうしてこんな感情と呼べるようなものが、自分の中に生まれてしまったのか、皆かい目もく見当もつかない。

　そんなリュリュの姿を見てハクレイは尚なおも楽しそうに鼻歌を口くち遊ずさみながら飛び跳はねた。

「やっぱりあなた変よ。おかしい。でもそれは後天的な物ね」

　そう言って彼女は自らの瞳ひとみの中の闇を濃こくした。暗く沈んだ闇が押し寄せ、リュリュは震える。闇の中でハクレイの笑い声だけが響いた。

　気が付くとハクレイの姿は、自らの瞳の闇の中に消えて行った。

　リュリュは漸ようやく息を吐はく。

「………クロム………クロムはどこ？」

　呟つぶやくようにそう言って、身を震ふるわせた。







第三章　王の進撃







　天高く伸びる光の柱を前に、クコノスの谷南に陣じんを敷しいたダカット皇こう帝てい率いる軍勢は息を呑のんでいた。吉きつ兆ちようの前触れか、それとも凶兆の前触れか、誰もがそれが如い何かなるものであるのか知らず、その事に怯おびえる者もいれば奮ふるい立つ者もいた。

　そんな光の柱を指したダカットは兵たちの前で、高らかに声を上げる。

「見よ！　あれこそは神の光！　我がグラウスタンディアを守護する精せい霊れい神シオンが我らを鼓こ舞ぶする為ために示しめした光！　立てっ！　我がグラウスタンディアの勇いさましき勇者たちよ！」

　その言葉に、兵たちは一いつ斉せいに奮ふるい立ち、高らかに鬨かちどきを上げた。

　怯おびえていた者はそれが精霊神シオンの為なす奇跡と知って目を輝かせ、奮ふるい立っていた者たちはより血気盛んに声を上げた。

　だが当のグラウスタンディア皇こう帝てい、ダカット・クセルクセスはこの光が何であるのか知っていた。

（神が死んだか……）

　方角からして、スクルタビアのどこかである事は間ま違ちがいない。

　攻せめたのはスクルタビア内の国か？　それともラトルグか？

　ラトルグでは女帝が即位したという情報が既すでに入って来ている。もしそのラトルグがスクルタビア連合国へ攻め込んだのだとすれば、かなり迅じん速そくな動きをした事は確かである。

　おそらく女帝即位の前に、既すでに根回しが始まっていた事は間違いない。

　もしラトルグがこのネイレシア制覇の戦乱に飛び込んできたとなると、それはかなり危険な事だ。そうでなくても、リジアに次つぐ大陸第二位の軍事力を持った国家だ。

（だが、このグラウスタンディアとリジアの戦せん役えきに顔をつっこむような事はなかろう）

　という判断はすぐに出来た。

　ラトルグがここで第三国として、この二国間の戦争に手を出せば、泥どろ沼ぬま化かする事は必ひつ須す。それがわかっていない筈はずはない。

　だとすれば、奴やつらはこちらが安心して戦争を進められるように敢あえてスクルタビアを攻めた、という事に納なつ得とくが行く。

（狸たぬきばかりの国だ……小こ賢ざかしい）

　だがそれで良かった。この状じよう況きように他国が首を突っ込んでくる状況こそ、最悪の事態を引き起こすからだ。現状、グラウスタンディアはラトルグから冊さく封ほうを受けているが、その恩おん恵けいはないに等ひとしい。いや、この戦乱を機に、そう言った条約を全て破は棄きする事だって考えられる。それ程ほどに、今の大陸間の情勢は逼ひつ迫ぱくしている。

　いつ、どこが裏切るのか……。

　そんな事も見えない状況なのである。

　だからこそ即そく時じ、ダカットは軍を動かした。リジア宗旨国家を落とすのなら今を措おいて他にないからだ。時を間違えてはならない。今、この場で進軍しなければ大陸の未来は、また数百年に亘わたり動くことなく膠こう着ちやくの体ていを擁ようする事になる。

「行くぞ！　勇ゆう敢かんなるグラウスタンディアの勇士たちよ！　リジアとの戦役に今こそ終止符を打つのだ！」

　皇帝の言葉に、全ての兵が奮い立った。

　ダカット率いる軍勢は、今までとは比べ物にならない程ほどに士気が高こう揚ようしていた。その勢いは留とどまる事を知らない。シド・レオナントス将軍率いる軍勢が最前に立ち、クコノスの谷を守る軍勢を蹴け散ちらしたのであった。

　そして勢いを止める事無く、谷の中へとなだれ込む。敵はその勢いに押され算を散ちらしたように後退していった。続くシェルシュ・ニカノール将軍の軍が続き、そしてダカット皇帝の軍勢もまたクコノスの谷を渡った。

　そしてついにグラウスタンディア軍は、バハマ湖へと続く岩石砂漠へと歩ほを進めた。高い士気と勢いをそのままに、ダカット皇帝は進軍命令を出し、シド将軍が牽けん引いんするようにバハマ湖へと攻め入った。快かい進しん撃げきとも言えるその勢いに、リジア軍は完全に逃げ腰ごしとなる。

　結果、皇歴２１７年、２月も下旬に入った段階で、バハマ湖の南側を占せん拠きよするに至いたったのである。

　だがこの戦勝にシドは訝いぶかしげな顔をした。

「どうも易やすぎるな、この戦い」

　それに同調するように、シェルシュが頷うなずいた。

「あたしも、そう思うわ。要かなめのバハマにも拘かかわらず、こんな簡単に進められるのはおかしい」

「状況をダカット皇帝にお伝えした方がいいかもしれんな」

「そうね。もしかしたら、この先に大きな罠がある可能性もある」

「少し慎重になるべきか……」

「あたしはそう考える」

「うむ」

「それに気になる事があるの」

「なんだ、気になる事とは？」

「あたしたちが占せん領りようしたこのバハマ湖南なんだけど、民間人の退避が終わっているのは別に普ふ通つうなんだけどさ………」

「家財から食しよく糧りようまで、一いつ切さいを引ひき払はらっていた事だな」

「うん」

　シドを含ふくめグラウスタンディア軍がバハマ湖南を占領した段階で、民間人の退避が既すでに終わっていた。それだけであれば当然の事だが、全すべての食糧や日用品までもがなくなっていた事に、違い和わ感かんを覚えた。その事にシェルシュが言げん及きゆうしたのである。

「あのさ、この戦い方ってさ、この前のシオニアの……」

　そこまで言われてシドは手を打った。

「そうか、クロム殿どのがやった村ごと移動させた……」

「そう。敵に食糧となる物を渡さないために、それらを全てシオニアに輸送させたあの策と同じなのよ」

「だとすれば、今度は儂わしらがおびき出だされた、と考える事もできるな」

　するとシェルシュは眉まゆを捻ひねって苦笑いをする。

「まあ、考えすぎかもしれないけどね。だって敵への兵へい站たん線を切る事は、戦の常じよう套とう手段なんだから。これは至いたって普通の策とも言えるしね」

「まあ、勿もち論ろんそうなんだがな」

　シド、シェルシュは揃そろってダカットの下へ向かい、この話を伝えた。それに対たいして概おおむね彼かれも同意見であったのか、

「そうだな。俺おれも一筋縄でいくとは思っていない。あちらにとってもバハマを易やす々やすとは手放したくはないだろうしな。この先に某なにがしかがあると考えるのは至し極ごくまっとうだ。だがこの高まっている士気が落ちるのも怖い。敵の狙ねらいはそこかもしれんからな」

　と言った。確かにここで躊ちゆう躇ちよし、士気が下がる事の方が恐おそろしい。

　今までが快進撃であった分、士気が下がり始めると反動で歯止めが利きかなくなる可能性があるからだ。なにぶん、長い戦せん闘とうに身体は疲ひ弊へいしている。だからこそ、士気が最も重要なのだ。

　ここで下へ手たに慎重になると、兵たちは困惑する。これ程ほどまでの快進撃を何な故ぜ止めるのか疑問を持つ兵が増え始める。それは軍への不信へと変わり、士気はどんどん下がっていく。

　この負の連鎖こそが戦に於おいて一番恐ろしいのだと、シドもシェルシュもよく知っている。士気を維持できるかどうかで、戦況はすぐに覆くつがえってしまうのだ。策などは二の次、三の次の話なのである。どんなに繊せん細さいに練ねられた策であろうとも、士気の高い兵たちによって屡しばしば崩される事を、何度も経験してきた。

　ここ一番の状況である今こそ、士気の維持が最も優先されるところである。

「では士気を維持しながら、慎重に進めます。ダカット皇帝は後方にて……」

　しかし彼は、首を横にふった。

「士気が最も下がってはいけないこの時期に、私が前に出ずしてなんとする？　兵たちを鼓舞する事こそ皇帝の務めではないか？」

　これにはシドもシェルシュも目を丸くした。今までのジルバ皇からは到とう底てい聞けないような言葉だったからだ。決して前へ出ようとはしない中ちゆう庸ようなスタンスの皇。臆病なのかと言えば決してそうではない。慎重に過すぎたのだ。だが慎重である事は時に多くの災いを招くことになる。それが長きにわたって続いてしまった第一次リジア戦役である。

　賢けん皇であったが故ゆえに、戦に於おける機き微びを理解できなかった存在。

　だが新たなこのダカット皇帝はどうやら違う。それはともすれば暴君にもなり兼かねない程ほどの戦の素質を持った皇であった。時代を動かすことが出来るのは、賢者ではなく暴君である。




　進軍命令にダカット皇帝を中心に、シド・レオナントス将軍が前ぜん衛えいとして、バハマ湖北側へと軍が前進を始めた。だが対するリジアもこれに対し徹てつ底てい防戦の構えを敷しいている。簡単には崩せない事は明白。

　軍の中ちゆう枢すうであるダカット皇帝はこの状況を眇すがめ見ながら、

「要かなめのバハマ湖だ。敵も死力を尽つくすつもりのようだな……」

　と状況を正しく判断しているのは見て取れる。

　何よりそれを指揮していたシドがその状況を正確に見抜いていた。

（これはかなりの兵力を以もつてこちらに迎え撃っている事はわかっている）

　大軍勢であるリジア軍の規模は見えないものの、簡単にバハマを受け渡す筈はずもない。

　シドの軍勢はバハマ湖の西側を迂う回かいする形で、リジア軍と激げき突とつした。敵の守りは固い。正面からの衝突をリジア軍は必死で耐たえ抜ぬく。

「だがその程てい度ど！　グラウスタンディア皇国、攻めのシド・レオナントスの前では敵ではない！」

　その声に兵たちは気勢を上げ、更さらに激しくリジア軍とぶつかった。

　その時である、リジア軍に異変が起こった。

　角つの笛ぶえが高らかに吹き鳴ならされる。それは正面にいるリジア軍の中からではない。

（一体どこから!?）

　シドはその角笛の出所を探した。山側からの奇き襲しゆうではない。

（だとすれば――）

　シドの視線が湖の方角へと注そそがれる。その湖面を何十隻せきという船が滑すべって来るのが見えた。

　援えん軍ぐんである。シドの率いる軍勢の横っ腹にぶつけようというのだろう。

　だがこの時、更さらに奇き異いな事が起こった。

　なんと正面のリジア軍の中から歓かん声せいが上がり、それはみるみるうちに周りへと波は及きゆうしていく。同時にリジア軍は一いつ斉せいに気勢を上げ、守りから一転、攻めへと変容したのだ。

　その攻めの姿勢たるや、死をも恐れぬような激しい衝突。

「なんだ!?　いったいリジアに何が起こっている!?」

　それでもシドは狼ろう狽ばいせず、状況を見み定さだめた。援軍が来たとはいえ、左さ程ほど大きな軍勢ではない。では何な故ぜここまでリジア軍の士気が高まっているのか。

　斥せつ候こうに最前の状況を探さぐらせながら、慎重に様子を窺うかがう。するとすぐさま斥せつ候こうからの報告が来た。

「お伝えします。リジアの援軍は常つねにはあらず！」

「どういうことだ!?」

「おそらく、あちらの言い分を聞いている限り、その内容から判断すると、あの援軍はリジア宗旨国家法王ターバの軍勢」

「なにっ!?」

　道理であちらの士気が極限まで高まっている訳だと、シドは冷静に得とく心しんした。

　こちらと同じくして、敵リジア軍は王を出してきたのだ。

　この状況に、無理に進軍をすれば多くの死者と取り返しのつかない損害を被こうむる事になる。

「後退する！　全軍、ゆっくり後退し、敵との交戦を避さけるのだ」

　その命令に、軍は敵を牽けん制せいしながらゆっくりと後退を始めた。

　だがその時、更さらに後方から大きな気勢が上がる。轟とどろくように「おおう、おおう！」という大合唱が聞こえてくる。

　それがグラウスタンディア軍の物ではない事は、その空気感からすぐに察さつせられた。

「……まさか」

　それはクコノスの谷の方角。グラウスタンディア軍が通過したクコノスの谷から、大きな気勢と共に、規則正しい軍ぐん靴かの音が聞こえてくるようだった。

「挟はさみ撃うち――という訳か!?」

　しかし状況が見えない。後方に埋まい伏ふくしていたのか、それともアラティア港の方角から進軍してきた軍なのか、そこまでは判断が付かなかった。

　シドは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をすると、急速に撤てつ退たいする命令を下したのだった。




　軍営まで撤退したシドはダカット皇帝、シェルシュ将軍と共に、状況の確認を行った。

　事実、先ほどのシドの勘かんは正しく、後方クコノスの谷方面からリジア軍が新たに攻めてきたらしい。

　それらの状況を統とう括かつするダカット皇帝が口を開いた。

「どうやらクコノスの谷を攻めている間にリジア軍は隠おん密みつ裏りに隊を分団し、どこかに埋まい伏ふくさせていたらしい」

「それが今、後方より攻め入るリジア軍という事ですか？」

　聞いたシドは厳いかめしい面つら構がまえで唸うなった。いつの間に、という疑問が最初にあった。あの光の柱を前に、誰もがそれを見入っている間にやられた、という事だろうか？

　いや、だとしても、数があまりに多すぎる。そんなシドの疑問にシェルシュが口を開いた。

「おそらくだけど……あのリジア軍は南から来たと思われるわ」

「なに？　南？　それはつまり………」

　言葉を詰つまらせたシドに対してシェルシュもまたコクリと頷うなずき返す。

　それが如い何かなることかわかっているからだ。

　南からリジアの大軍勢が攻めてくるという事。それはつまり、ユースティナ率いる軍勢とどこかでぶつかるという事なのだ。あちらの戦況は逐ちく一いち、伝令から聞いていた。先日の段階でアラティアを陥かん落らくさせたという報告が大おお鷲わしで伝えられている。

「街かい道どう筋で考えるのならば、たしかにアラティアにユースティナ皇女が到とう着ちやくした後なら通れるが……」

「それは不可能よ」

「だろうな……ユースティナ皇女がアラティア入りしたのは２月の上旬。それ以降に街道を通ってきたのなら、どんなに強行軍をしたとしても、バハマまで間に合う訳がない」

「でももっと早くにバハマに向けて侵しん攻こうしてくるのなら、ラング軍にぶつかる筈はず……」

　時間の経過から、南から軍勢を差し向けるというのは不可能。もしこの戦場に間に合うように南から侵攻してくると、確実にラング軍かユースティナ軍と交戦する事になるのだ。

　街道を使わずに、大軍勢を動かすなど到底考えられる物ではない。

「もし街道を使わないとしたら、あの山脈を越こえるしかなかろう」

「でもそれこそ無理な話よ。東リジアが乾季ならまだしも、今あっちは小雨季」

「もしあの標高の山脈を越えようともなれば、風雨に晒さらされ方角を見失うか」

「高い所では雪になっているって話よ。乾季に越えようとしても死者が出ると言われてる」

「当然、あの軍勢を越えさせれば、死者だけでなく兵の疲ひ労ろうの蓄積も尋じん常じようではない筈はず」

「ええ」

　では一体どこから湧わいて出てきたのか？

　その疑問は結局解ける事はなかった。だが重要なのはそこではない。

　現に今、南から大軍勢がクコノスの谷を包囲し、こちらへ交戦を仕し掛かけて来ているのだ。

　これを如い何かにするか――それが目下の議題である。

　そしてこの議題で一番重要な事は、それを率いる将校だ。

「率いている将校が名のある者かどうかまでは判断が付いていない。斥せつ候こう隊からの報告でも、敵てき陣営の規模も将校もわからずと言うことだ」

　するとそれまで黙だまっていたシェルシュが徐おもむろに口を開いた。

「あれはおそらく、ナターシア・リブレリアかと……」

　その言葉にダカットが訝いぶかしがるように目を眇すがめた。

「リブレリア……皇都に攻め入った中にいた若い指揮官将か？」

「はい。隠密裏に埋まい伏ふくさせた策略。兵へい站たん線を切る為ための方策。軍の機動力を生かした挟はさみ撃ち。小賢しいかのように見える一つ一つの策を、的確に積み上げていく計算式は、あの指揮官将以外はベルゲン・アディクくらいのものでしょう」

「リジア十二貴族か……しかし、そのベルゲンである可能性は？」

「ベルゲンではない確信もあります。あの男はもっと底知れぬ方策を打って来る。ともすれば味方すら謀たばかるような方策を。それで考えれば理りに適かない、的確に積み上げた方策が功を為なすこの戦いはナターシア・リブレリアに相そう違いないと思われます」

「――なるほど。して、軍勢の把は握あくは済んでいるのか？」

「斥せつ候こうを出しておりますが、敵の士気は高く、注意深い行動を取っているため、深入りが出来ない状況にあります」

　ダカット皇帝は眉み間けんに皺しわを寄せ唸うなった。的確とも言える敵の陽よう動どうに乗ってしまった事を後こう悔かいしても仕方がない。この場合、ダカットの判断が、物を言う事になる。

　シドが意見を口にした。

「現状、目算ではありますが、北側に陣を張るターバ王の軍勢は30万はいるかと思われます。そして北側、指揮官将ナターシアが率いる軍勢は、おそらく10万から20万」

　リジアに於おける出しゆつ撃げき可能な軍勢の全てを、このバハマに投入している――という事になる。この事実に、全員が息を呑のんだ。

　グラウスタンディアが、全力で敵を攻めるのと同じように、リジアもまた全力を以もつて迎え撃ってきたのだ。

　グラウスタンディアの軍勢は20万。更ｓらに食糧武器の補給を受けるべき兵へい站たん線が切られた現状。

「ダカット皇帝。ここからターバ王を討うつか……それとも、退却の道を切り開くか、どうぞご判断を！」

　シドが迫せまるとダカットは暫しばし黙もつ考こうしているかのように目を瞑つぶった。その間、シドとシェルシュは固かた唾ずを呑のんで皇帝の言葉を待つ。

「シェルシュ、聞かせて欲ほしい」

「はっ」

「このまま、後方からの攻こう撃げきをどこまで防ぎきる事が出来る？」

「兵へい站たんが切れるまでは必ず防いで見せます」

「ふむ……シド」

「はっ」

「30万の軍勢の中にいるターバ王を討ちとる事は可能か？」

　シドは暫しばし黙もつ考こうした。この言葉を言うべきか迷った。それは軍人の矜きよう持じに悖もとる発言にも思えた。シドの軍人の人生に於おいてこんな言葉は後にも先にも口にした事はなかった。これが人生に於おいて初めて口にする、弱者の言葉だった。

「怖れながら皇帝………それこそ敵の術中かと思われます」

「なに？」

　僅わずかにダカット皇帝は顔を歪ゆがませた。だがシドは言葉を紡つむぎ続ける。

「この度たびのバハマ湖攻め、我々はどれも敵の作中にあったように思います。しかも、その上で此こ度たびの背水の陣。逃にげ場をなくし、そして目の前にリジア法王をぶら下げられた時、我々がどう出るかは明白な事でしょう。だが、この状況を改めて良くお考えください。この状況を作ったのは、我々ではなく、リジアである事を」

　するとダカット皇帝は押し黙り口に手を当てた。彼にも思い当たる所があったのだろう。

　この状況は出来すぎている。もうグラウスタンディアは、ターバ王の首を取るしか、道がないようにしか見えない。だからこそ、危険であると感じた。

「皇帝、これは長くグラウスタンディアの軍を指揮し、戦い続けてきた将としての勘でございます。リジアは、我々の侵攻を誘発しております」

「……ふむ。なるほど。ではシド将軍。其そ方ちは撤退をすべきだと？」

「左さ様ように。今、ダカット皇帝を危険に晒さらすような事態に比べたら、撤退を厭いとうべきではないと判断いたします。一度バハマから撤退し、元の場所に陣を敷き、兵站線を復旧させる――これこそが最良の策と存じます」

　ダカットは「ふむ」と頷うなずくと、次にシェルシュに顔を向けた。

「シェルシュ将軍はどう考える？」

　するとシェルシュは数瞬黙考するような間を空け口を開く。

「確かに、現状況はリジアのお膳立ての上で成っており、そして最大の好機にも見えるのは確か。故ゆえに、皇帝は攻めるべきかと」

「ふむ……………わかった。判断は明朝下す。両名下がってよい」

「「はっ」」

　シドとシェルシュは深く礼をし、ダカットの幕ばく舎しやを後にした。空は煌こう々こうと星が輝き篝かがりの光がなくとも足元まで見通すことが出来る。

　歩くのに不安はなかった。そんなシドは、やれやれと溜ため息いきを吐つく。

「まったく、どこまで行ってもおまえとは意見が合わんな」

　するとシェルシュはケラケラと笑って見せる。

「そうね。どこまで行っても意見が合いそうにないわね。でも今回は弱気じゃない。まさか、攻めのシド・レオナントスが撤退を進言なんて」

「ふんっ、仕方あるまい。今回ばかりはいかん。攻め込んではならんのだ」

「さっき言ってた通り、歴戦の勘？」

「そうだ。儂わしはそれらしい説明をダカット皇帝にお話ししたが、実はそれが理由ではない」

「じゃあ、何が引っかかってるの？」

　問われてシドは少し言葉を躊ちゆう躇ちよした。それでもシェルシュには話していいと判断し、再び口を開く。

「空気がな……北に立ち込める空気が、絶対に進軍をしてはならん、と儂に言っておるのだ」

　するとシェルシュは神妙な顔つきで首しゆ肯こうした。

「それには同感ね。今回ばかりはまずい」

　思わぬ回答にシドは彼女の顔を見た。

「なんだシェルシュ。おまえも感じ取っていたか？」

「当然。あたしだってずっと戦場に出てきたんだから」

　さすが、と口には出さなかったがシドは内心で彼女の勘をほめたたえた。一いつ朝ちよう一いつ夕せきにこの勘だけは養やしなう事は出来ない。生きる為ための本能に近い感覚。この勘のおかげで今日まで生きてこられた。殊ことに攻めのシド、などという二つ名が付く程ほどに、干かん戈かと血ち飛沫しぶきが舞う渦中に身を投とうじ続けてきた人間にとって、この勘が悪い者から死んでいく。鳥でも動物でも魚でも、どんな生き物でもこの勘の鈍い者は、生まれてきた役割を果たすことが出来ずに死んでいく。

　野生の動物とてぼんやりとした者は幾いくらでもいる。そう言った者たちから順々に他の生物の糧となっていくのだ。いわばこの危機を察知する力があるかないかが、生きるという事を明確に教えてくれる。

「しかしシェルシュ。おまえもこの空気を感じ取っていながら、何な故ぜに進軍を提唱した？」

　するとシェルシュはくすくすと笑いながら、

「だって、あたしまであんたに賛成しちゃったら、ダカット皇帝の矜きよう持じが傷つくでしょ」

「なんと………」

　その言葉にシドは一気に肩かたの力が抜ぬけた。まあ確かに、将軍二人が撤退を提唱して、事実撤退に出たとしたら、皇帝はそれに従った事になる。それは皇帝の権威と矜きよう持じを著いちじるしく傷つけるものだ。殊ことに戴たい冠かんしたばかりの皇帝であるのなら尚なお更さら。

　シェルシュはただ、反対の意見を出して、皇帝に選せん択たくを迫ったのだ。皇帝自身が自分の選択で決めたという状況を作る為ために。

「しかしまさか、ここで進軍を決めたりはせんよなぁ……」

「ふふ……どうかしら」

「やめてくれ。今夜眠れなくなる」

「そこまでのバカ皇帝なら、とっくに死んでるでしょうよ。ここまで来る前にね」

　辛しん辣らつな冗じよう談だんにシドは思わず噴ふき出した。

「ひどい事を言う。おまえには忠誠心というものがないのか？」

「さあね。あたしは強くなりたかっただけだし、ずっと昔から」

　ふとシドの心の中に幼い日の思い出が蘇よみがえった。少年であったシドと、そして少女であったシェルシュ。そしてもう一人――。

　そう、ずっと昔から強くなる為ためだけに切せつ磋さ琢たく磨ましてきたのだ――三人で。

　成長し、軍に入り、一兵卒からお互たがい競い合って昇進していった。

　全てがまるで昨日の事のように思い出される。

「のう、シェルシュ」

「なによ？」

「覚えておるか？」

「だからなによ？」

「三人で約束したのう、将軍になるのだと」

　すると急にシェルシュは押おし黙った。そう、本来であればこの場にいる筈はずのもう一人の将軍。才気に溢あふれ、カウフマンを継つぐ者と呼ばれ攻守に優れた男。

　だが彼は将軍になる事はなかった。三人が千人長を拝はい命めいしたその年、彼だけが肺の病を患わずらい、そして夭よう折せつしたのである。

　今でも覚えている。彼を亡くし、人目も憚はばからず泣きじゃくるシェルシュの姿を。

　その時初めて気が付いた。シェルシュが彼に心から惚ほれていたのだと。

　それから先、シェルシュが涙なみだを見せた事はなかった。シドは彼女の心を慮おもんばかろうと心血を注そそいだ。最愛の人間を失った彼女にとっての幸せについて考えた。

　だが元来、男兄弟しかおらず粗暴な者ばかりの中に身を置いてきたシドが、女性の心の裡うちを慮おもんばかるなど、魚うおが鳥の心を知るのと同じだった。

　幼い頃ころから頭の中には戦の事しかなかった。皇国の将軍になる事以外考えぬガキ大将であったのだ。年頃になれば女にうつつを抜かすかと思えば、そんな事は全くなかった。何しろ二次成長期の頃に軍に入隊し、全てのエネルギーを強くなる事のみに注そそいでいたのだ。

　というのも入隊した同期に、天才と名高いその男と、そして才気あふれるシェルシュがいたからである。彼らと切磋琢磨する日々は、町で女の尻を追っかける事よりも楽しかった。

　三人で競い合う日々は胸が高鳴り、何もかもが光り輝いていた。

　お互いが、お互いの力を認め合い、そして高め合う関係。

　いつしか三人は無二の親友となり、同年代が異性に興味を示す時期を、全て戦いに費ついやしてしまったのだ。

　だから、そう言った男女の機微にシドは全く長じる事無く、青春の日々を過ごしてしまったのである。それ故ゆえに、シェルシュが彼に恋心を抱いていた事実に気が付いたのも、彼の死を挟はさまなければ一生知らぬままであったろう。

　ただそれと同時に、自分の気持ちにも気が付いた。

　それは彼の死に涙するシェルシュを目まの当あたりにした自分の心の疼うずきであった。だが勿もち論ろんシドには、経験のないその思いに落としどころを見つける事など出来ずに、戦に明け暮れる日々に埋まい没ぼつしていたのである。

　そうこうしているうちに、ついにこの年になってしまった。

　そんなシェルシュは、ふと空を見上げると伸のびをしながら大きく息をする。

「そうだね。あたし達たち、将軍になったんだね」

「目標ではあったが……なってみると、実感が湧かんものだな」

「仕方ないさ。だってあたし達が目指してた将軍って、三人でなる将軍なんだから」

　シドの胸がチクリと痛んだ。それはもう願っても叶かなわない夢。

　その一人がもうこの世にはいないのだから。

　するとシェルシュは清すが々すがしい顔で笑って見せる。

「でもね。それでもいいんだと思う。目指した物じゃなくたって」

　シドはシェルシュの言葉の意味を理解しかねて首を捻ひねる。すると彼かの女じよはまたケラケラと笑ってこう言った。

「だってとりあえず生きているもの。今日の今日まで、いつ死んでもおかしくない戦場を幾いく度ども経験してきた。それでもこうして生きている。それでいいんだと思う」

　やはり今もシェルシュの心の中には彼の存在があるのだな、と思った。

　彼の死を越えた先に、彼女が到とう達たつする考えがあるのだと思った。

　そしてそれは、シェルシュにとって重要な事であるとシドは感じた。

　だからそれ以上は問わなかった。話を変えるように今後の事を口にする。

「さて、明日からの戦の事も話しておかんといかんな」

　するとシェルシュは少し鼻白んだような顔をしながらも、

「なあに？」

　と問い返してくる。

「うむ、撤退戦をするとして、力押しにクコノスの谷まで後退するのも得策ではないと思ってな」

「そうね。単純に北側は戦力過か多た。南側のクコノスの谷は地形的利点を取られてる」

「だとすれば、多少の奇策も必要になって来るな」

　シドが真ま面じ目めな顔でそう言いながら腕を組むと、シェルシュはおかしそうに笑った。

「なんだ、急に？」

「あんたが奇策？　力押ししか能がないのに？」

「バカを言うな。儂わしだってそれなりにやるわい」

「へぇ……で、どうすんの？」

　シドはその奇策を口にしていく。シェルシュはその間、ジッと口を挟はさむことなく耳を傾けていた。全てを話し終えるとシェルシュは深く息を吐つく。

「……それしか……方法はないの？」

「現状、皇帝を兵へい站たん線が敷しける位置まで撤退させる為ためにはそれしかないと思う」

「危険よ。それに……」

「危険は百も承知。それを潜くぐってこその将軍であろう」

　するとシェルシュは少し、何か言いたそうに肩を揺ゆらし、それから覚悟したように顔を上げる。

「……わかった。出来る限りこちらは補ほ佐さする。でも……」

「頼むぞ」

　シドは彼女の言葉を遮さえぎった。彼女が何を言わんとしているのかわかったからだ。だがそれを口にする必要はない。覚悟とは口にする物ではないからだ。

「よし話は終わった。明日もある。今日は戻ろう」

「そうね」

　そう言って自らの幕ばく舎しやに向かって再び歩き出す。夜の星が煌こう々こうと瞬またたいていた。東リジアでは小雨季に入っているという話だったが、西リジアではその一端も垣かい間ま見えない満天の星だった。

　幕舎まで歩く間、シドもシェルシュも一言も発する事はなかった。もう話すべき言葉が無くなってしまったかのように思えたからだ。だがそれはシドにとっても、シェルシュにとっても初めての事で、幾いく分ぶん居い心ごこ地ちが悪いような気もした。

　いつもの軽口はどこへ行ってしまったのだろうか。

　何か話すべき事があるのではないのか。そう思いながらも、終ついぞ何も言い出す事が出来ず、お互い幕舎の前で挨あい拶さつを交わし別れた。

　それが酷ひどく心のしこりとして残ってしまいそうで、このままでは寝付くことすらできなさそうで、思わずシドは足を止め振ふり返った。

「シェルシュ！」

　シドの声にシェルシュも振り返る。

「なに？」

「――あぁ……話したいことがある」

「うん」

「……のだが……なにを話したいのかよくわからんのだ」

　するとシェルシュは一いつ瞬しゆん呆気にとられたようにポカンとして、それから笑いだした。

「なによ、それ」

　シドも困ったように頭を掻かきながら苦笑いをした。

「うむ。だから、まあ、今度飯でも食いながら話そう。それまでには、何を話そうとしていたのかわかる気がする」

「……へぇ」

　するとそう言って向き直ったシェルシュはやわらかな笑えみを浮うかべる。何事かと思いシドは眉まゆを捻ひねると、シェルシュは目を細めた。

「あんたから初めてご飯に誘ってくれたわね」

「――そ、そうか？」

　記憶をひっくり返してみる。そう言われるとそうだったような気がする。いつもシェルシュに引き回されていたような気がする。自分から彼女と酒を飲みに行ったり飯を食いに行ったりしたことはなかったのか、と今いま更さらそんな事に気付かされた。

「じゃあ、たのしみにしてる」

　そう言うと彼女は踵きびすを返し、掌てのひらをひらひらさせた。

　そんな彼女の背を見送り、シドは幕舎へと帰った。それからは朝まで、只管ひたすら明日の戦略の事を考え続けた。頭の中がどこかスッキリしたような清々しさがあった。




　　　　※※※※




　陥落したアラティア港に於おいて法整備を含ふくめた再編成が執行された。ユースティナ皇女を中心にゾラ港で行われた行政改革を順次行う手て筈はずが整っていた。

　ゾラから追っ付けやってきた執政官が、先日までのノウハウを元に行政の変へん更こうをしていった。

　そう言った種々様々な政治的動きが為なされる中で、リズ・マッカランには大きな仕事と言うものは特にない。

　そもそも12歳さいの彼女に出来る事は限られている。ファウラと共に、後方からラング軍に合流し、アラティア港の陥落に於おいても、補給隊の中で身を潜ひそめるような状態だった。

　晴れてこうしてアラティアを落とし、自分に出来る事が何かあるのでは、と思っていたものの、実際には何もなかったのだ。

「仕方……ないのかな……」

　そう呟つぶやきながら兄が所属している、兵へい站たん部隊の様子を見に行く。

　リジア、グラウスタンディアから集まった鍛冶屋が、今回の戦闘で疲ひ弊へいした武器の補充に走り回っている。

　一応、周りにはエリオ・マッカランの弟、と言っているので、自分が工房を覗のぞいてもつまみ出される事はない。

「……兄さん」

　広い工房の中では、多くの技師たちが鏃やじりを作り、剣けんを叩たたいていた。

　奥おくの方には湾わん曲きよくした金具がいくつも立てかけられている。あれは投石器の替えの部品だろう。

「おう、どいた、どいた」

　と釘がいっぱい入った箱を抱かかえる筋骨隆々の男たちの中に、小さな兄の姿があった。

「おい、これ打ったの誰だれだ？」

　大人に負けない勢いで兄エリオが声を放っている。

「なんだ、文句でもあんのか？」

「あるに決まってんだろ！　よく見ろ。叩き過ぎで剣が曲がってんじゃねえか！」

「どこがだよ！」

　そう言って大人の技師が剣を水平にして片目を閉じる。途と端たんに、彼が気まずそうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……ま、まあ少しは曲がってるかもしれねえが……」

「だろうが！」

「だがな！　おめえの言う通りにきっちり作ってたら、時間が足りねえんだよ。いいか量産するのがユースティナ様から出てる御命令だ。それをこだわって量産できなけりゃ……」

　するとエリオはニヤリと不敵に笑う。

「おいおい、おっちゃんどこの工房の者だ？」

「なにぃ？」

「職人ってのはよ、早く、良い物を、大量に作れる人間の事を言うんだぜ」

「このガキっ！　言わせておけば！」

「おいおい、てめぇも職人なら、作った物で勝負しろよ」

　そう言ったエリオの後ろには、今日打った刀剣が山のように積つまれている。そのどれもが、男の打った刀剣よりよくできている事は、素人目にもわかる。

　するとケンカを売った男に周りの職工たちが笑いながら、

「こらこら、エリオにケンカを売るな。てめぇの技量じゃ泣きっ面つら見る事になるぜ」

「そーだ、そーだ。恥はじかく前にその辺で引いとけ」

　とゲラゲラ笑う。

　するとケンカを売った職工も、気まずそうにしかめっ面つらを作って、

「ふんっ」

　と鼻を鳴らして去って行ってしまう。

　エリオが若いながらも優れた職工である事は、職人たちの目で認められている。それは工房の空気でよくわかった。兄が持つ技術が、本職の間でも十二分に通用している事は明らかだったのだ。

　リズはそれを遠くから見つめ、誇らしい気持ち半分、ちょっと寂しくもあった。

　自分にもできる事はないのだろうか？

　そんな気持ちが心を掠かすめる。兄のような技術を自分も手に入れていれば。そう思わずにはいられなかったが、それでも、女である自分が火を使う鍛冶の現場に立つことは出来ない。

　仮に今はよくても、大人になればバレてしまうだろう。

　そうなったら、自分からは何もなくなってしまう。だから今から自分に出来る事を伸ばしていくしかない。そう思い、兄の働く工房を後にし、仮住まいへと戻もどった。

　そこではファウラが、大鷲や小鼠に餌えさをやっていた。

　奥の方では俳優のイリヤ・オースターが爪にマニキュアを塗ぬっている。

「ただいま戻りました」

「ああ、おっかえりー」

　ファウラに迎むかえられ部屋に入るも、する事が無く居い心ごこ地ちが悪い。

　すると俳優のイリヤが、塗ぬりたての爪に息を吹ふきかけ、

「ヒマだねぇ」

　と溜息を吐つくように呟つぶやいた。リズの耳にはその言葉が助け船のように響いて、思わず口を開く。

「そ、そうですよね！」

　語調が強くなってしまったのか、ファウラもイリヤも目を丸くしてこちらに振り向く。

　その事にリズは顔を真っ赤にして、

「……すみません」

　と俯うつむいてしまった。するとファウラが欠伸あくびをしながら、

「ま、ホントにヒマなんだよねえ。リジアとのヤバい戦争中なのにねぇ」

「仕方ないじゃない。だってあたしは俳優よ！　兵士じゃなくってよ！」

「あー、はいはい」

　そう、ファウラもイリヤも兵士ではない。実際、兵士たちは戦いの傷を癒したり、調練をしたりして次の戦いに備えている。だが、自分たちはそういった戦の矢や面おもてで戦う人間ではないのだ。

　だからこそ、リズはそれが歯がゆかった。

「あの、ボクたちに出来る事ってないんですかね？」

　するとファウラは、首を捻ひねる。

「そっだねえ……たぶん何もないねえ」

　はっきりとそういう彼女にリズは落らく胆たんした。ファウラに落胆したのではなく、何も出来ない自分に落胆したのだ。

「そ、そんな……せっかく兄さんと山奥から出てきたのに……」

「まあまあ、仕方ないよぉ」

　慰なぐさめてくれるファウラに、椅い子すに座すわったイリヤが続く。

「そうよ。結局のところ、あたし達みたいな特殊な人間ってやつはさ、戦争に直接必要って事はないの」

「そ、そうなんですか？」

「そうよ。私たちは、それを使う人間がいて初めて輝く。そう！　星のようにね！」

「使う……人間……」

　するとファウラがニコニコして言った。

「そ、クロムがいないと、あたし達って結局お荷物なのさ」

「皇国七聖なのに？」

「そうそう。第一次リジア戦せん役えきでも、クロムがあたし達を使いこなしたから、普ふ通つうでは得られない情報を得たり、相手を罠に嵌はめたりすることが出来たってだけ。別にあたし達が能動的に動いていたわけじゃないんだよぉ」

　それを聞いて改めてあの軍師の青年のすごさを思い知らされた気分になった。

　父ウル・マッカランも戦後よく彼の事を語っていた。いつも持ち込まれる発注品は、ウルの想像もつかない物ばかり。だが、作ってみると、なるほどこう使うのか、と驚かされたと語っていた。

　かくいうリズの作り出した弾だん道どう計算も、彼は戦略の中に取り入れて初めて機能した。

　こんな子供の言うことを、仮に将軍職の人間に言っても、理解してもらうことすらできず、実用など夢のまた夢であったに違ちがいない。

「……クロムさん……帰ってきますかね」

　そうリズが呟つぶやくと、イリヤもファウラも口を閉じた。思わず不安になり、リズは顔を上げる。だがそんな彼女の目に映ったのは、にやりと笑うファウラとイリヤだった。

「まっ、クロムだかんねえ」

「殺しても死なないでしょうよ」

　そこには確信的な自信の色があった。一体その自信はどこから来るのか？

　それは間ま違ちがいなく、彼と共に潜り抜けた数々の戦場での経験からなのだろう。

　リズが経験していない、幾いくつもの修しゆ羅ら場ばを彼と越こえてきた者たちの自信なのだろう。

「そう、ですね」

　だからリズはそう答えたのだった。

　彼が帰って来て、再びグラウスタンディアを動かす――ほんの少しの間だが戦場を共にしたリズは、そんな彼女たちの言葉を信じてみたいような気になった。




　そんなリズは、少しでも自分に出来る事の幅はばを広げようと、文官である地質学者ロブと気象学者ヨシュアのフォッグ兄弟の下へと赴おもむいた。

　彼らは今までグラウスタンディアが侵攻不可能だったアラティアまでの海図と陸路の地図について議論を繰くり返かえしている。彼らが作り出した地図や気象情報が今後のグラウスタンディアの戦いを左右する事にもなるのだ。

　そんな彼らの仕事を傍かたわらで見学し、傍ぼう聴ちようさせてもらっていた。

「そもそも雨季、小雨季を含めた年間の黒海に於おける気象の変化は定点観測でしか出せないだろう」

「勿もち論ろん気象情報の観測はすぐに始めるべきだが、過去の資料も当たるべきです。何より、リジアの測量法が我々の物と全く違うので、海図の信憑性が薄うすいと感じています。なのでやはり測量技師の派遣も優先順位に入れて……」

　基本的には彼らの専門分野の話だが、リズにとってはどれも目新しい情報の数々だった。

「あ、あの……もし、あれでしたら、ボクが過去の資料を当たりましょうか」

　手を上げたリズに、ロブもヨシュアも目を丸くする。

「君が？」

「いや、でも……」

「ボク、数字を纏まとめるのが得意なんです！　もし、お邪じや魔までなければ、やらせてもらいたいです！」

「ま、まあ……」

「そう言うなら……」

　力強く言ったリズに、ロブもヨシュアも反対はしなかった。即そく座ざにアラティアにある資料庫の閲えつ覧らん許可を貰い、リズはその日の裡うちに資料庫へと足を向けた。

　そこで、過去の地図や伝承になっているような気象情報の数字を纏まとめて行く。そして紙に書きだし順序立てて情報の整理をしていった。

　各地方地方によるそれぞれの情報を抜きだしていくと、この地域特有の水害や、旱かん魃ばつの様子が見て取れた。何より、他の地方で起こった水害が理由で、その向こう側の地方が旱かん魃ばつを食くらう、と言った状じよう況きようや、またその逆も見えてくる。

「なかなか面白いかもしれない」

　そう思い、今度はリジアの地図を照らし合わせていく。リジアは十年毎に地図を更新している。それらの測量法を頭の中に入れて、地図を見ていくと、おかしな点がいくつも見えてきた。それはこの測量法で起こる矛む盾じゆんが、約25里（約75㎞）毎ごとに起こっている。そしてその矛盾点は、地図上の形をいびつにさせていた。

「………あれ……もしかして……」

　リズは頭の中でその測量法とグラウスタンディアで行われる測量法を並行で走らせてみた。おかしいと思った点は全すべて数字で書きだしていく。

　試ためしにラトルグ式の測量法と製図法を当てて図解してみた。そうすると、リジア大陸の形が先ほどと変わって見えてくる。リジアの地図に描かれるアラティア港と、ゾラ港の距きよ離りは遠く離はなれている。何より黒海やイライア諸島がかなり大きく書かれている。

（違う、黒海はボクらが思っているよりも小さいんだ）

　数字を頭の中でこねくり回していくと黒海の姿が見えてきた。イライア諸島の影響などで航行が困難な地域は実は印象より小さいのだ。

（やっぱり数字は嘘うそをつかない）

　そう思い、次々に地図の修正をしていく。そして自分の計算で出来た地図に、過去の気象情報を照らし合わせると、あらゆる事がわかってきた。

　それは山一つを隔てて、天気が様々に変化している事。何より、それらはちゃんと、関連し合って起こっている。本来降るべき地域に降らなかった雨は、その前の地域で降り尽つくしていたり、または大規模な雨雲が、普ふ段だんは出没しない場所から進んでいった事まで見えてきた。

　これらの事をリズは僅わずか二日で纏まとめて、それをロブとヨシュアに提出した。

　二人は最初は子供の相手をしているつもりだったのか、温おん厚こうな笑え顔がおでその書類を読んでいたが、その顔がどんどん真しん剣けんになっていく。

「リズ、この計算をどうやって？」

「えっと……測量法をいくつか並行で走らせて……ここは……」

　と地図の説明をすれば、今度は気象学者のヨシュアが、

「じゃあ、この気象情報は？」

「あ、これは文ぶん献けんでクルラト山の麓ふもとまで水かさが上がったと書いてあったので、降水のあった日数から逆算して降水量を……」

　と片っ端から説明をしていった。

　最後まで説明を終えると、ロブとヨシュアは暫しばし黙だまり込み、そして顔を見合わせコクリと頷うなずき合う。

「リズは気象学界の希望の星だ！」

「ふざけんな、兄さん！　リズは地質学界が待ち望んだ天才だ！」

「おいコラ、ロブ……おまえ、もしかして兄に逆さからえると思ってるの？」

「……まさか生まれて初めて兄貴風を吹かすのがこの場とは思いもよらなかった」

「悪いがリズは気象学の世界でのびのびとその才能を開花させるべきなのだ」

「バカを言わないで欲しいな。リズの地質学に対する造ぞう詣けいの深さは歴然としている！　まさか兄さんがそれすらも分からないバカだったとは」

「ロブ！　貴様、兄に向かってバカと言ったな！　しかも二回！　許さんっ！」

「ハハハッ！　許しを請こうのは兄さん！　貴き様さまの方だ！」

　ついにつかみ合いのケンカが始まる。

「ちょ、ちょっと！　ロブさんも、ヨシュアさんも！　ややや、やめてください！」

「気象学者のリズがそういうなら……仕方あるまい」

「そうだね、地質学者であるリズが言うなら、まあ、僕ぼくも引かないでもない」

　未いまだ視し殺さつ戦せんを繰くり広げるフォッグ兄弟にリズはおろおろした。

「あ、あの、地質学、気象学、どちらも興味があるんです……もし……よろしかったら、ボク、どっちも勉強したいです」
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　一瞬の沈ちん黙もく――後のち。

「「うん、まあ、そういう事なら！」」

　たいへん息の合った調子でフォッグ兄弟は頷うなずいたのだった。

　こうしてヨシュアとロブの間で、学問を学びながら彼らの仕事を補ほ佐さする日々が続く中、軍港では次の戦の為ための準備が進められていた。

　リズも幾いく度どかフォッグ兄弟のお使いで軍港へと赴おもむく機会が増えた。

　海戦を経へた次期グラウスタンディア海軍を率いるテティル師団長から先日の海戦に於おける海運情報のやり取りがあったのである。

　基本的には報告書を受け渡す事がリズの仕事だったが、必要があればそれの説明をする事もあった。本来的に語ご彙いがまだ少ないリズであったが、行われている研究内容の理解は出来ているため、説明に事欠くことはなかった。むしろ専門家よりも言葉がわかりやすいと海軍の士官に重ちよう宝ほうされたのである。

　そんなある日の事だった。報告が終わり帰き路ろに就つこうとしていたリズは通りすがり、士官服を着た女性とすれ違った。

　張りつめた軍人特有の気き迫はくを漲みなぎらせているものの、どこかその目は虚うつろで危あやう気げなものを感じ、リズは通り過ぎた彼女を振り返った。だが士官の女性は足を止めたリズを気にする素振りもなく、そのままどこかへ消えて行ってしまった。

（なんだろう……あの悲しそうな感じは？）

　なんとなく気になったものの、それが何なのかわからずリズはフォッグ兄弟の下に戻り、報告を済ませ帰路に就ついた。

　家に帰ってからも、リズの頭の中は彼女の事が気になって仕方なかった。

　工房から帰った兄エリオに相談すると、

「なんかあるんじゃねえか？」

　とさらりと答える。それは何かがあるから自分も引っかかっているんだ、と怒おこってみるが、兄はいつも物事を端たん的てきに考える。そういう性質たちの人間なのだ。

「いいか、リズ。何かあるってのは、つまりその士官さんに何かあるってだけじゃねえんだ。おまえ自身にもなんかあるって事だ」

「もしそうだとしても……それがボクにはわかんないんだよ」

「なんでわからなきゃいけねえんだ？」

　兄にはこういうところがある。わからないものは、わからない。わからないという事ががわかったんだから、それでいいじゃないか。そういう理論を兄は持ち合わせている。そんな考え方を羨うらやましく思う事もあるし、逆もある。今は逆の方だ。

「それじゃボクはやなんだ」

「なら、直接本人に聞いてみろよ」

「本人に？　なんて聞けばいいのさ？　だって何がわからないのか、ボクがわかってないのに」

「いや、最初から質問するつもりで話しても仕方ないだろう。とりあえず話す。質問がなければそれまで。ただ話して終わり。んで、なんか気になる事があったら、聞いてみる。それでいいんじゃないのか？」

　本当に単純な考え方だ。だが、それが兄のすごさだ。後先を考えて、自分の欲ほしい答えの為ために動くのではなく、とりあえず動く。そういう発想をリズは持っていないから、こういった兄の発言によく助けられる。

　次の日、フォッグ兄弟のお使いで、軍港へ報告に行き、帰りに先日の士官をそれとなく探した。元リジア海軍司令部として使われていた建物は広く、容よう易いに彼女が見つかりそうにはなかった。

　あちこち歩き回っても見つからず、リズは仕方なく諦あきらめて帰ろうとしたその時、軍港の方から調ちよう練れんを終えた彼女がやってきた。

　昨日と変わらず、身に纏まとった気き迫はくは人を近づけさせぬものがあり、リズは思わず息を呑のみ立ちすくんでしまう。彼女は全く気にする素振りも見せず、リズの横を通り過すぎると昨日と同じように歩みを進めていってしまう。

「あ、あのっ！」

　ほんの僅わずかの勇気でリズはどうにかそれだけ言うと、その女性士官は足を止めて振り返った。

「なにか？」

　静かな声でそう言った彼女に、リズは目に涙を浮かべながら、

「あ、あの、ボク、ロブさんとヨシュアさんの所で助手をさせてもらっています、リズ・マッカランです」

　突とつ然ぜんの自己紹介に女性は不思議そうに首を傾かしげ、

「そうか。グラウスタンディア海軍暫ざん定てい特務千人長チシャ・リュシマーだ。なにか、用か？」

　チシャにそう問われて、リズは慌てふためいた。

「え、え、えっと……用って訳ではないのですが……」

「ん？」

「あの……えっと……お、お話ししませんか？」

　ようやくそこまで言うと、それまで冷れい徹てつな顔をしていたチシャがプッと吹きだした。

「まさか、こんな幼い子供に、そんな申し入れを受けるとはな」

　そう言われてリズは急に恥ずかしくなった。自分は本当は女だが、髪形も服装も世間体も男として生きている。そんな自分が、チシャに対し言った言葉が、なんだかどうも軽薄に感じて、居いた堪たまれない気持ちになったのだ。

「あ、えっと、だから、その、別に、そういうつもりじゃ！」

「どういうつもりだったんだ？」

「いえ、えっと、ただチシャさんとお話ししてみたいと……そう思って」

　するとチシャは子供を安心させるようにやわらかな笑みを浮かべる。

「まあ、いいだろう。食事でもどうだ？　海軍司令部に隣りん接せつしている食堂がある。リジア料理も悪くないぞ」

「は、はい！」

　チシャに促うながされてリズは食堂へやって来る。かなり広いこの食堂は一兵卒から士官まで誰もが利用できる施設だ。リジアから接収後、経営陣をそのままにして営業を再開させた為ため、揃そろっている料理はどれもリジア料理ばかりである。

　年間気温が高いリジア料理は東西を問わず香辛料が多めだ。幼いリズにとってはどれも辛からく感じるが、最近は少し慣れてきた。

　チシャと共にテーブルを囲むが、彼女は思いの他寡か黙もくな性質たちでリズもどう切り出していいのかわからなかった。

　結局のところ、食事の最中には殆ほとんど何も話す事が出来ずに終わってしまった。

　チシャの方はその事を左さ程ほど気にしている様子はなく、

「途と中ちゆうまで送ろう」

　と言ってリズを連れ立って食堂を出た。外は日が落ちようという夕暮れ時。物寂しいような空の色に、何も話す事が出来なかったリズは余計に心苦しい気持ちになった。

　チシャの軍ぐん靴かの音だけがコツコツと規則正しく聞こえてくる。

　顔を俯うつむかせてその音を耳にしていたリズに、チシャは徐おもむろに、

「私にもリズくらいの弟や妹がいる」

　と言った。リズは思わず顔を上げる。

「え、そうなんですか？」

「ああ。兄弟姉妹は多いんだ。うちは」

　思いの他気さくに話し始めた彼女に、リズは少しリラックスした気持ちになった。

「そうなんですね。何人兄弟なんですか？」

「あー……24人かな？」

「え!?　そんなに！」

　するとチシャもまたおかしそうに、

「なぁに。みんな血は繋つながっていない。私も含ふくめて父が養やしなってくれたんだ」

　そこまで聞いてリズは漸ようやくどういうことか理解した。チシャや彼女の兄弟たちは、皆みな孤こ児じだったのだろう。リズ自身もエリオと共に孤こ児じになりかけていたからわかる。里親を探す話が進んでいた時には、裕福な家庭に貰もらわれるという話もあった。それでも兄と離れ離れになる条件に、リズは反対をしたのだ。

「そう……だったんですか」

「暗い顔をするな。私はそれを悲観してはいない。自慢の父に拾われたと………そう思っている」

　チシャは自分を育ててくれた養父の事を自慢するような口調で言った。

　だがその響ひびきが、リズには一番寂さびしそうに聞こえたのはなぜだろうか。

　そんな脳のう裏りに浮かんだ疑問をどう問うていいのか見当もつかず、また言葉に詰つまってしまう。

　するとチシャが笑みを湛たたえながら口を開いた。

「私から君に聞いてもいいか？」

「え、あ、はい！」

「君はロブやヨシュアの所に詰つめていると聞いたが、軍属なのか？」

「あ、いえ、そうじゃありません。えっと……クロムさんとか、ユースティナ様に付いているような感じに……なるのかな？」

　正直、自分でもよくわからなかった。所属がどこかと言われると、どこになるのだろうか。

「ほう、何か訳ありか？　それとも密航か？」

　冗じよう談だんめかして言うチシャに、リズは慌てた。実際に密航してきた事は確かだからだ。

「いえ、そうじゃないんです。ボクの両親が昔、ユースティナ様直属の下もとで働いてて、それでまた戦争になったんでボクらも駆かけつけて」

「ハハハ、なんだか皇国七聖みたいだな」

　実際そうなのだが、それを口にするのは憚はばかられる。だからなんとなく笑ってごまかした。

「では、両親に付いてこんな所までやってきたと言う事か？」

　そこでリズは思わず言葉に詰つまってしまう。それをチシャも感じ取ったのか、僅わずかに表情が変わった。どうすべきかリズは迷った。だが気が付くとその口は、何な故ぜか開いて言葉を話し始めていた。

「父さんも母さんも、流行はやり病やまいで死んでしまったんです」

　一度話し出だすと止まらなかった。

「でも父さんは、皇女が困った時には駆けつけると約束していたので、だから、ボクと兄さんは、村を飛び出して、それで今、ここにいるんです。ボクも兄さんも、父さんに負けない仕事をする為ために、ここまで来たんです。だって……父さんは……マッカランの名を継つぐ……誇り高い職工だから……ボクらがそれを汚けがしちゃいけないって……そう思って……」

　もう泣かないと決めていたのに、目には涙なみだが浮かんでいた。今日初めて会うチシャにこんな事を言って泣き出してしまったら困らせるだけだ。子供だからと言って甘あまえてはいけない。そう何度も言い聞かせてきたのに、どうしても両親の事になると心が弱くなる。

「……そうだったのか」

　その時、リズの身体をチシャの腕が後ろから抱だきしめた。

「君は……強いな」

　そう言った彼かの女じよの瞳ひとみから、涙が零こぼれ落ちリズの肩かたに落ちた。

　どうして？　という思いが過よぎったが何も言えなかった。ただチシャはリズを抱きしめながら暫しばし声を殺して泣き続けていた。

　リズは考える。自分が彼女に感じ取った孤独とは何だったのだろう、と。

　ただ、少しだけわかった気がした。それはチシャの力強い面おも持もちで歩く姿が、自分と重なったのだ。父と母を失い、自らの工房を騙だまし取られて行く宛あてを無くした時の自分。何か生きる理由を見つけて、その為ために必死になっていた自分。兄がいてくれなかったらきっととっくに大声を上げて泣いて途と方ほうに暮くれていただろう自分。

　もしかしたら、チシャも誰か大切な人を亡くしたのだろうか？　先日の海戦が凄すさまじい戦いであった事はリズの耳にも届いていた。全指揮権を持った将軍すら、敵てき刃じんに倒たおれた程ほどの戦だったと聞いている。そしてその指揮を執とっていた一人が、彼女なのだろう事は想像に難かたくない。

　それなのに息を吐つく間もなく、彼女は毎日海兵の調練と、軍港の整備などに追われている。弱音を吐はく暇ひまもなかったに違いない。いや、彼女のその心が弱音を吐くことを嫌きらっていたに違いない。

　彼女は漸ようやく顔を上げると、まだ目に溜まる涙を人差し指で拭い、

「すまんな……私は……泣き虫になってしまった」

　と言った。でもその顔に自じ嘲ちようするような色はない。寧むしろ泣き虫な事を誇るようにすらリズには見えた。

　後日の事である。

　フォッグ兄弟の使いで、テティル暫ざん定てい特務師団長の下を訪おとずれた時の事だ。

「リズ、ありがとうね」

　とテティルから突然言われ、何の事かわからずリズは目を瞬またたかせた。するとテティルはほほえみながらこう言った。

「チシャが、またあなたと食事がしたいって」

　その言葉にリズは、

「はい」

　と応こたえるとやわらかな笑みを浮かべた。




　アラティア港に於おける法整備はフルクロ、ゾラに於けるモデルを元に順調に進んでいた。即そく時じ、グラウスタンディアの文官たちとアラティアの執政官たちによる協議が順調に進み、この段に於おいて、ユースティナが行う事は決して多くはなかった。

　そんなユースティナの心中にはただ一つの事がずっと渦うず巻まいていた。

（――クロム）
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　彼の安あん否ぴである。ラング、フィフニスからの情報を聞く限り、クロムはリジア十二貴族ベルゲン・アディクに捕とらえられていると考えるのが最もつとも高い可能性であった。

　それ以上の最悪の事態に関して、ユースティナは出来る限り考えないようにしていた。いや本来的には有能なる軍師の損失について考えるのは、統とう率そつ者である皇女の役目である事は間違いない。

　だがユースティナには、クロムがこの世からいなくなる事を、損失として割り切る事が出来なかった。彼がいない間、自分がどうにかする事は幾いくらでも考えられるが、彼が帰ってこない、という可能性を考えると、とても冷静にはいられなかったのだ。

　だからこそユースティナはクロムの安否について幾いく度ども頭を巡めぐらせた。

　リジアを守る十二貴族であるベルゲンが、皇国の軍師を捕らえたらどうするか？

　だが幾いく度ど頭の中で考えても暗あん澹たんたる結果にしか辿たどり着かない。何しろ可能性として最も高いのは、リジア軍が彼を処刑する事に他ほかならないからだ。今までの皇都シオニアに於おける戦いや、その後のゾラ陥かん落らく、そして今回のアラティアへの侵しん攻こう。その全てを指揮したのが他でもなくクロム・ジャレットなのだ。彼の存在が皇国にとってどんなものか勘かん案あんすれば、処しよ置ちは自おのずと見えてくる。

　たとえ殺されていなかったとしても、相応の事をされている可能性はある。

　少なくとも、二度どと指揮が取れないような身体にされている可能性すら。

　それらを考える程ほどに、ユースティナの頭は重くなっていった。すぐにでも次の作戦へと移らねばならないというのに、胸を痛めている場合ではないというのに。

　そんなユースティナの執しつ務む室しつのドアをノックする音に、我に返る。

「おお、ファウラか。どうした？」

　入ってきたファウラに気持ちを奮い立たせて、気丈な顔をする。

「ありゃりゃ、ユースティナ様、お疲れ？」

「うん？　そう見えるか？」

「そうにしか見えないねぇ。ダイジョブ？」

「心配には及およばない。それより何か用か？」

「ああ、これこれ。今、あっち側から連れん絡らくが帰って来て」

　そう言って彼女は小さな紙切れの入った筒つつをユースティナに渡した。彼女の使う大おお鷲わしのティコが、遠くバハマ湖での戦線の状況を伝達してくれているのだ。

　兄であるダカットがバハマへ侵攻した事は聞いていた。そこで父ジルバが自陣の将からの刃やいばを受けて崩ほう御ぎよした事も聞いていた。

　だが思っていた程ほどの悲しみがなかったことに、ユースティナ自身が驚おどろいていた。

　物心ついた頃ころには皇であったジルバ。

　彼の記憶は父である、という事よりも皇である、という認にん識しきしかない。だから父としての言葉を一つとして掛けてもらった事がなかったという事実に、この段になって気が付いた。

　一国の皇の逝せい去きよに、同じ皇族として喪もに服ふくす気持ちはあったが、それ以上の感情が湧わいてこない。自分が冷血な人間ではないのかと思ったほどだ。そのくせ、家臣であるクロムの安否は皇以上に心配なのだというのだから、それこそ自分の正気を疑った。戦の最さ中なかで、自身の中にある道徳や良心の在あり方が変容してしまったのかと思った。

　だが今はそれが違うのだと解る。

　ジルバはただ、皇だったのだ。父ではなく、皇であった。

　そしてクロムは軍師であるが、だが軍師だけではない。そういう確固たる思いがユースティナの中に明確になったのだ。

　では軍師以外のクロムとは何か？

　その問いに答えは出ていない。いや、自身が出そうとは思っていなかった。今、その答えを出す時ではない事を明確に解っていたからだ。

　ユースティナは、ファウラから預かった書簡の入った筒つつを受け取ると、それを開いて見る。その内容を読み進めるうちにどんどん顔が曇くもって行った。

　それを見ていたファウラが心配したような顔になる。

「ど、どしたん？　ユースティナ様」

　ユースティナは最後まで読み終えると、自らを落ち着かせるように深く息を吐はく。

「兄が……ダカット皇帝が、リジア軍からの総そう攻こう撃げきを受けている」

「ええ!?　まずいじゃないっすか！」

　慌てたようにファウラが目を白黒させた。

　ユースティナは淡たん々たんと状況だけを確かく認にんするように手紙の内容を口にする。

「……挟はさみ撃うちにあい、バハマ湖の中央で往おい生じようしているらしい。北にはターバ王が率ひきいる軍勢。南には埋まい伏ふくしていたリジア軍。もはや付け入る隙すきが無い状況にある」

　戦の事はわからぬファウラも、これには顔を青くした。

「た、助けに行かないとまずいっすね……でも今からじゃ……」

「強行軍をしても到とう底てい間に合わぬだろうな」

「で、ですよねぇ」

　このアラティアからバハマ湖まで、健けん脚きやくな強行軍であったとしても、二十日以上かかる。だがすぐにでも駆けつけねば、グラウスタンディアの敗北が確定してしまう。ダカットの引き連れた軍勢はグラウスタンディアに於おいても最大の兵力を以もつて挑いどんでいるに違いない。

　ユースティナのように落とした都市の各兵力を吸収していくのとは根本的に違う。

（こんな時……クロムならどうする……）

　ユースティナは浅く呼吸を繰り返し思考を繰り返す。

　でき得うる限り自分の思考を冷静に保たもち、どうすべきかを順序立てて思考していく。

　兄のいるバハマは地形的に考えても、かなり侵攻が難しい場所。気候の違いで体調を崩す者も出ているに違いない。挟み撃ちにあっているという事は、食しよく糧りようや武器を輸送する兵へい站たん線は切られている事になる。だとすれば、尚なお更さら救きゆう援えんに駆けつけねばならないだろう。

　だがしかし、ユースティナたちが到とう着ちやくするまで、彼らが持ちこたえてくれているか？

　かなり難しい賭かけだ。

　いや、寧むしろ絶望的と言っていい。

　ユースティナはすぐさまラング暫ざん定てい特務師団長とフィフニス千人長、そして解放された港に寄港したテティル師団長、イルガ千人長、チシャ千人長を招集した。

　すぐさま駆けつけた武官たちに、ユースティナは事の成り行きを説明する。皆みな、緊急の事態に言葉が詰つまった。

　それでもユースティナは立ち止まろうとはしなかった。すぐに状況の確認をする。

「現時点での運用可能な陸軍の数はどうなっている？」

　するとラングがそれに即時返答する。

「現段階で、ゾラからやってきたユースティナ様の軍勢10万に、我々が率いた軍勢２万２０００がおりますが、先日の戦いで負傷している者もおります。確認をせねばならないでしょうが、動かせるのは11万と少しと考えるべきでしょう」

「ふむ、しかしアラティアに於おける治安維持の為ために、１万の兵は残さねばなるまい」

　そう考えると出しゆつ陣じんが可能な陸軍兵は10万。

　総力戦となっているバハマに出向いたとして、もし仮に間に合ったとしてどれ程ほどの戦力となり得うるか。しかもアラティアに於おいて吸収した兵力の調練もしなければならない。

　次にユースティナはその目をテティル師団長に向ける。

「海軍の戦力に関しては？」

「現状、被ひ害がい状じよう況きようを未いまだ確認中といった状態です。なにぶん、海戦に於おいて散った兵の数は尋じん常じようではございません。兵数的被ひ害がいが大きすぎる為ため、即時運用可能かどうか、と問われればかなり厳しい状況であると申し上げるほかありません」

　なまじっかな装飾や誇こ張ちようを挟はさまず、テティルは淡々と事実を述のべた。

　変に気を遣った返答より、ユースティナにとってはこの報告がありがたかった。

　あのクラヴィス将軍が殉じゆん職しよくしたという海上戦は陸戦以上に激しい戦せん闘とうが繰り広げられていたという話だ。失った船せん舶ぱくの数だけでも、かなり多く、それは敵味方共に激しく損そん耗もうしている。

「わかった。それでも尚なお、ダカット皇帝の危機である今、我々が発たつほかあるまい」

　ユースティナの言葉に武官たちは頷うなずき返す。

　そしてユースティナは立ち上がると同時に、各武官たちに目を向けた。

「出陣の準備を」

　その言葉に、さしものフィフニスが目を白黒させた。

　ラングの方は落ち着き払った態度で、皇女の次の言葉を待つ。

「我々はダカット皇帝救きゆう援えんの為ために、バハマへと赴おもむきます」

　力強いその言葉に、全員が敬礼で返答をした。




　バハマに於おける戦線の後方、クコノスの谷を占せん拠きよし、グラウスタンディアの動きを封ふうじ込めたリジア軍。この軍勢を率いていたリジア十二貴族ナターシア・リブレリア、並びにカレン・スーサは、敵の動きを完全に封じ込める状況を形成していた。

　聖都ガリアを出立したナターシアとカレンの20万の軍勢は、小雨季のスコールに進路を阻はばまれながらも、その足を只管ひたすらに南に向けていた。

　聖都には伝書鳩によってジルバ皇並びにダカット皇子出陣の一いつ報ぽうが入り、即時進軍を開始したのだ。彼らがバハマを狙ねらう事は最初から分かっていた。同時期、グラウスタンディア軍がアラティアを落とす為ために進軍しているという報告も入って来ていた。

　リジアにとってはこれ以上ない程ほどに危機的状況が待ち構えている事は確かであった。

　それに輪を掛ける形で、バルオロール元げん帥すい旗き下かの謀む反ほんにも近い計画を法王から耳にしていたナターシアは、状況打開の為ためにベルゲン・アディクを頼る事にしたのである。

　腹の内が見えないベルゲンを、ナターシアは正直な所あまり信用していなかった。だが法王であるターバ王が彼に対し信を置いている事を加か味みし、彼に賭かける事にしたのだ。

　南下したナターシアの軍勢は、ゼタ関に駐留していたベルゲンと邂かい逅こうすると、そこで彼の計画を耳にした。彼の考える法王救済の計画に最初は耳を疑い、そして憤いきどおりを露あらわにした。途と轍てつもない事を彼は考えていたのだ。

　秀才であると名高いナターシアだったが、伸のるか反そるかに近い賭けに絶対的な反対の意思を示しめすとベルゲンはただこう言った。

「じゃあ、おまえは法王陛下を救えるのか？」

　その事実にナターシアは言葉を失うしかなかった。

　内政に於おけるバルオロール元げん帥すいの謀む反ほん。

　そして外交に於おけるグラウスタンディアとの戦争。

　この両者を収める為ための方策は、もうただの一つしか残っていない。

　それがベルゲンの提案したある計画だった。

　だからナターシアは、もうそれに乗るしかないと腹を括くくったのである。

「ベルゲン殿どの、もしそれを実行に移すとして、我々は如い何かにすべきなのです？」

「グラウスタンディアに対し、徹てつ底てい抗こう戦せんをする。今はそれしかない」

　ニタリと笑ったベルゲンに、ナターシアは視線を逸そらした。

「いいかナターシア。グラウスタンディア軍は、先まず、バハマ湖を攻せめる。それに対し一度バハマの中まで侵攻を許すんだ。そしてバハマに侵攻した所を狙って、ナターシア、カレンの軍勢を南から進めて、完全に封ふう鎖さする」

「北からはターバ王率いる軍勢。南からは我々の軍勢――という事ですか」

「その通り。グラウスタンディアは窮きゆう地ちに陥おちいるだろう」

「しかし問題があります。間もなくこのゼタ関にはグラウスタンディアがやってまいります。それを倒していく必要がある」

「その必要はない」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべたベルゲンに、ナターシアは怪け訝げんな顔で返した。

「それはどういう？」

「おまえたちは、そのまま通常通り通過させ、バハマへ侵攻させてやる」

　しかし侵攻してくるグラウスタンディア軍を如い何かにして回かい避ひするのか。街かい道どうが一つしかないこの四関門を戦闘なしに抜ぬけるのは不可能。

　やがて彼の言葉通りそれは実現する事になる。

　ベルゲンが持つ10万の兵は、安全且かつ有利なゼタ関から表に出ると、そこを取り巻くように山中へと埋まい伏ふくした。そこへ侵攻してきたグラウスタンディア軍に対し、中央の窪くぼ地ちへ追い込む策を弄ろうしたのである。

　ともすればグラウスタンディアからの決死の反抗戦の可能性すらある危あやうい策だった。

　だが折よく小雨季の豪雨も味方した。

（いや、この天候も計算の内か？）

　ナターシアはそう思った。彼の周りに付いている者の中に気象学に詳くわしい者もいる。友好だった時期のグラウスタンディアとも情報をやり取りしていた者だ。

　そうして、ベルゲンの指示どおりグラウスタンディアが窪くぼ地ちに逼ひつ塞そくしたのを見計らい、ナターシアとカレンの軍勢20万は外がい縁えんに陣を張るベルゲンたちの脇わきを通り、グラウスタンディアとの交戦を避さけたのである。

　そのままナターシアたちは、ベルゲンの指示通り、四関門から北へと抜ける街道に入ったのだ。20万の大軍勢故ゆえに強行軍といえど、その進行は捗はか々ばかしくはない。ギリギリ後発のユースティナの率いる軍勢との交戦を避さけられたのは奇跡的であったと言えよう。

　そしてバハマ湖南のクコノスの谷へと到とう達たつしたのである。

　斥せつ候こうを放はなち、敵グラウスタンディア軍の動向を探り続けたが、あちらの注意は全てバハマ方面へと向いており、南からやってきた自分たちへの注意はなかった。

　やはりゾラを手中に収めている事と、現在アラティア港落としをしている事からこちらへの注意は当然のことながら薄くなったと言える。来れるわけがない、という思い込みがあるのだ。

　事実、ナターシア自身もこの大軍勢を押おし通せるとは思っていなかったのも事実。

　ベルゲンという男の計算高さに、舌を巻かざるを得えない。

　そうして、グラウスタンディア軍がクコノスの谷を抜け、バハマ湖まで進軍した所を見計らって、ナターシアとカレンが率いる軍勢20万が進しん撃げきしたのである。

　今のグラウスタンディアは籠かごの中の鳥。

　しかもグラウスタンディアも、このバハマ落としこそが最重要事じ項こうと踏ふんで大規模戦力を投入してきた。だが今はそれが仇あだとなっている。これ程ほどまでに大規模な軍勢故ゆえに、退路が無いのである。１０００人程ほどの小規模軍勢であれば、山中へ散開させて逃とう走そうを図はかる事もできる。もし仮に皇だけを逃がすという事も、考えられない訳ではない。なので、ナターシアは常つねに方々へ斥せつ候こうを放ち、警けい戒かいに当たった。

「だがダカットにそれは出来まい……」

　という確信もあった。傭よう兵へいまで含ふくめても、グラウスタンディアに於おける主戦力である兵たちを捨て置くことはダカットには出来ない。農民などを掻かき集めた雑ぞう兵ひようではないのだ。訓練された職業軍人たち。それを捨てるなど彼はしないと踏んでいる。

　クコノスの谷を完全に制圧し、谷の中とそこを中心とした場に兵を配して、グラウスタンディアの動向を探る。

　指揮を執とっていたカレンは、この状じよう況きように僅わずかばかりの安あん堵どを見せる。

「ナターシア殿、これでグラウスタンディアは身動きが取れませんね」

　しかしナターシアはまだ安堵する様子はない。

「油断するな。グラウスタンディアにとって、退路はこのクコノスの谷を措おいて他にない。この状況を鑑かんがみれば、奴やつらの行動は撤てつ退たいのみ」

「では敵は我々に向かって攻勢に出ると？」

「その可能性が高い。どちらかに兵力を集中させねば、奴らは生存の道はないのだからな」

　ナターシアの読みにカレンも同意するように頷うなずく。

　それでもナターシアの内心は穏やかではなかった。現にバハマ湖北にはターバ王を配しているという現状。この事実にリジア兵の士気は限りなく高い。

　だがそれを言うのならグラウスタンディアとて状況は同じ事。

　先日、理由はわからないまでもジルバ皇が崩ほう御ぎよしたという情報は既すでに掴つかんでいる。

　結果としてダカット皇子が、その場で即そく位いしたという情報もある。あの日、ダカットの名を呼ぶ鬨かちどきがいつまでも上がっていた事を鑑かんがみれば、その噂うわさも事実と受け取っていいに違ちがいない。つまりグラウスタンディア兵たちの士気も同様に高いという事は明白である。

　それが今や袋の鼠となったこの状況下。

「殉じゆん死しもやってのける兵が現れてもおかしくはない」

「そうですね。どれ程ほどの兵力で決死の突とつ撃げきを掛けてくるか……それが目下の問題ではありますが……」

「ともすれば、皇一人を逃す為ために、全すべての兵を投入することだって、当然ありうることだ」

　思わずカレンが息を呑のんだ。

「……しかしそうなったら、グラウスタンディアにはもう再起はあり得えないでしょう。たとえ皇を逃のがしたと言っても、このバハマには総力戦を敷しいているのですから」

「そうだ。だからこそ、この場で、グラウスタンディアの総戦力と指揮を削そぐ事こそが我々の使命」

「確かにそうですね」

　深刻そうな顔でそう言ったカレンに、ナターシアは笑いかける。

「まあ、そんな先の事は考えても仕方がない事。今は目の前の敵に全てを賭ける事を考えよう」

「はい！」

　事実そうすべき岐き路ろに立っていた。このバハマ戦線を制した方が、グラウスタンディアとリジアの戦せん役えきを制する者となる。その事実は変えようがない。

　だとすれば、今、この状況下ででき得る事は、目の前の敵を討とう滅めつする事のみ。

「行くぞ、敵の捨て身の攻こう撃げきに備えよ」

「はっ」

　そうしてナターシアとカレンの率いる軍勢20万は、クコノスの谷を含めたこの陣に対し徹てつ底ていした防戦の構えを示した。

　その状況が変わったのは夕刻の事であった。

　クコノスの谷を中心に攻めてくるグラウスタンディアの攻勢は大したことはない。軸じくを北側に置いているのだろうか、とナターシアは訝いぶかしんでいた。斥せつ候こうの報告では、率いているのはシェルシュ将軍であるという。

　守りのシェルシュ――という事は、事実攻勢に出ないのも納なつ得とくが行く。

　こちらを牽けん制せいしつつ、北のリジア軍勢への攻撃をメインとしようとしているのだろう。

　だとすれば、こちらは無理に押し込みは駆けず、逃にげ場を奪うばうようにじっくりとにらみ合いを続けるのが吉だろう。

　そう考えていたナターシアは、防戦の構えを取るグラウスタンディアに対し、同じく防戦の構えを取って敵の退路を完全に封鎖していた。

　地の利を取ったナターシアに対し、グラウスタンディアも簡単にはこれを覆くつがえす事は出来ない。全てはターバ王の言葉を実行に移した、それだけに過ぎない。

　現在も守護するのはバルオロール元げん帥すいではあるが、その庇ひ護ごの下にいても尚なお、彼かの王は戦に長たけた盟めい主くんである事は確かであった。

「敵の動きを封じよ！　グラウスタンディアに身動きをさせるな！」

　その命令に、更さらに兵たちは守りを強固にした。

　だがその時である。

　どこからか馬の蹄ひづめの音が聞こえた気がした。

　咄とつ嗟さにナターシアは周りを窺うかがう。しかしリジア軍は歩兵のみによって構成される軍隊。

　しかもこの谷となっている場所には、どこからも付け入る隙すきが無い。ではどこから？

　ナターシアの脳内に警けい鐘しようが鳴なる。それでもグラウスタンディアなら――そう思い、その目を上方に移す。そこは谷の上。

　切り立った急きゆう峻しゆんな崖がけの上に、軍馬の影かげが躍おどった。

（まさか、この崖を駆け下りようというのか！）

　そう思った時には敵は行動に出ていた。

「我わが名はシド・レオナントス！　グラウスタンディア皇国の将也なり！　功こう名みようを上げたい者は我が首、取ってみよ！」

　言うと同時に馬に鞭むちを入れる。そして雪崩なだれ込むかのように、急きゆう峻しゆんに切り立った崖を馬が駆け下りた。ともすれば転げ落ちてしまうような自殺行こう為い。だがシドとその後に続く兵たちは見事な手た綱づな捌さばきで、馬を操あやつり転げるよりも速く、壁へき面めんを駆けた。

「あり得ん！　何な故ぜ、この崖を駆け下りる事が……」

　ナターシアは焦あせりながらも、その馬の種類に目を張った。それは駆けるのが速い足の長い軍馬ではなかった。彼らが乗っているのは、力が強く、物を運ぶことに特化した足の短い輓ばん馬ばだったのだ。

（そういう事か……）

　奥おく歯ばを噛かみしめながら駆け下りてくるシドの軍勢を前にすぐさまナターシアは命令を発する。

「迎げい撃げき態勢を取れ！　敵将の首を取るのだ！」

　すぐさま谷の中にいた兵たちが曲刀を、槍やりを取り駆け下りてくるシドの軍勢に対し迎げい撃げきの態勢を取ろうとした。

「ふはははは！　遅おそい！　ぬかったな！」

　だが疾しつ風ぷうの如ごとく駆け下りたシドの軍勢を前に、迎撃の準備が間に合わず、陣じん形けいを組むどころか武器も取り果おおせていない兵たちが、餌え食じきとなった。

　そんなシドの後ろからはまるで津波のように次々に騎き馬ば兵が駆け下りてくる。

　出遅れたリジア兵はシドの軍勢の餌食になった。

　この谷の中心から、シド軍はナターシア軍を真っ二つに割ったのである。

「行くぞ！　道を切り開くのだ！」

　気き炎えんを吐はくような声を上げシドから突とつ貫かん命令が下る。

　ナターシアとしても、ここで引くわけには行かなかった。この場を守り切れなければ、敵に退路を与あたえる事になる。そうなれば戦せん況きようが一気に変わってしまうのだ。

　即そく座ざにナターシアは命令を放つ。

「引くな！　防戦の構えを整えよ！」

　盾たてを構えさせ、シドの軍の勢いを削そぐ。だがシド軍の決死の覚悟の突貫に、即時、組んだ防戦の陣形は崩され、クコノスの谷からナターシア陣じん営えいは後退を余よ儀ぎなくされた。

（さすがは攻めのシド・レオナントス！　ならば――）

　即座にナターシアは指揮官への命令を飛ばす。

「主戦力、一いつ般ぱん歩兵は後退！　クコノスの谷、入り口まで後退させよ！」

　その命令に算を散らすように、リジア兵は後退を始めた。

「伝でん令れいよ！　クコノスの谷入り口に待機するカレン指揮官将に伝えよ――」

　そう言って、ナターシアは即座に伝令を走らせた。時間を稼かせぎながらも、こちらの被害を最小限に収おさめ、後退してゆく。それでもシドの軍の押し込みは激しい。ともすれば、こちらに甚じん大だいな被害を齎もたらす可能性すらある。

　今はこのシド・レオナントスを罠に嵌はめる為ため、カレンに準備をして貰もらわねばならない。その為ためには少しでも時間稼ぎをする必要がある。

　だが悪戯いたずらに兵数で圧そうとすれば、この士気の高いシドの軍勢を前に無む駄だな死者を出す事は必ひつ定じよう。

　だとすれば、そんなシドの軍勢と同等に戦える者たちで、時を稼かせぐしかない。

「私が前へ出る！」

　そう言って、ナターシア及および、側近の兵たちがシドを迎むかえ撃った。あちらは馬に跨またがり、威い圧あつ的てきに攻勢に出る。先頭で率いているのはシド・レオナントスである。

「我はリジア十二貴族指揮官将、ナターシア・リブレリア！　勝負だ！　シド将軍！」

「よかろう！　相手に不足なし！」

　シドは不敵に笑うと、直剣を振ふり翳かざし前進命令を出す。

　近衛兵たちとの乱戦となる。その間かん隙げきを縫ぬい、ナターシアはシドに曲刀を突つきだす。シドはそれを軽々と受けながす。そしてごうごうと風を切りながらナターシアを袈け裟さ懸がけに斬きりつける。即時、ナターシアもその剣を受け流す。だが、シドの剣圧たるや凄すさまじく、流し受けただけにもかかわらず、曲刀が圧へし折おれるのではないのかという程ほどの衝しよう撃げき。

（幾いく度ども斬り結べば、こちらは圧あつ倒とうされる）

　剣けん戟げきを受け流しながら間合いへ入ると、即座にシドの心臓目がけ曲刀を突きだす。

「甘い！」

　僅わずかに身体を逸そらせるシド。だがナターシアの一撃が僅わずかに速い。

　曲刀は胸から肩にかけて、シドの肉を裂さき血が吹ふき上がる。

「やるな、リブレリア！　血が滾たぎるわっ！　だが――」

　この間合いではシドは剣を翻ひるがえす事が出来ない――そのナターシアの読みが、シドの頭突きで崩される。兜の上からでも脳を直接鷲掴みにされたような衝撃。

　そのままナターシアの体勢が崩れそうになった。

「フッ……指揮官将リブレリアよ……見事な腕前であったが、僅わずかに実戦での経験が足りなかったようだな」

　歴戦の将であるシド・レオナントスを前に、脳を揺ゆさぶられたナターシアは言い返すことすらできない。今、こうして立っているのがやっと。今にも膝ひざを折りそうな程ほどに、身体からだ中じゆうが震えていた。

「止とどめだ！　クコノスの谷はこのシドが押し通る！」

　言うと同時にシドは馬に鞭むちを入れ、直剣を振り翳かざす。踏み込み激しく、ナターシアは身構える為ための時間もない。歴戦の武将であるシドは、名に恥はじぬ個として勇ましさを持ち合わせていた。

（くそ、間に合わない！）

　身構えきる前に、シドの剛剣がナターシアの頭上に迫せまった。受ければ一撃、真っ二つになる。

「ナターシア様！」

　咄とつ嗟さに近この衛え兵へいが間に入り、シドの剣を受ける。が、近衛兵の曲刀はまるで木の棒のようにポキリと折れてしまう。更さらにシドの剣圧が弱まる事はない。そのまま近衛兵の全身を覆おおう鉄の鎧よろいごと、真っ二つに斬り裂いた。

　今、この将軍を抑おさえきる事は容易ではない。それだけは確かだった。

　そこへ他の近衛兵が間に入る。

「ナターシア様、お逃げください！」

「バカ者！　今撤退するわけには！」

　まだ谷の入り口で準備を行っているカレンの為ためにも時間稼ぎをせねばならない。たとえこの命を燃やし尽つくそうとも。

　だが近衛兵は引き絞るように声を上げる。

「ナターシア様がここで敵てき刃じんに倒れれば、リジアを誰だれが守るのです！」

「我ら、リジアの未来の為ために敵刃に倒れるなら本望！」

「行って下さい！」

　これらが言葉を口にする間にも、精強な近衛兵が次々にシドの剛剣に倒れていった。

　彼らの心意気を、そしてナターシアを守らんとする心を踏みにじる事は許されない。そんな空気が流れていた。それはナターシアの為ために自らの命を散らして行った者たちへの感謝であり贖しよく罪ざい。

　ナターシアは一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんを経へて彼らに目もく礼れいした。

「済すまぬ！」

　踵きびすを返し、ナターシアは後退する兵たちの中に紛まぎれた。

　そうして漸ようやくクコノスの谷入り口まで後退する。

　だがシドの軍勢もまた、見る間に近衛兵たちを切り崩くずし、ナターシア達を追った。

　シドを先頭に、ついにその手はクコノスの谷を突破したのである。




　谷に大たい挙きよするリジア軍を蹴け散ちらしたシド・レオナントスの少数部隊は、ついにクコノスの谷、入り口までその歩を進めた。

　ちょうどクコノスの谷中央から崖がけを駆け下り、戦闘準備が整っていない軍勢に奇き襲しゆうを掛ける作戦は功こうを奏そうした。二分された谷の中のリジア軍は、右往左往する中、シドの軍勢の剣の錆さびとなった。後方の分断されたリジア軍に関してはシェルシュが追って討とう滅めつする。混乱状態になり、後方支し援えんの望めないリジア軍を潰つぶすのは容た易やすい。

　だからシドはその進軍の方向を前へ前へと押し出した。

　そしてクコノスの谷を抜けると、シドは勝かち鬨どきを上げる。

「皇の道、このシド・レオナントス、開けて見せたり！」

　それに「応、応」と兵たちが続いて鬨ときを上げる。だが次の瞬しゆん間かん、シドは目を見張った。

「――――っ！」

　そこにはナターシアが率ひきいる軍勢に輪を掛け、カレンの率いる軍勢10万が取り巻いていたのである。しかもクコノスの谷の周りに丘おかを作り、優位な陣じんを張って待ち構えていたのだ。

「谷の中に埋まい伏ふくせよ！　出れば弓の餌え食じきだ！」

　リジア軍の前ぜん衛えいは弓兵がシドたちが飛び出してくるのを待ち構えている。飛び出せば即座に矢の嵐が降り注ぐだろう。

「まあ、そうなるだろうの」

　わかっていた事ではあった。少数でのクコノスの谷の切り崩しまでは、可能である確証があった。しかしそこから先。大軍勢を率いる、リジア軍が陣形を組みやすい谷の外こそ、最も危険な場所。

　シドは苦り切った顔をして、その無数に大たい挙きよする兵の陣を眇すがめ見た。

　シェルシュの合流を待つべきか――否いな。

　敵はこちらにその時間を与えてはくれないだろう。ここで足あし踏ぶみをしていれば、然しかる後のちに攻め入られ討うち死じに。守りのシェルシュがこの場に到着するまで、切り開いた道を守らねばならない。

　だとすれば、この場でシドに出来る事は一つしかない。

　前へ進む――それのみである。

「我が勇ゆう敢かんなる兵たちよ！」

「「「「応！」」」」

「共に死んでくれるか！」

「「「「応！」」」」

「……なんと勇ましい事よ」

　そう言って笑うと、シドは敵てき陣じんに目を移した。やるべき事はただ一つ。

　この防衛線を守り切る事。

「死して尚なお、この地を守り切ってみせるわっ！」

　言うと同時に、シドが率いる２０００の兵はクコノスの谷を飛び出る。

　それを待っていたかのようにリジア軍から無数の矢が放たれた。

「なぁに！　わかっていた攻撃を受ける程ほど、耄もう碌ろくなどはしておらぬ！」

　飛び出ると同時に二方に分かれ、馬は地を駆かける。

　降り注そそいだ矢の雨は、シドの軍勢に打撃を与える事が出来ずに、次の攻撃態勢に入る。

　すると即座にリジア側もそれを見抜いたように命令を発する。

「全軍！　密集陣形を作り、前進！」

　ナターシア・リブレリアそしてカレン・スーサの命令が銅ど鑼らの音に乗り、リジア軍は陣形を組んで前進を始めた。

　何人たりとも通さぬ密集したリジア軍は、盾たてを構え、槍やりを突き出しシドの軍勢に立ち向かう。

「その程てい度どの陣でこのシドを倒たおすつもりか！」

　シドを先頭とした馬群は弧こを描えがき、リジアの軍勢をこそげ取るように削けずる。

　敵陣の槍をへし折り、戦闘を守る盾ごと切り裂いた。

　狼狽うろたえるリジア兵に、冷静な指揮官将の声が響ひびき渡わたる。

「怯ひるむな！　前後を交代し、陣形を組みなおせ！」

　素早い対応に、即座にリジア軍は陣形を組み直し、更さらに前進。

　よい軍だ、とシドは思いながら、こちらも更さらに深く切り込む。

「小こ癪しやくなことっ！　何度でも切り崩してくれるわ！」

　シドの馬群はその敵の陣を幾いく度どでも崩した。だがリジアもそれを放っておくわけはない。

「弓隊！　援えん護ご射撃！」

　最初の無数の矢とは違い、弓隊がシドの軍勢の動きを封じるように矢を放つ。

　数の上では避よけるに易やすい。

　飛んでくる矢を叩たたき落とし、圧へし折った。それでもすり抜けてくる幾いく本もの矢が兵に、そしてシドに突き刺ささる。

「フンッ！　笑止！　こんな鏃やじりで、儂わしを殺すつもりか！」

　勇ましいシドの雄お叫たけびに、兵たちが奮い立った。矢傷の痛みなど感じはしなかった。

　そんな事を感じている余裕など微み塵じんもなかった。

「行け！　切り崩せ！　敵をクコノスに近づけるな！」

　その猛もう攻こうは追おい詰つめられた者が見せる、死線を越こえる戦い。

　全兵隊が、いくら矢を受けようとも、いくら傷を負おうとも、まったく衰おとろえる様子を見せずに剣を振るうのだ。

　20万の軍勢のリジアに対し、たった２０００ばかりのシドの軍勢。

　それにも拘かかわらず、リジア軍は押されているのでは、という錯さつ覚かくに陥おちいる程ほどだった。

　目の前にいるシドの軍勢の数が、リジアに勝っているのではと思う程ほどであった。

　それでも現実はその物量差を時間と共に見せつけていく。

　シドの率いる兵は、一人、また一人と脱落していく。ある者は血が足りなくなり、ある者は剣を振るう腕を無くし……ジワリジワリと数を減らしていった。

　丘の上からその様子を見、指揮を執とっていたナターシアも、その奮ふん闘とうぶりに、

「凄すさまじい将軍だ」

　と感かん嘆たんを漏もらした。

　既すでに俯ふ瞰かんから見える光景に、シドの軍勢はほんの僅わずかしか残っていなかったのだから。

　それにも拘かかわらず、リジア軍は前進する事が出来ないのだ。

　このような事があるのだろうか、と目を疑うような光景。

　完全に取り囲んでいる大軍勢が、もう残り僅わずかの隊に未いまだ躊ちゆう躇ちよしている。

　ついにはシドを残し、殆ほとんどの兵が力尽つきてしまっていた。シド自身が乗っている馬も、既すでに無数の矢を受け、その場に崩れ落ちる。

「よく頑がん張ばってくれた」

　シドは馬を労いたわるように一撫なですると、そこから飛び降り、リジアの軍勢の前に躍おどり出る。長なが槍やりを持ったリジア兵が、陣形を組んで次々にシド目がけて突き出してくる。

　だが翻ひるがえす剣がその切っ先を払はらい落した。

「まだだ……まだ、おまえらを……通すわけには……」

　日差しがまぶしかった。

　目の前が白く霞かすんで仕方がなかった。血が目の中に入ったのかとも思ったが、そうではなさそうだ。音もひどく遠い。戦場を駆ける怒ど号ごうも軍ぐん靴かの音も何なん里りも先から聞こえてくるようだった。

　意識が遠のいているのだ。

　もはや自分が剣を振るっている感覚すらなかった。しかしぼんやりとする視界の先では、未いまだ自らの手は剣を振るい、リジア兵をなぎ倒している。

　永ながく……ひどく永く戦ってきた。既すでに身体がその全てを覚えていて、勝手に動いているのだ、そう思った。筋肉の繊せん維いひとつひとつが、剣を振るう事を覚えてしまっていた。

　もはや自らの魂たましいはこの戦場にはなかった。

　気が付けばその戦いを自分の頭の真上から見下ろしていた。

（未いまだに戦っておる。魂はここだというのに）

　少しおかしな気持ちになった。抜け殻がらの自分が戦っている姿を外から見る事になろうとは思ってもみなかった。俯ふ瞰かんから周りを見下ろしてみると、最も早はや戦たたかっているのは自分だけのようだ。それはそうだ。

　こうして死して尚なお、剣を振るっているとは、と思わず噴ふき出した。

　いよいよもって戦が好きだったのだな。

　ほれ、右が空いている。後ろを取られるな。そうだもっと速く振るうのだ。

　そうしてシドは血だるまになった自分をぼんやりと見続けていた。

　まだ死ぬわけには行かなかった。彼かの女じよが来るまで、ただの一人となっても戦わねばならない。その意志が死した身体を動かしていると理解した。

　その時、遠方より角つの笛ぶえの音が響き渡った。

　それが何であるのか、シドはすぐに理解した。

（……おお、間にあってくれたか……シェルシュよ）

　安あん堵どする気持ちが心の中を満たしていく。自分の役目を漸ようやく終える事が出来る。

　そう思った瞬間、足元を見下ろすと、そこには立ったまま動かなくなった自らの姿があった。

（ありがとう。よくやってくれた……）

　魂が抜けても戦い続けた自らの身体を労いたわり、そして空を見上げる。

　眩まぶしい日差しが降り注そそいでいた。眩くらみそうになり目を細める。
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　それと同時に、シドの意識はこの世界から風に呑のまれるように消えた。




　クコノスの谷、バハマ湖側でリジア軍勢を押しやったシェルシュ将軍は、シド将軍の開けた谷を只ひた管すら前進した。

　そしてついにクコノスの谷から躍おどり出る。この場をシドが守り切った事は明白だった。

　谷を取り巻くようにリジアの軍勢は、扇おうぎ形がたに布ふ陣じんを敷いている。

　即座にシェルシュは命令を放つ。

「守りを固めよ！　全軍！　シド将軍の守り切ったこの場を、我らの陣とするのだ！」

　言うと同時にクコノスの谷から、湧わき水みずが噴ふき出だすように、怒ど涛とうの勢いで兵たちが飛び出した。彼らは全力で走りながら、守りの陣形を固め、クコノスの谷の入り口に次々に自分たちの陣じん地ちを築いていく。

　シドの戦いに圧倒されていたリジア兵の動きは僅わずかに遅れていた。

　その間かん隙げきを見み逃のがさず、グラウスタンディア軍はでき得うる限り広範囲に、自陣を形成。それを打ち破らんとするリジア兵を徹てつ底てい的てきに押し返かえした。

　これに対しリジア側も、

「進軍停止！　ゆっくりと後退せよ！」

　とリジア陣営への退たい避ひを命じた。

　そしてダカット皇こう帝ていの到とう着ちやくの頃ころには、こちらは塹ざん壕ごうを築き、相手方に対し、万全の構えを成なすに至いたった。

　その一連が終息した頃の事である。

　前方より兵がシェルシュの下へと駆け込んで来た。

「お伝えします！　シド将軍、リジア軍と交戦の末すえ、討うち死じに！　繰くり返します……」

　その伝令をシェルシュは静かな面おも持もちで聞いていた。

　わかっていた事だ。あの状況で突貫する行こう為い。それがどんな結果を齎もたらすのか。

　長ながく戦場を渡り続けてきたシェルシュも、そしてシドも知っていた。

　それでも、全てを分かっていながらも、止めはしなかったのだ。

　彼が一いつ介かいの軍人であり、そして自分もまた軍人である。

　止める事など出来なかった。選せん択たく肢しのない戦いに、それに最も適性を持った将軍が挑いどんだ、ただそれだけの事。死する事も、生きる事も、その全てが戦人の運命である。

　彼の心の裡うちを知って、そして行く事を承しよう諾だくしたのだ。そこに後こう悔かいなどある訳がない。彼は軍人として、誇ほこり高く死んだのだ。

　立場が逆なら自らもそうする。

「兵たちに伝えよ、守りを固め、敵兵の動向に注意を促うながしておけ」

「はっ」

　そうしてシェルシュは己の幕ばく舎しやへと戻もどる。床しよう几ぎに腰こしを掛け、鎧を外し髪かみを解いた。

　その瞬間、瞳ひとみからぽろ……ぽろ……と涙なみだが零こぼれ落ちる。

　それは一度流れ出すと、止めどなくシェルシュの頬ほおを伝った。

「………うぅ……う……ああ……あああああああ！」

　気が付くとシェルシュは子供のように泣き声を上げていた。

　幼い頃から男勝りでケンカが強く、決して泣いた事などなかった。

　そんな彼女にとってこの涙は、人生の中でただ二度目の涙であった。







終章　最終防衛







　リジア軍とグラウスタンディア軍による睨にらみ合あいは、数日にわたって続いた。

　クコノスの谷を挟はさみ、未いまだ南と北、両面からのリジア軍の攻撃は止まない。

　シドが切り開いたこの場を決して譲ゆずってはならない。シェルシュを突き動かしていたのは、その気持ちだけであった。

　だがリジア軍を率いる、ナターシアの軍勢はシェルシュの軍勢に対し、ついに攻撃の手を伸ばし始めた。

　ナターシアの率いる軍勢は縦じゆう横おう無む尽じんに、シェルシュの軍に襲おそい掛かる。

　的確にこちらが弱い場所を見抜いて、攻撃を掛けてくる。シェルシュもまた、即座に兵たちを動かし、弱い個所へ兵を差し向ける。だがその行為によって出来た穴へと、即座にナターシアの軍勢は攻撃してくる。

　全てが彼女の掌てのひらの上で転がされているかのようであった。

「……まさか、リジアにここまで兵を動かすことの出来る将がいるとはね……」

　奥歯を噛かみしめ、必死で防戦を繰り返す。

　だがこの場が崩れるのも、もう時間の問題のように見えていた。

　いや、実際に時間の問題だった。

　何しろ、兵数で勝っている上に、王を前にして士気も高まっているリジアに死角はない。守りのシェルシュと呼ばれた己おのれの陣営すら、いつ突き崩されてもおかしくない。

「守れ！　絶対防衛を貫つらぬけ！　皇帝をお守りするのだ！」

　そんなシェルシュの言葉すら、今は虚むなしく響く色があった。

　その時、前方から高らかと鬨ときを上げる声にシェルシュは顔を上げる。その鬨ときに聞き覚えがあった。おうおうとあげられる鬨はリジア兵たちの物ではない。

　その声の中に聞こえてくる楽器の音色。

（…………まさか）

　信じられなかった。いったいどういう事か、考えも及およばなかった。

　だがそれが、窮きゆう地ちに陥おちいったグラウスタンディアを助ける為ための救きゆう援えん部隊である事だけは明白な事実だったのだ。




　新たに現れたグラウスタンディアの増援を前に、ナターシアは只管ひたすらに苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔でそれを眇すがめ見た。

　隣となりで信じられないという表情を露あらわにするカレン。

「いったいどうして……まさか皇都シオニアから……」

　だがナターシアは首を横に振る。

「違う。もうグラウスタンディア本国には新たに出兵をさせる程ほどの兵力の余よ裕ゆうはない」

「ではあれは……？」

　考えられるのはただ一つ――――そう。

「ユースティナ・クセルクセス――グラウスタンディア皇国第二皇女」

　カレンはまさか、とばかりに目を見開いた。

「あり得ません！　ユースティナたちの軍はアラティアに進軍している筈はずなのに！」

　そう思うのも当然だろう。普ふ通つうにアラティアから強行軍をしたとしても、間に合う訳がない。だが現にユースティナたちはこの地までやってきた。

　新たなる皇を助け出す為ために軍勢を率いて。

　絡から繰くりはわかっている。

「……海路だ」

「海路？　まさか、船でこの地まで？　しかし、だとしたらおかしいです」

　そう、カレンの言う通り、おかしいのだ。

　何しろ海路で船を使ってきたとしても、港のあるゾラ港、またはフルクロ港で兵を陸揚あげしなければならない。しかしそれらの港を使ったとしても、このバハマの戦地へやって来るには早すぎるのだ。

「いったいどこで兵の陸揚げを……」

「ここから一番近い場所……フルクロとゾラの中間地点だろう」

　ナターシアの言葉にカレンはまた目を見開いた。

「しかし、中間地点に船を着けられるような港はありません！」

「必要ない」

「なんですって？」

「捨ててきたのさ」

「捨ててきたって……まさか船をですか？」

「ああ、そうだ。わざわざ港になど着けず、沖に錨いかりを降ろして、そのまま上陸したのだろう」

「では船はそのまま……」

　コクリと頷うなずき返す。多少の見張りを残す形で、ほぼ捨て置くようにして駆けつけた。それしか考えられないのだ。何しろ、そうでもしない限り、アラティアからバハマまで、こんな短期間での到着は不可能だからだ。

「大だい胆たんな事をする……大たい局きよくが明めい瞭りように見えているようだ……」

　群むらがるユースティナが率いているであろう軍勢は目算で10万以上。アラティアに攻せめ込んだ陸軍の殆ほとんどを連れてきた――という事になる。

「――さて、そろそろ、例の作戦に移るか……」

　ナターシアの言葉に、カレンがごくりと息を呑んだ。

　それはこの戦争そのものの色合いが変わる程ほどの作戦。根本が崩れ去る事を余よ儀ぎなくされえる作戦。故ゆえに、この一歩こそが最重要なのである。

「行くぞ」

　ナターシアは力強い言葉を身体で表すように、一歩踏み出した。




　皇女ユースティナが率いる軍勢が、クコノスの谷の南西に進軍し敵リジア軍に向き合う。

　リジア軍はクコノスの谷を包囲する形で、広く展開し、ともすればこちらにも攻撃の手を伸のばす事が出来る状態を維持している。

「敵も中々やる……」

　そう呟つぶやきながら、傍かたわらにいるラング暫ざん定てい特務師団長、そしてフィフニス千人長に向き直る。

「突き崩せるか？」

　するとラングは悪あく辣らつな顔を下げて、

「御ご下か命めいくだされば、やって見せましょう」

　と殊しゆ勝しように返し、フィフニスもニコリと笑って、

「お任せ下さい」

　と力強く返事をした。頼もしい軍勢である。彼ら程ほどの人を率いる力を持った将の器が、ユースティナの旗き下かに集まったことは幸運としか言いようがない。

　この大軍勢を前にも、負ける気がしなかった。

「よし。敵陣を牽けん制せいしながら突破口を開く！」

　ユースティナの号令の下、右う翼よく左さ翼よくに対し、補助をする遊撃隊を配はいし、中心には主戦力を塊にして敵リジア軍の出方を窺うかがった。

　リジア軍は既すでにこの地に陣を張り万全の態勢を整えている。迂う闊かつな攻め方かたをすればこちらが手ひどいしっぺ返しを食くらう事になる。

　弓兵の矢の射しや程てい圏外ギリギリをキープしながら、敵の様子を窺うかがった。

　投石器を用いる事が出来れば、かなり優位にこの戦いを進める事が出来る。だが、船による移動に加え、最低限の兵へい站たんでここまでやってきたユースティナ軍にとっては、そう言った特殊な兵器を駆く使しする事は出来ない。

　更さらに言えば、出立の準備を早々に整える為ために、馬を乗せる事は出来なかった。この10万を超える軍勢に与えられる馬を輸送するとなると、それらの積み込み、飼かい葉ばの揚げ降ろし、そして揚よう陸りくするにも時間を取られただろう。

　それではこの戦場に駆けつけることは出来なかった。

　幸いチシャ、イルガ、テティルの率いる海軍兵の練度が非常に高く、この短期間で兵のみの輸送を実現させることが出来た。

　アラティアは海軍司令部があった事もあり、輸送船の数には問題はなかった。更さらにはアラティア海軍兵を臨時的に扱あつかうことに、チシャとイルガが長けていた事が大きな要因でもあった。ゾラ港での元リジア軍の調練を行った彼らには、その為ためのノウハウが十分に備そなわっていたのである。

　そして文官であるロブ・フォッグ、ヨシュア・フォッグから提出された新たな海図が、この進軍を飛ひ躍やく的に快速にした事がある。今まで所蔵されていたグラウスタンディアが持つ黒海の海図や、アラティア海軍司令部が持っていた物とも違ちがう新たな海図。

　それが黒海、イライア諸島、ゾラ港、そしてフルクロ港に至いたるまでの全すべての地形を明瞭にさせ、最短の経路を弾はじきだしていたのだ。話を聞けば、この海図制作はウル・マッカランの子、リズ・マッカランの力なくして完成はしなかった事をフォッグ兄弟は強調した。

　この戦場にこうして駆けつける事が出来たのは、まず間ま違ちがいなくそういった奇跡的な人的資産によるものに相違ない。

　だが兵へい站たん線のないこの戦いは、即すなわち短期決戦を望まない限り、状じよう況きようはグラウスタンディアにとって只ひた管すら不利になる。ともすれば食しよく糧りように関しては残り五日とて持たない。

　実質上、即そく時じ勝利を収める以外の逃にげ場のない戦い。それ故ゆえに兵たちの士気は高い。

　一気に突破し、グラウスタンディア軍と合流を計り、兄であるダカットの逃とう亡ぼうを図はかる。

　これが勝利条件だろう。

　だがしかし、敵陣の様子がおかしい。先ほどから、驚くほど動きがない。

　どちらかというと防戦に近い状態を保たもっている。つまりこの唯ゆい一いつの通行の要かなめを只ひた管すら守り、何なん人ぴとも通さない策に出る気なのだろうか。こちらに兵へい站たんがない事にも気付かれているという事だろうか。

「いや……それくらいは気付いていてもおかしくない。十分にあり得うる」

　だとすれば、突破口を切り開くよりほかにあるまい。

　そう判断し、ユースティナはフィフニス、ラングに目め配くばせをする。

　両者、出しゆつ陣じんの心構えは既すでに整っている顔をしていた。

　後はユースティナの命令を待つのみ。ユースティナはゆっくりとのその手を天高く上げる。そしてそれを真まつ直すぐに、進軍先目がけて振り下ろそうとした。

　だが―――。

「……なに………」

　咄とつ嗟さに振り返る。それは地響きにも似た軍ぐん靴かの音が後方から聞こえてきたからだ。

　ユースティナだけでなく、フィフニス、ラング、そして兵たちも後方から規則正しく響く軍靴に顔をひきつらせた。

　ユースティナたちにこれ以上の援えん軍ぐんが来るわけはない。

　だとすれば考えられる事はただ一つである。

　丘の上にまでやってきたその未明の軍を率いる者が姿を現した。それは間違いなく、リジア十二貴族の一人。

「ベルゲン……アディク……」

　話は聞いていた。ユースティナが到着するよりも前に、ラングとフィフニスの軍を取り囲み、そしていずこともなく消えて行った10万の軍勢。

　つまりこの状況は、右う翼よく前方に10万のナターシア軍。

　左さ翼よく前方に更さらに10万のカレン軍。

　そして後方からやってきたベルゲン軍、その数10万。

　計30万の兵にユースティナたちは取り囲まれてしまったのである。

　ラングは地面に唾つばを吐はきながら悪あく態たいを吐ついた。

「ありかよ、こんなのがっ！」

　そう言うのも無理もない。まさかベルゲン軍は、自分たちがアラティアから船でここまでやって来る事まで読んで、こうして待機していたというのか？

　もしそうなれば完全な袋の鼠である。

　しかもそれはユースティナだけではない。ダカット皇帝も含ふくめたグラウスタンディア全勢力が、リジアに完全包囲された事を示していたのである。

　今、このクコノスの谷を中心とした場に、グラウスタンディア軍、そしてリジア軍の主戦力の全てが集まっているのだ。大国間同士の戦争となった近代に於おいて、このような状況は嘗かつてなかった。しかもその戦の中心には両国の王がいるのだ。

　それが何を示しているのか、ユースティナには十分に理解していた。

　――どちらかの国が亡びる。

　それを察した兵たちの中にも不ふ穏おんな空気が包つつんでいく。それは人が劣勢に立たされたことを明確に感じ取る空気。圧あつ倒とう的てきな軍勢を前に、決して敵わぬことを思い知らされる空気。

　その時だった。

　遠方から何かがこちらに向かって真まつ直すぐに駆けてくる。

　巨きよ大だいな山犬と、人を乗せた一頭の馬。

　あの巨大な生き物にユースティナは見覚えがあった。それはフィフニスも同じだったらしく、彼女は目に涙を溜めて、

「ユースティナ様！」

　と袖そでを引いた。ユースティナもまた気持ちは同じだった。

　彼ならなんとかできる。どんな逆境に於おいても、決して負けない戦いをする彼が帰って来たのだ。今にも涙を零こぼしそうになるユースティナは、グッとそれを押おし堪こらえる。今はこれを零こぼしていい時ではない。その瞬間ではない。

　だから毅き然ぜんとした顔で彼を迎むかえよう、そう思ったのである。

　遠方から真直ぐに走ってきたそれは巨大な山犬。そして隣にいる馬には、皇国七聖の傭よう兵へいの姿があった。

　山犬の背から青年と少女が飛び降りる。

　彼はユースティナの前に歩み出て、そして傅かしづいた。

「お暇いとまをいただき申し訳ありませんでした」

　そんな彼にユースティナは気き丈じように笑って返した。

「ふん。まったく。どこをほっつき歩いていたというのだ」

　彼は申し訳なさそうに頭を掻かくと、緊きん張ちよう感なくへらへらと笑った。

「さあ、リジア戦せん役えきを終わらせましょう」

　彼の言葉に、ユースティナは力強く首しゆ肯こうする。

「いいだろう。終わらせよう、クロム」




　皇歴２１７年、３月――。

　北から攻め上がるターバ王旗下30万の軍勢と、クコノスの谷南に陣を張るリジア十二貴族ナターシア、カレン、そしてベルゲン率いる兵30万――計60万の総戦力。

　対するグラウスタンディアは20万を下回る兵数での撤退戦を為なす中、駆けつけたるユースティナ皇女の軍勢10万を合わせ、リジアとの最終決戦を迎むかえる事となる。

　炎えん天てん、東方より微風が戦そよぐ、王おう皇こう両君くん上じよう邂かい逅こうの大おお戦いくさである。


《第七巻へつづく》
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あとがき







　このたびはグラウスタンディア皇国物語６巻をお手にお取りいただきまことにありがとうございます！

　お久しぶりです。内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。




　ありがたい事で、グラウスタンディア皇国物語も、これで６巻目でございます。

　これもひとえに、支えて下さる皆様のおかげであると心より思う次第でございます。

　さて最近の事なのですが、どうも忙しかったり何だりで一週間で体重が３キロ減った事がありました。

　ダイエット話とすれば景けい気きのいいことなのでしょうが、別段何かをしたわけでもなんでもありません。

　なのにガクンと体重が落ちるのは、ちょっと怖いなぁ、と思う次第。

　とか思って一月後に体重を計ったら今度は５キロ増えていやがります。

　これも別段何かしたわけではないのです。

　こういった体重の増減は、健康に影えい響きようしますから、僕とすれば変わらずにいたいところなのですが、どうも睡すい眠みん時間やら食事のタイミングが一定でないなどの不ふ摂せつ生せいな生活のせいなのでしょうね。

　心と身体の健康だけは、いくらお金を積んでも買えるものじゃあございません。

　改めて生活を見直そうという次第でございます。




　さて、ここからは謝しや辞じをば。

　いつもながら〆切ギリギリをやらかしても見放さない下さる担当の中川様。そして今回も素す晴ばらしいイラストを描いて下さった野の崎ざきつばた様。いろいろお手伝い下さる松まつ木き君。そして編集部の皆様、並びに出版流通に関わるみなさまに心より御礼申し上げます。




　そして何よりこの本をお手に取ってくださった皆様に最大の感謝を！

　ありがとうございます！

　それでは、またみなさまにお会いできることを願って。


二〇一五年五月吉日　内堀優一
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